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　　　プロローグ







　山の中にそびえ立つある建けん築ちく物ぶつ。森に囲まれ、隠れるようにひっそりと建てられており、その存在を知る者は少ない。門の石像は、まるで侵入者の末まつ路ろをあざ笑うかのような表情をしている。

　その中を、雪ゆき村むら統とう吾ごは真っすぐに前を見つめ、歩いていた。腰には剣を提げ、いつでも抜けるように準備をしておく。

　窓から見える空は曇どん天てん。天てん井じようの灯あかりも頼りない。

「どこまで歩かせるつもりですか？」

「まあ待て、焦あせるな」

　案内人は振り返らずに答えた。

　靴の底がコツコツと床ゆかを打つ。数歩前を歩く案内人の背中を見ながら、統吾は思う。

　どうして今ここにいるのか。あまりにも突然すぎて、まだ理解できていない部分もある。だが、こうなってしまったからには、ここで生きていくしかない。すべては運命なのだ。運命とは逆さからうものではない。受け入れ、そして新たに切り開いていくものなのだ。

　階段を一段のぼる度たびに腰の剣が揺れ、音を鳴らす。

「ここだ」

　と、案内人は言った。統吾の前には閉じられた扉とびら。この扉の向こうには、きっとまだ見ぬ世界が広がっている。

「楽しみですね」

　統吾は口元を緩ゆるめてみせる。恐れることなど何もない。統吾は腰の剣に触れた。いつだってこの剣と共ともに苦く難なんを乗り越えてきた。こいつと一いつ緒しよなら、何だってできる。

「楽しみ……か。そう言えるのならたいしたものだ」

　案内人は一つ息を漏らした。

「はい。俺おれを誰だれだと思ってるんです？」

　この扉を開けた瞬しゆん間かんから、統吾の人生はまた一つ変わるだろう。それが良くなるか悪くなるか。それは統吾しだいである。

「覚悟はいいか？」

　案内人は扉に手をかけた。

「いつでもいいですよ」

　そして、扉とびらは開かれた。




「ホームルーム始めるぞー」

　先生が扉とびらを開けると、騒さわがしかった教室の中は一いつ瞬しゆんで静まり返って、一斉に自分の席へ戻っていく。そして先生の後に続いて統とう吾ごが教室に入っていくと、室内はまた騒がしくなった。

「おい、静かにしろ。転校生を紹介する。雪ゆき村むら統吾くんだ」

　案内人、つまり先生は丁てい寧ねいに黒板に名前を書いてくれて、統吾に「ほら、挨あい拶さつしろ」と目め線せんを送った。

　統吾はゆっくりと教室を見渡した。三十人とちょっと、誰だれもが今、自分を見ている。ずっと地元の学校に通ってきた統吾にはもちろん転校の経けい験けんなどなく、こうやって注目されるのは初めてだった。

　高校デビュー。

　という言葉がある。中学まで地味だった奴やつが、高校に入った途端とたんに急に垢あか抜ぬけて、同じ中学出身の奴らに「あいつって、あんなだったっけ？」と言わせてしまうようなことだ。それなりに勇気は必要だが、成功すれば一味違った高校生活が楽しめる、かもしれない。逆に失敗すると目も当てられないことになる、かもしれない。

　統吾は高校デビューこそできなかったが、この転校を機きに『転校デビュー』をしようと心に決めていた。そのためには、まさに今、第一印象が決まるこの時が何より重要なのだ。

　統吾は自分に言い聞かせる。

　大丈夫。何といっても、自分は勇者なのだから。

「雪村統吾です。この世界の人間だけど、他ほかの世界に行って勇者になってきました。すげー強いけど、遠えん慮りよとか全然しないで声かけてください。まあ勇者っていってもちょっと魔ま王おう倒したくらいなんで、全然たいしたことないですけど。ははっ」

　考えておいたセリフを一言一句間違えずに言えた。これでクラスメイトたちには「ホントはすごく強いけど謙けん虚きよでいい感じの人」に映ったに違いない。

　そんなことを考えていると、統吾はふと、クラスメイトの視線がさっきとはちょっと変わっていることに気づいた。さっきまでは転校生に対する興きよう味みの視線だったのだが、今はどこか引いた感じになっている。

　おかしいな。何か変なことを言っただろうか。いや、みんなやっぱり恐きよう縮しゆくしてしまっているのだ。きっと勇者を見るなんて初めてだろうし、どう接していいかわからないに違いない。

「えー、では、雪村くんに何か質問とかあるか？」

　教室のおかしな空気を察したのか、先生が口を開いた。高校生にもなって質問コーナーはどうかと思うが、統吾としても、これで打ち解けるきっかけになるのなら悪くないと思った。

　すると、一番前の席に座っていた男子が手をあげた。

「あの、勇者ってどれくらいの勇者なんですか？」

　どのくらいの勇者。統とう吾ごは思わず首を傾かしげた。勇者は勇者に決まっているではないか。それ以上でも以下でもない。

「だから勇者だって。さっきも言ったけど、魔ま王おうボコボコにしちゃったくらいかな」

「その魔王っていうのは、どれくらいの魔王なんですか？」

　どのくらいの魔王。統吾は思わず首を傾げた。魔王は魔王に決まっているではないか。それ以上でも以下でもない。

「ちょー強かったよ。その世界の人はみんな魔王を恐れてて、騎き士し団だんとかじゃ敵かなわねえの。でもそこを俺おれがスパっとやっつけてきたってわけ」

　これでいいだろうか。ちゃんと答えたつもりだったが、それでもまだ質問をした男子は不ふ思し議ぎそうな顔をしている。

　何をどう言えばいいのだろう。困っていると、またも先生からの助け舟。

「雪ゆき村むらくん、彼は君がどれくらい強いのかというのが知りたいのではないかね？」

　その言葉に、質問した男子は小さくうなずいた。

　なるほど。

「そーゆーわけね。わかったわかった。んー……じゃあ、こうしよう。俺のこと殴っていいよ」

　教室がざわつく。転校生が初日に「殴っていいよ」と言えば、ざわつくなという方が無理な話だ。

「でもそれは……」

「いいからいいから」

　ためらっている男子を立たせて、統吾は向かい合う。

「雪村くん、いくらなんでも危ないんじゃないか？」

　先生が間に入って止めるが、統吾はそれを強引に押しのけた。

「大丈夫ですよ先生。俺、勇者ですから」

「それはそうかもしれないが……」

　おそらく、この男子もそれなりに力はあるのだろう。普通の人が彼に殴られたら吹っ飛んでしまうに違いない。しかしそれは普通の人の話。なんといっても自分は勇者で、攻こう撃げき力りよくも防ぼう御ぎよ力りよくもダントツに高い。

　あ、待てよ。殴った彼が拳こぶしにケガをしてしまったらどうしよう。一般人が石を殴ったら痛いように、自分のような強きよう靱じんな肉体を殴ったことで骨でも折ってしまったら。

　しかし、その問題はすぐに解決した。このクラスには魔法使いもいるのだ。ケガをしたら回復魔法を使ってもらえばいい。なんだ、余計な心配だった。

「さあ、殴ってごらん。俺がどれくらい強いか、一発でわかると思うよ」

「はあ、それじゃあ……」

　男子生徒が拳こぶしを引く。

　転校初日。第一印象が決まる日。転校デビューに最も重要な日。

　雪ゆき村むら統とう吾ごは、窓から外に吹っ飛んだ。







　第１話　勇者たるもの、とりあえず伝説の剣は抜くべし







　高校一年の夏休み、雪ゆき村むら統とう吾ごは勇者になった。

　勇者といっても、巨きよ人じんのユニフォームを着て甲こう子し園えんの阪はん神しん側の席で応援するとか、アニメのキャラクターがプリントされたＴシャツで渋しぶ谷やの街を練り歩くとか、そういう意味の勇者ではない。

　統吾は、魔ま王おうの恐怖に怯おびえる世界を救った本当の勇者になったのだ。

　ただ、世界といっても統吾の住む世界ではなく、『アーチバール』という名前の別の世界ではあるのだが。




　　　　†




　統吾が異変に気づいたのは、ベッドで寝ていたはずなのに、背中の感触が固くて痛いということからだった。目を覚ますと、そこに映ったのは見み慣なれた部へ屋やの天てん井じようではなく、知らない人がこっちを見ている光景だった。それも一人ひとりではない。何人もの顔が自分の寝顔を覗のぞき込んでいたのだ。

「うおぅ！」

「「どわぉっ！」」

　驚おどろきのあまり統吾が叫ぶと、その人たちも皆驚いて声をあげた。体を起こすと、統吾が寝ていたのは外で、土の上だということがわかった。

　わかったのはいいが、それは何の解決にもなっていない。何な故ぜなら統吾はいつものように自分の部屋で眠りについたはずで、外に放り出される理由などどこにもないのだ。しかもこんな場所、近所にない。

「あの、ここは……」

「村長！　そんちょー！」

　統吾の言葉を遮さえぎって、一人が誰だれかを呼びに行った。誰かといってもそれは間違いなく村長なのだろうが、少なくとも統吾の住んでいたところは村ではない。呼ぶとしたら市長だ。

　いや、そこは問題ではない。とにかく、今の状況を理解しなければ。

　と、そこで統吾は気づいた。そうか、これは夢なのだ。そうでなければ、こんな突とつ拍ぴよう子しもないことが起こるはずがない。少し時間がたてば目が覚めて、いつもの夏休みの朝が訪れるのだ。ほら、段だん々だん意い識しきが薄うすれていく。

「おい君、起きなさい」

　しかし統とう吾ごの耳に目覚まし時計どけいの音が届くことはなく、代わりに年配の男の声が届いた。

　目を開けると、そこには白い髭ひげを豊かにたくわえた老人。目が開いているのか閉じているのかわからないくらい細い。

「……誰だれ？」

「私は村長だ」

　あーあ、来ちゃったよ村長。夢じゃなかった。さっき意い識しきが薄うすれていったのは二度寝しただけかちくしょう。

　統吾は諦あきらめて目を覚ますことにした。改めて辺あたりを見回すと、きれいな緑が広がる穏おだやかな印象を受ける場所で、その中に木造の家がちらほらと建っていた。少なくとも統吾が住んでいた町ではなく、村長というからにはどこかの村なのだろう。

　集まってきた人々の視し線せんを受けながら、統吾は村長に連れられて一軒の家に入った。その家だけ他ほかの家と比べて大きかったから、村長の家と考えて間違いない。

「まあこれでも飲みなさい」

　と出された飲み物は、明らかに不健康そうな紫むらさき色いろをしていたが香りはよく、思いきって一口飲んでみると美お味いしかった。

「あの、ここはどこなんですか？」

　何よりもまず先にこの質問に答えてほしい。なんとなくではあるが、危害を加えられそうな気配けはいはないものの、不安ばかりが先行する。

　しかし、村長がすぐにその答えを告げることはなかった。

「ふむ、その前にこちらから君に話さなければいけないことがある。これから言うことをまず聞いてほしい」

　開いているか閉じているかわからない細い目は、これは冗じよう談だんではないと語っていた。統吾は「ちょっと待ってよ」と言おうとしていた口を思わずつぐんだ。

「……君は、この世界の人間ではないね？」

　そんな言葉から始まった村長の話は、統吾が出された飲み物をちびちびと飲みながら十分くらい続いた。

　今、このアーチバールという世界は、魔ま王おうの脅きよう威いにさらされているのだという。魔王は世界中に凶きよう暴ぼうな魔物を放ち、人々から平和を奪うばい去ってしまった。国王は腕利きの兵士や魔法使いを各地から集めて討とう伐ばつ軍ぐんを編へん成せいし、魔王の城へと向かわせたが、その結果は無残なもので、誰も帰ってくることはなかった。

　魔王の侵略はとどまることを知らず、そこで注目されたのが、この村にある伝説の剣だった。古い書物によると、その剣は何千年も前から岩に突き刺さった状態であり、誰も抜くことができないのだという。そして、この剣を抜くことができた者は、何者にも負けない力を手に入れることができるというのだ。

「あの剣を抜いた者が、きっと魔ま王おうを倒してくれるだろう。世界中の人間がそう思っている」

「……はあ」

　統とう吾ごはそう相あい槌づちを打つのが精いっぱいだった。

　しかし、伝説の剣はどんな力をもってしても抜くことはできず、国王は最後の手段に出ることにした。

　それは、王家に伝わる禁きん忌きの魔法で、他ほかの世界から勇者を召しよう喚かんするというものであった。

　三日三晩続いた儀ぎ式しきの後、果たしてその魔法は完成し、他の世界から召喚することに成功したのだった。

「それが君だ」

「なるほど。……ドッキリですね？」

　今、答えが出た。

「何を言う」

「いやいやいや！　意味わかんないし！　こんなのあり得るわけねえじゃん！　今どきそんな設定、ゲームにもないって」

　統吾はキョロキョロとカメラを探した。バラエティでよく見る隠しカメラは、本当にわからないところに仕込んである。統吾は木製のテーブルの下や、飲み物が入っていたコップ、さらには村長の髭ひげの中まで探したが、カメラは見つからなかった。きっと、巧妙に隠してあるに違いない。

　いや待てよ。ドッキリだとして、途中でバレてしまっては番組にならないのではないだろうか。自分がここで気づいてしまったら、当然この企画はお蔵くら入りだ。オンエアされるはずがない。こんなにセットまで丁てい寧ねいに作ってあるのに、それはスタッフさんがあんまりではないか。それならば、いっそ騙だまされたフリをして番組に貢こう献けんしよう。

　と、すでにテレビ局のことまで考え始めた統吾であったが、さらに一つの考えに行きつく。

　いやいや待てよ。自分は芸能人でも何でもない。ただの高校生一人ひとりにドッキリを仕掛けるのに、ここまで手の込んだことをするだろうか。

　急速にドッキリ説が弱くなっていく。しかし、ドッキリの線が消えてしまうと、あとはこれがすべて現実という答えしか残っていないわけで。

　新たな可能性を探して統吾が頭を抱えていると、突然、外から怒ど声せいが響ひびいた。

「魔物が来たぞー！」

「何だとっ！」

　村長が椅い子すを倒して立ち上がる。それと同時に、一人の男が扉とびらを壊こわすような勢いで入ってきた。

「村長！　逃げてください！」

「いや、私はいい。それより、彼を剣の場所へ連れていこう」

　男は無言のままうなずくと、統とう吾ごの腕を引っ張って外へ連れ出した。

「え？　は？」

　男の力は強く、統吾は抵抗もできずについていくしかなかった。村は悲鳴が飛び交う戦場と化していて、女の人や子供は逃げ回り、男たちは剣や農具を持って走り回っていた。

「うっ……」

　見た。見てしまった。統吾の視し線せんの先には、けむくじゃらで岩をも砕くだいてしまいそうな爪つめを持つ、異い形ぎようの生き物。動物園でもテレビでも見たことがない。これが魔ま物もの。魔物は鼓こ膜まくを破くような雄お叫たけびをあげ、村人たちに襲おそいかかっていく。

　ドッキリじゃない。

　そう思うしかなかった。

　本当に、自分は魔法でこの世界に召しよう喚かんされてしまったのだ。

「君は早くこっちへ」

「は、はい……」

　男と村長に連れられてたどりついたのは、小さな泉のある場所だった。水は透すきとおり、あまり深くないということがわかる。そして泉の中心には岩があり、そこには一振りの剣が突き刺さっていた。

「あれが伝説の剣ですか？」

　金の柄つかに、鍔つばの部分には赤い宝石が埋め込まれている。銀の刃やいばは、鏡かがみのようにはっきりと統吾の顔を映していた。

「そう。あれがこの世界を救う剣、『タクアン』だ」

　村長は剣を指さして言った。

「……なんで？」

「何がだ？」

「いやそのあり得ないネーミング」

「失礼だな君は。タクアンとはこの世界では神聖な言葉なんだぞ」

　統吾の中でははっきりと一つの食べ物がイメージされているのだが、ここは別の世界。こんな偶ぐう然ぜんもあるのだ。

「まあ、別にいいか」

「ちなみに、あの岩は『キヌドーフの岩』という」

「だからなんでだ！　柔らかそうだなおい！」

「そしてこの泉の名前は『ミソシルの泉』だ」

「お前ら日本人だろ！」

　狙ねらっているとしか思えないのだが、村長はいたって真剣である。ここが別の世界ということが再び疑わしくなったが、さっき見た魔ま物ものが強きよう烈れつに頭の中に残っている。これはもう割り切るしかない。

　統とう吾ごは泉に足を踏み入れると、岩に向かって歩いた。泉の深さは膝ひざくらいで、ミソシルのくせに水は冷たかった。

　岩にのぼり、剣の柄つかを握る。

「君が勇者ならば、必ずやその剣を抜くことができるだろう。その剣を抜いた者には多大なる力が与えられ、身体からだは頑がん丈じようになり、運動能力も上昇する。さらには口こう内ない炎えん、ニキビもたちまち治り、なんと枝毛まで……」

「あ、抜けた」

　統吾が少し力を入れただけで、剣は驚おどろくほどあっさりと抜けてしまった。あっさり過ぎて、逆に尻しりもちをつきそうになってしまった。

　統吾も驚いたが、もっと驚いたのは村長だということは、ぱっちり開いた二つの目と、あんぐり開いた大きな口を見たらすぐにわかった。一いつ緒しよにいた男も同じような顔をしている。

　村長はたっぷり五秒固まって。

「ゆ、ゆ……勇者よおおおぉぉぉ……おごっ！」

「村長！　顎あごがっ！」

　きれいに顎が外はずれてしまった村長は、おそらく「勇者」と言っているのだろうが、呻うめき声ごえのようになってしまっている。

　そんな村長も心配ではあったが、統吾は自身の体の変化に戸と惑まどいを隠せなかった。

「おおぅ……」

　体中が、今まで感じたことのない不ふ思し議ぎな感覚に包まれていた。体の内側から、じわじわと熱ねつをもってくるような。暑いでも熱いでもなく、高こう揚よう感かんに似た何かが、統吾の体を火ほ照てらせていた。

　これが伝説の剣を抜いた効果なのだ。統吾は確かく信しんした。

　体が軽い。手に持つ剣ですらも軽く感じる。

　人間の身体能力がいきなり跳はね上がることなどあり得ない。しかし、現に今統吾の体は確実に変化していた。

　ここは別の世界。魔王がいて魔物がいる世界。つまりこれは、そういうものなのだと統吾は無理やり自分を納得させた。

　そして統吾は駆かけ出した。この力があれば、村を魔物から救うことができる。不思議と、魔物に対する恐怖はなかった。この全身を駆かけ巡めぐる不思議な感覚が、統吾の一部の感情を麻ま痺ひさせていたのかもしれない。

「俺おれが勇者だああああっ！」

　決着はあっという間で、魔物たちは尻しつ尾ぽをまいて逃げ出していった。

　その夜のうちに、統とう吾ごは顎あごをはめた村長と共ともに国王のいる城へ向かった。

　本当に王冠をかぶった国王は、統吾を見るなり顔を綻ほころばせた。

「おお！　確たしかに伝説の剣を抜いておる。召しよう喚かんの儀ぎ式しきの生いけ贄にえにワカメを使った甲か斐いがあったというものだ」

「海かい藻そう代だい償しようにして俺おれ召喚されたのかよ！」

　この世界でワカメが貴重な鉱石のことだと統吾が知るのは、もう少し先のことである。

「さて……」と、国王は統吾を見み据すえた。

「トーゴよ、君は別の世界の人間で、こちらの都合で君を大変なことに巻き込んでしまっているのはわかっておる。しかし、剣を抜いた者として、この世界を救ってはくれないだろうか」

　国王は頭を下げた。その行動に、村長をはじめ、周りにいた大臣までもが驚おどろいていた。

「……命、かかってるんですよね」

「魔ま王おうは強い。その剣をもって五ご分ぶといったところだろう」

　正直、怖かった。あの村で魔物と戦った時は、勢いで剣を振り回していただけにすぎない。こうやって冷静に現実を目の前にしてみると、ただの高校生だったはずの統吾には重すぎた。もう剣は抜いたのだ。この剣を誰だれかに譲ゆずって、その人に倒してもらってもいい。そして、また儀式か何かをしてもらって、元の世界に戻してもらえばいい。

「俺……やっぱ無理っす。俺よりもっと強い人にこの剣を渡して……」

「この剣を抜いた者でないといけないのだ。頼む」

「いやでも俺は……」

「確かに君には関係のない世界の話かもしれない。だが、私たちのために戦ってはくれぬか」

「だから無理だって……！」

「魔王を倒すことができたら、各地から美女を集め宴うたげを毎晩開き、さらにこの城の宝物庫にある宝の半分を約束しよう」

「やります」

　統吾は国王の手を握っていた。

「ありがとう、勇者よ」

　国王は泣きそうな顔で統吾の手を握り返した。国王には、もう頼れる人間が統吾しかいないのだ。それほどまでに、魔王の被害は大きいのだろう。

　そして、国王は一人ひとりの少年を呼んだ。統吾と同じくらいの歳としで、短い茶髪にそばかすが印象的な少年だった。

「いくら君が勇者でも、旅にお供は必要だ。彼はこの国で三本の指に入る魔法使いだ。必ずや、力になってくれるだろう」

　少年は軽く頭を下げた。

「ちいっす。ラッカ・ピーナッツっていいます」

「軽いなお前！」

　まあ、いいか。これから一いつ緒しよに旅をするのだ。友達感覚の方が何かと気楽だ。

　城で一晩を明かし、夜明けと共ともに出発となった。

　国王は剣の鞘さやを用意し、高級な防具で統とう吾ごを武装させた。防具だけでもそれなりの重さがあるはずなのだが、剣によって身体能力が上昇している統吾は重さを感じなかった。

「統吾よ、そのタクアンで魔ま王おうを倒してきてくれ」

　国王に続き隣となりにいた村長も統吾を激げき励れいする。

「タクアンがよく似合っているぞ」

　ラッカは統吾の肩に手を乗せて。

「タクアンと統吾さんがいれば余裕っすよねー」

　そろそろ限界だった。

「うるせーっ！　揃そろいも揃ってタクアンタクアン連れん呼こしやがって！　これは俺おれの剣だ。名前も俺が決める！」

　このままもし魔王を倒せば、統吾はタクアンで魔王を倒した勇者としてこの世界に語り継がれるだろう。それはちょっとどうよ。

「言っただろう。タクアンは神聖な言葉でだな……」

「知るか！　こっちにも都合があるんだよ。そうだな……」

　せっかくだから、自分の名前を入れてしまおう。統吾の世界では、発明や発見にはその人の名前がつけられることがよくある。「トーゴ」を入れることは決定だ。「トーゴ剣」、却下。「タクアン」をバカにできないくらいダサい。「トーゴソード」、マシになったがなんとなく語ご感かんが悪い気がする。

　確たしかゲームによく出てくる神話が元ネタになっている、強い剣の代名詞みたいなものが……。

「トーゴカリバーだ！　今からこれはトーゴカリバーだからな」

　意い気き揚よう々ようと剣を掲かかげてみせる。おお、名前を変えたら余計にカッコよくなった気がする。

「トーゴカリバー……ふむ、ダサいな」

「わかったトーゴ、センマイヅケで妥だ協きようしよう」

「トーゴさん、センスが皆かい無むっすねー」

「黙だまれお前ら！」

　こうして、統吾と魔法使いの、魔王を倒す旅が始まった。
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　二メートルを超える、見上げるほどの体たい軀く。闇やみに溶けてしまいそうな漆しつ黒こくの鎧よろい。黒い魔力を身に纏まとい、アーチバールを恐怖に陥おとしいれた魔王。

　兜かぶとが顔を覆おおっているため、どんな顔をしているかはわからない。しかし空気を震ふるわせるような低い声と、放たれる威い圧あつ感かんが、魔ま王おうの強さを物語っていた。

　統とう吾ごはその魔王と対たい峙じしていた。トーゴカリバーを握る両手が、カタカタと震えているのがわかる。思い切り振り抜いた。もう体力も残っていない。これで魔王がまだ生きていたなら、その時、この世界は終わる。

「ぐ……ぉ……」

　消え入りそうなうめき声。そして魔王は膝ひざから崩れ、音を立てて床ゆかに倒れた。統吾は警けい戒かいしながら、軽くつま先で小突いてみた。動かない。

「……倒したあああっ！」

　死し闘とうの末、ついに統吾は魔王を倒した。トーゴカリバーを掲かかげ、統吾は魔王の城で雄お叫たけびをあげた。

　魔力を使い果たしたラッカが、おぼつかない足取りで統吾に歩み寄る。

「ここまで色いろ々いろあったけど、やりましたねトーゴさん！」

「ああ！　色々あったけどついにやったな！」

　魔王から魔力を供給されていた魔物たちは、魔王が倒れたと同時に消え去った。半年にわたる旅の末、ついに統吾はアーチバールに平和をもたらしたのだ。

　統吾とラッカが国王の待つ城に戻ると、そこではすでに盛大な宴えん会かいの準備がされており、城下町ではお祭りが始まっていた。人々は飲んで踊っての大おお騒さわぎで、統吾の絵が描かれたグッズが飛ぶように売れているという。

　魔王討とう伐ばつの興こう奮ふんが冷めないまま、統吾は国王の待つ大広間に入った。一応マジメな顔を作ってはいるが、本心では、報告はそこそこにして早く宴会を始めたかった。

「国王様、魔王を……」

「お帰りー。はよ飲まんかい。ういっ」

「俺おれが帰ってくる前に始めちゃったよこの人！」

　誰だれが主役だと思っているのだ。統吾はさすがに文句の一つでも言ってやろうと思ったが、そこに素早すばやくラッカが現れ、お酒がそそがれたグラスを手渡した。

「まあまあ、飲みましょうよ。大臣も近衛このえ兵へいもみんな飲んでますって。村長なんてほら、もう服着てないっすよ」

「あの爺じいさん相当にダメだな！」

　統吾の凱がい旋せんを待たずに始まっていた宴会は、統吾が加わることによってさらに盛り上がり、城内も城下町も熱ねつ気きに包まれていた。

　統吾も色々な人に感かん謝しやの言葉とお酒をもらい、気持ちよくなっていった。ちなみに、この世界ではお酒に年ねん齢れい制限がない。アーチバールのお酒は、酔いはするものの抜けるのが早く、後に残らない。二日酔いとは無む縁えんという素す晴ばらしいお酒なのだ。

「…………」

　ふわふわとしたいい気分になりながらも、統とう吾ごはふと、家族のことを考えた。

　今までも、日本にいた頃ころのことを考えたことはあった。あっちでは自分はどういうことになっているのか。誘ゆう拐かいか、神隠しか。友達は、家族はどうしているだろうか。連絡する手段がないため、半ば諦あきらめ、魔ま王おうを倒すことにがむしゃらになってごまかしていた。

　帰れないまでも、手紙を出すことくらいはできないだろうか。無事だということを伝えることができればそれでいい。そうすれば、心おきなくこの世界で暮らしていける。自分は世界を救った勇者で、生活も保障される。

　ちょっと寂さびしいけど。

「トーゴさーん。飲んでます？」

　ラッカが相変わらずの軽いノリで統吾に絡んできた。魔王討とう伐ばつはこいつの功こう績せきもかなり大きいのだが、注目されるのは伝説の剣を抜いた統吾ばかりで、不ふ憫びんといえば不憫だ。本人はあまり気にしていないようだが。

「飲んでるよ。すげー楽しい。でもよ、国王は各地から美女を集めるって言ってたよな。全然いねえじゃん」

　それがあるから頑がん張ばって魔王を倒したというのに。いや、それはおまけだ。自分はこの世界のために戦ったのだ。美女はおまけにすぎない。そうなのだ。

「もうすぐ来るみたいっすよ。さっき、王様が呼んでましたから」

「マジか！　じゃあ女の子が来るまで付き合えよラッカ」

　統吾とラッカは、今までの思い出を肴さかなにして酒を飲んだ。あの時はお前を見殺しにして逃げようと思ったとか、お前を見捨てて逃げようと思ったとか、お前を囮おとりにして逃げようと思ったとか。

「王様からの報奨金ってどれくらいなんでしょうね」

「ん？　ああ。……女の子まだかな」

「俺おれ、家を買おうと思ってるんすよ」

「ん？　ああ。……女の子まだかな」

「俺の方がトーゴさんより脚が長いっすよね」

「ん？　ああ。……ちょっと表出ろ」

「聞こえてるならちゃんと返事してくださいよ！」

　統吾はしきりに周りを見回すが、まだ女の子の姿は見えない。

「トーゴさん、俺、まだ見せてない魔法があったんすよ」

　しばらく飲んでいると、ラッカはそんなことを言い出した。

「何だよ。あるなら使えばよかったじゃん」

「いえいえ。攻こう撃げき系けいじゃないんです。もし魔王に負けそうになったら、トーゴさんだけでも逃がさないといけないと思って、転移の魔ま法ほうを覚えたんです」

「マジかよ。それってかなり高度なやつじゃないの？」

「そうっすよ。でも、トーゴさんってば全然死にそうにならないんすもん。使いそびれちゃいましたよ」

「いやその発言ちょっと待てお前！」

　ピンチにならないに越したことはないのだが、魔法使いとしては、せっかく覚えた魔法を使えなかったのが心残りらしい。

「なんでぇ、今ここで使ってもいいっすか？」

「ここで？」

「一回くらい使わせてくださいよー。ここから、あそこまででいいんで」

　ラッカが指さしたのは大広間の端だった。二十メートルほどの距きよ離りではあったが、ラッカにとっては距離ではなく、魔法を使えればそれでいいのだろう。

　それでこいつの気が済むならいいか。それに、転移するのってどんな感覚か気になるし。

「よし。じゃあ俺おれをあそこまで飛ばしてくれよ」

「はーい。お任せくださーい」

　ラッカは杖つえを構え、目を閉じて集中を始めた。魔王と戦ってピンチの時にそんなことしている暇ひまはないだろと思ったが、それは言わないでおいた。

　それにしても、転移するってどんな感じなんだろう。意い識しきはどうなるのだろうか。

　待てよ。意識。

「おいお前、酔ってんのに大丈夫なのかよ」

「マジ超平気っすよー。あれ？　トーゴさん、分身なんていつ覚えたんすか？」

「やっぱダメだお前！　魔法は素面しらふの時に……」

「いきまーす！　あ、女の子来たみたいっす」

「だから待っ……！　え？　女の子？」

　向けられた杖から強い光が発せられる。止めに入る前に、統とう吾ごの体は光に包まれた。

　転移魔法って、失敗したらかなりヤバいんじゃ……。

「俺の楽園がそこにぃぃぃぃぃぃぃ……」

　そこで統吾の意識は途絶えた。
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　統吾が目を開けると、そこは城の大広間の端。のはずだった。が、きらびやかな照明も、真まっ赤かな絨じゆう毯たんも、たくさんのお酒も人もない。とても質素な空間だった。控え目な蛍けい光こう灯とうに、控え目なベッド、控え目な勉強机。それに見覚えのあるコンポ。

「……あれ、女の子は？」

　自分の部へ屋やだ。統とう吾ごはフローリングに寝転がっていた。傍かたわらにはベッドがあり、ちょうどそこから転げ落ちた状態になっている。

　はっきりしない意い識しきの中でも、これだけはわかる。

　夢だったのだ、すべて。

　そして一いつ瞬しゆん前の思考を即座に否定。

「……夢じゃねえし」

　何な故ぜなら、統吾の手にはトーゴカリバーが握られていたのだ。赤い宝石が埋め込まれた、魔ま王おうを倒した伝説の剣。これがここにあることが、夢でないことの何よりの証拠だった。

　だとしたら、導みちびき出される結けつ論ろんは一つ。戻って来たのだ。

　あの転移魔法が酔っていたせいで変化して、自分を元の世界に飛ばしたのだ。ほとんど事故のようなものだが、結果的に統吾はここにいる。

「くそっ……！」

　統吾は床ゆかを殴った。拳こぶしの痛みではなく、悔くやしさで目に涙が浮かんでくる。

　せめて、せめて女の子たちと甘く楽しい時間を過ごしてから帰ってきたかった。お酌しやくをしてもらって、お喋しやべりをして、ちょっと体を触っちゃったりして。そんな夢のようなひと時を目の前にして、統吾は戻ってきてしまったのだ。

　帰ってきたくなかったわけではない。でも、こんな形でなんて望んでいない。ラッカにお別れも言っていないし、王様からお礼も貰もらっていないし、何より女の子といちゃついていない。これでは何のために魔王を倒したのかわからないではないか。

　あ、いや、もちろん世界の平和のためだけど。

　統吾はもう一度部屋を見回した。間違いなく、自分の部屋である。

　家族に会おうと思った。

　休日か平日かわからないが、母親なら一階のリビングにいる。姉は大学をサボっているなら隣となりの部屋にいるだろう。

　統吾は部屋を出て階段を下りた。一段ずつ下りる中、色いろ々いろなことを考える。

　魔王討とう伐ばつの旅は、おそらく半年くらいだ。こっちの世界と、時間の流れは果たして同じなのか。転移の時に時間まで飛び越えて、何十年も経たった世界に帰ってきてしまい、浦うら島しま太た郎ろうになってはいないだろうか。

　家族は、心配していないだろうか。

　リビングの扉とびらを開ける。

　そこには、いつもと変わらず、お茶を飲みながらテレビを観みている母親の姿があった。

「母かあさんっ……！」

「あらお帰り。アイスあるよ」

「驚おどろきの軽さ！」

　思わず顎あごが外はずれそうなくらい叫んでしまった。何だよ。おかしいじゃん。こっちは涙が出そうになっていたというのに。見事なまでに涙が引っ込んだ。

　しかし、統とう吾ごは思った。浦うら島しま太た郎ろうになってしまうかと不安に思っていたが、その逆もあるのではないか。アーチバールにいたのは半年ほどだが、こっちの世界では一日も経っていなかったとか。それならば、母親の反応も当然だ。

　統吾がアーチバールに行ったのは八月十日。統吾はテーブルに置いてあった新聞を見た。その日付は九月十日。

　ほら、一日も……。

「九月!?」

　年は同じだから、一か月後の世界に帰ってきたことになる。

　だとすると、やはり母親の反応はおかしい。一か月も息子が行方ゆくえ不ふ明めいだったのだ。だが、その母親はのんきにテレビを観みている。

　どうなってんだよ。まさか、この母親は偽にせ者ものとか。

「母かあさん、父とうさんとの馴なれ初そめは？」

「逆ナン」

　本物だ。

「なあ、俺おれさ、一か月ぶりに帰ってきたわけじゃん？　何とも思わないの？」

　思い切って素直に訊きいてみた。

「え？　あ、そうそう。お土産みやげは？」

「ねえよそんなもん！」

　どうなっているんだ。統吾は混乱した。お土産を要求するということは、統吾がどこかに行っていたということを知っている。

　するとまさか、母親は別の世界の存在を知っていて、その上で統吾を別の世界に飛ばしたのだろうか。アーチバールで行われた召しよう喚かんの儀ぎ式しきというのは、実はこっちの世界と通信するためのもので、あっちから村長が「ちょっと魔ま王おういるから勇者候補欲しいんだけど」と伝え、こっちから母親が「じゃあうちの息子でいい？」と快かい諾だくして統吾を送り込んだ。

　変に辻つじ褄つまが合うな。

　ぐるぐる思考が巡めぐってまとまらず、統吾は頭を抱えて座り込んでしまいそうだった。

　すると、チャイムが鳴った。

「統吾、出てきて」

「ああ」

　どうせ回かい覧らん板ばんだろうと思ってドアを開けと、そこにはスーツ姿の男が二人ふたり立っていた。どちらも三十代に見える。

「お帰り。雪ゆき村むら統とう吾ごくん」

「は？」

　次の瞬しゆん間かんには、統吾は二人ふたりの男に腕を摑つかまれて外に連れ出されていた。暴あばれる間もなく玄関前に停とめられていた車に乗せられ、車は発進した。いつ積つまれたのか、トーゴカリバーもある。

「何なんだよ！　誘ゆう拐かいか!?」

「いや、ご両親の許可を得ているから、『誘拐』ではなく『保ほ護ご』になりますね」

「許可ぁ？」

　統吾はトーゴカリバーを手に取った。体の感覚はいつもと変わらない。つまり、剣を抜いたことで起きた統吾の身体能力の上昇は、この世界でも継続しているということだ。この剣で車のドアを壊こわし外に飛び出ても、無傷で着地できる。

「まあ待ってください。説明をします」

　統吾の殺気に気づいたのか、助手席の男がミラー越しに笑いかけた。

「……納得できなきゃ俺おれはやりますよ」

　剣を使わなくても体はこの世界の人間を超えている。この二人と素手でケンカしても勝つ自信はある。

　一呼吸おいて、男は話し出した。

「まずは単刀直入に言います。君は、こことは違う別の世界に行っていましたね？」

「……っ！」

「君にとっては驚おどろきの体たい験けんだったかもしれないけれど、実はそうでもないのです。君の場合は少々特殊ではありますが、似たような事例はすでに何件も発生しています」

「似たようなっていうと、俺みたいな……」

　別の世界とこの世界の行き来。それは数年前から確かく認にんされているという。こっちからあっちに行ったり、あっちからこっちに来たり。つまり、この世界を含めていくつもの世界がどこかに存在しているということだ。統吾の行ったアーチバールという世界だけでなく、他ほかにも色いろ々いろな世界がどこかにあるのだ。

　そんなことが判明すれば当然ながら世界を揺るがす大事件になるわけだが、統吾は今の今まで知らなかったし、記事にもなったことがない。

「隠してるってことか……」

「国が管理していますからね。機き密みつ漏ろう洩えいはあり得ません」

「国が……ですか？」

「当然です」

　あっちからやって来た人間は、この世界には存在しない金属でできた武器や、科学で解明できない魔ま法ほうを持っている。そんなものが存在するということが世間に知られたら、何が起きるかなんてのはわかりきっている。魔ま法ほうを軍事力として欲しがる国が後を絶たず、たちまち異能の力を巡めぐって戦いが起きる。だからこそ、隠さないといけない。

　スーツの男の話は、確たしかに筋が通っていた。

「少なくとも日本はって話ですよね」

「そうですね。他の国も別の世界の住人を隠しているかもしれません。同じことを考えるはずですから。だけど、どこもみんな隠していれば、逆に問題ないと考えることもできます」

「どこかの国が我が慢まんできずに、その力を使って地球征服を企くわだてなければ……てことですよね」

「そうなったらこっちも戦うしかないですね」

　はは、と。冗じよう談だんめかして笑うが、あまり笑えることではない気がする。

　ここまでの男の話は理解した。が、まだまだ疑問はある。

「さっき、両親の許可を得てるって言ってましたよね。その辺、教えてください」

「わかってますよ。焦あせらないでください」

　車は高速道路に乗った。これはどこに向かっているのだろう。

　こちらにやって来た別世界の人間によると、世界間の行き来が発生すると、そこに特殊な魔力が生じるらしい。国はその魔力を察知したらすぐに現場に向かい、やって来た人間を保ほ護ごしたという。

　また、統とう吾ごのようにあっちに行った場合、戻ってくる可能性を考こう慮りよし、しばらく周辺を監かん視しするという。だから、統吾が戻ってきてすぐ、こうやって確かく保ほすることができたのだ。

「こちらは世界間の行き来があったとわかっているけれど、世間的には神隠しになります。警けい察さつ沙ざ汰たにならないように情報を操そう作さし、家族の方にも君がいなくなった架か空くうの理由を伝え、混乱を避さけました」

「あの母かあさんの反応はそういうことか。っていうか、俺おれがいなくなってた理由って、何になってるんですか？」

「確か、『ネットで偶ぐう然ぜんにも世界一周旅行に当選し、すぐに出発することになった』でしたかね」

「吞うそくさっ！」

「そうでしょうか？　あまり疑われませんでしたけど」

　だからお土産みやげを要求されたのか。夏休みを抜けて九月に突入し、学校が始まっているわけだが、そのことに関して両親は何も言わなかったのだろうか。放任主義ではあるものの、その辺は気にしてくれとも思う。

「その前にさ、俺、パスポート持ってないんだけど」

「それに関しては我われ々われが用意しておいたと伝えました」

「それが警察沙汰だろ！」

　気がつくと窓の外の景色けしきが変わっていて、どうやら山の方へ向かっているらしかった。どんどん景色けしきの中に緑色が増えていく。

　そこで高速を降り、車の少ない道路をさらに山に向かって走っていく。

　別世界のこと、統とう吾ご以外にも同じような境きよう遇ぐうの人がいること、そしてあっちに行っていた間のことは理解した。だが、重要なのはこれからのことだ。

「で、どうするつもりなんですか？」

「結けつ論ろんから言うと、転校してもらいます」

「転校？」

　助手席から袋を渡された。開けてみるとそれは制服で、ワインレッドのブレザーに同じ色のネクタイ、それにグレーのズボンだった。ローファーも揃そろっている。今まで制服といえば学ランしか着たことのなかった統吾にとって、ブレザーは新しん鮮せんだった。しかもデザインもちょっとオシャレではないか。

「統計的に、世界を行き来するのは君くらいの歳としが多いのです。世界を行き来する魔ま力りよくと体の成長具合の関係はまだ解明されていませんが、ほとんどが若者です。若者はもちろん教育を受ける義務があるので、学校に通ってもらうのです」

　男は当たり前のことを言っているのだが、それはこの世界の人間に限った話だ。十歳から大人おとなとみなされる世界もあるかもしれないし、そもそも学校がない世界だってあるかもしれない。ちなみに、統吾のいたアーチバールでは、教育機き関かんはあったが十二歳で卒業となり、そこからは何かしらの仕事に就く。さらに結婚が認められるのも十二歳からだった。魔王討とう伐ばつの旅の途中、鐘かねが鳴る教会から二十代後半の花はな婿むこと、どう見ても小学生の花はな嫁よめが出て来た時には事件だと思った。

　男の話の続きを聞くと、別世界の人間を学校に通わせる本当の理由が判明した。

　異能の力を持った人間を、普通の社会に出すわけにはいかない。だからといって、何の役にも立てないというのは惜しい。というわけで、統吾たちには国のために役立つような仕事が与えられる。もちろん、表立った仕事ではない。

「君たちにしかできないような仕事が与えられるでしょうけど、仕事と名のつく以上、最低限の一般教養は必要ですよね。いくら特殊な力が使えても、常じよう識しきがなければそいつを使おうとは思いません」

「そこはリアルなんですね」

　統吾のように元からこの世界の住人であれば、常識くらいは備わっているが、別の世界から来た連中にとってここは異世界だ。青は進め、赤は止まれから教える必要がある。

　つまり学校というのは、別世界の人間にこの世界で暮らせるように勉強させつつ、しかも一か所に集めておけるという、とても都合のいい場所だったのだ。

「国立高校ですから卒業すれば大学受じゆ験けんの資格も取れます。安心してください」

　国が動いているだけあって、認可はされているようだ。

「俺おれの転校も両親は知ってるんですよね」

「『学費全ぜん額がく免除』という言葉はとても便利だと思いませんか？」

「……思います」

　すでに夏休み前まで通っていた高校の転校手続きは済んでいた。国が動けば何でもできる。

　車はビジネスホテルの前で停とまった。高校は全ぜん寮りよう制せいで、統とう吾ごの転入と入寮は明日あしたからなので、今日きようはこのホテルで一泊になるのだそうだ。男は、明日の朝に迎えに来ると言って去っていった。そういえば、あの男たちは国のどの機き関かんに勤める人なのだろう。国というくらいだから、何とか省とか何とか庁になるのだろうか。

　ホテルにチェックインすると、統吾は最初にシャワーを浴びた。

　色いろ々いろあった。と思う。

　別世界があったこと。そこに行って帰ってきたこと。そうしたら、日本ではすでに自分だけではなかったということ。

　学費が免除になって、今いま頃ごろ両親は喜んでいるのだろうか。うん、間違いなく喜んでいる。

　自分がいなくなったアーチバールの世界は、大おお騒さわぎになっていないだろうか。

　気になることはいくつかあった。

　だが、こみ上げてくるニヤニヤが止まらない。

「ふふ……ぬふふふ……」

　気になることはあるが、考えるべきはこれからのこと。

　自分は選ばれた人間になったのだ。世界に一人ひとり、日本に一人、とまではいかないが、とにかく数少ない特別な人間になったのだ。

　びっくりするほど平へい凡ぼんだった学生生活にさようなら。そして訪れる非凡な日々よこんにちは。

　髪の毛を乾かして、ベッドに寝転がる。

　明日あしたから通う学校には、自分と同じように剣を持っている人や、魔ま法ほうを使える人がたくさんいる。「いやー、俺がいた世界ではさー」みたいな会話が日常的にされている教室に違いない。

　しかし、だ。

　その中に勇者となった人間はいるだろうかいやいない。伝説の剣を持っている人間はいるだろうかいやいない。

　自分は別世界を知る人間の中でもさらに希き少しような存在なのだ。

　勇者が転校してきたことにクラスメイトは驚おどろき、自分は人気者になるだろう。もちろん女子にもモテて、マンガみたいに下げ駄た箱ばこにラブレターがぎっしり詰まっていたりするだろう。だからといって、そこで調ちよう子しづいてはいけない。あくまで謙けん虚きよに、いたって控え目に、鼻にかけない気さくな感じ。そうしてこそ、勇者にふさわしい人格者となるのだ。

「ほほ……むほほ……」

　ニヤニヤは止まらない。

　思えば冴さえない人生だった。

　劇げきの発表会。主役になれず、脇わき役やくにもなれず、背景の木にもなれず、訪れる父ふ兄けいを席に案内する役だった幼よう稚ち園えん。

　初めてのお泊まり遠足。強い男だと思われるために肝きも試だめしで先頭を歩いたが、女子よりも大きな悲鳴をあげて逃げ回り、田んぼに突っ込んで朝まで発見されなかった小学生。

　少しワルっぽくするのがカッコいいと思ってワルっぽいことをしようと思ったが何をすればいいかわからず、とりあえず語尾に「ワル」をつけて生活した結果、先生に本気で心配されて親を呼ばれた中学生。

　高校デビューをしようとしたが何をすればいいかわからず、とりあえず最初の自己紹介で「初めまして。リチャード・ギアです」と言ったら、近くを飛んでいたヘリコプターの音でみんなには何も聞こえなかった高校生一学期。

　そんな不ふ遇ぐうの人生もここで終わり。明日あしたからは輝かがやかしい学生生活、いや、シャイニングスクールライフが待っている。

　その晩、統とう吾ごの寝顔はずっとニヤけていたという。

　翌日、新しい制服に身を包んだ統吾は、今日きようから通う高校の門の前にいた。

　学校は見事なまでに山の中にあって、広い敷しき地ちの中に新しい白い壁かべの校舎が建っている。校門には謎なぞの老人の石像があるが、これは誰だれだろう。

　校舎を正面にして右を向くとグラウンドがあり、さらにその奥の方にちらほらと赤い屋根の建物が見える。校舎とは違ってホテルのようなデザインのその建物はこの学校の寮りようである。別世界の人間たちを管理するのだからもちろん全寮制で、生徒は全員あそこの寮で暮らしている。三階建てのペンションがたくさん建ててあり、クラスごとに生活することになっているという。

「だ、男女一いつ緒しよなんですかっ？」

　車の中で寮に関する一通りの説明を受け、統吾が最初に言ったのはそんな言葉だった。

「クラスで入っているのだから当然でしょう」

　運転をしながら男が言う。

「お手て柄がらですね！」

「……誰だれの手柄か知らないけど、君が考えているほど甘くはないと思いますよ」

「と、言いますと」

「部へ屋やや風ふ呂ろには魔ま法ほうでロックがかかっているらしいです。かなりの腕の魔法使いが開発した魔法で、今のところ、生徒でその魔法をどうにかできた者はいないそうです」

「任せてくださいよ！」

「すでに魔法破る気ですか君は！」

　同じ寮で暮らすなど、毎日が修学旅行のようなものだ。それならば、女子の部屋でゲームをしたりおしゃべりしたいのは当然ではないか。たとえそこに魔法があったとしても、そんなものトーゴカリバーでぶち破ってやる。

　最初に職しよく員いん室しつに行き、担任の先生に挨あい拶さつ。転入するクラスが一年Ｂ組だということを知る。職員室に着くまでに数人の生徒とすれ違ったが、耳の形が違ったり尻しつ尾ぽが生はえていることもなく、みんな外見は普通だった。アーチバールも同じような外見だったし、別の世界というのは、ずっと昔には一つだったのではないかと考えてみたりする。普通の高校と違うところを強しいてあげるとすれば、剣や杖つえを常備していることくらいだ。

　先生に教室まで案内される間、統とう吾ごはずっと最初のセリフを考えていた。勇者であることを明かしつつ、決してそれを自じ慢まんせず、なおかつ自分の気さくっぷりをアピールするにはどんな言葉がいいか。

　よし、段だん々だんまとまってきたぞ。

　そして、先生は教室の扉とびらを開けた。







　第２話　勇者たるもの、女の子とは仲良くなっておくべし







「雪ゆき村むらくんって勇者だったんだ。すごーい！」

「ねえねえ、魔ま王おう倒した時はどんな技わざ使ったの？」

「あーあ、私の世界に雪村くんが来てくれたらよかったのになー」

　という主おもに女子からの質問攻めを予想していた統とう吾ごは、ついに誰だれにも話しかけられないまま昼休みを迎えていた。

　朝の自己紹介の直後に窓からグラウンドに吹っ飛ばされた統吾は、二本のあばら骨にヒビが入っており、それなりに重傷だった。グラウンドの真ん中で「痛い！　死ぬかもわかんない！」と悲痛な声をあげる統吾に駆かけ寄ってきたのは、他ほかでもない統吾を殴り飛ばしたクラスメイトだった。

　こいつ、細い体して結構腕わん力りよくあるじゃないか。勇者の自分を吹っ飛ばすなんて、アーチバールでは誰だれにもできない。

　まあ、自分も油断していたし、こいつも全力で殴ったのだろう。おそらくは、力だけが取とり柄えの戦士なのだ。

「大丈夫？　ごめんね、手加減したんだけど……」

「…………」

　はは、ご冗じよう談だんを。今ので手加減などおもしろくない冗談だ。手加減したら吹っ飛ばされるわけないじゃないか。

「うわ、骨が……。今治すから」

「へ？　治す？」

　統吾の声が裏返っている間に、クラスメイトの手が淡あわい光に包まれる。それを統吾の胸にあてると、じわっと体が温かくなる。この感覚は、共ともに魔王を倒したあの魔法使い、ラッカが使ってくれた回復魔法に似ている。

「はい。治ったよ」

「もう？　早くね？」

「僕は僧そう侶りよだから。早く教室に戻ろう」

　僧侶は駆け足で校舎まで戻ると、そこから垂直にジャンプして二階の教室に飛び込んだ。窓から顔を出して「ほら、雪村くんも」と促うながす。

「え？　お、俺おれは今階段な気分だから階段で行くわ」

「そう？　じゃあ急いでね」

　僧そう侶りよが顔を引っ込めると、統とう吾ごは昇降口に回った。言えない。言えるわけない。二階までジャンプできないなんて。あんな当然のように跳とばれたら余計に言えない。

　階段をのぼりながら、統吾はふと思った。

「……僧侶？」

　僧侶という言葉くらいは知っているし、会ったこともある。攻こう撃げき系けいの魔ま法ほうよりも治ち癒ゆ系けいの魔法が得意で、統吾も傷を負った時は町にいる僧侶に治してもらっていた。しかし、統吾の記き憶おくでは、骨のヒビを治してもらった時は一時間くらいかかったはず。今のは十秒くらいだった。

　それよりも何よりも、腕わん力りよくを鍛きたえる必要のない僧侶のパンチで吹っ飛んだという事実。この問題にケリをつけなくてはならない。

「まあ……ちょっと風強かったしな」

　ということで統吾は自分を納得させた。

　さて、教室に戻るとすぐに一時間目が始まって、クラスメイトと話をする時間はなかった。この授業が終わったら質問攻めだなあとか思っているとチャイムが鳴り、統吾はクラスメイトを待ち構えたが、不ふ思し議ぎなことに誰だれ一人ひとりとして統吾の席を訪れなかった。

　おかしいなあ。みんな恥ずかしがり屋さんだなあと思っているうちに二時間目、三時間目が終わり、気づけば統吾の口は呼吸しかしていなかった。

　そして昼休み。弁当持参組は机をくっつけて弁当を広げ、購こう買ばい組は目当てのパンを買いに走っていく。

　弁当などない統吾も昼ご飯確かく保ほのために走らなければいけないのだが、それは一いつ緒しよに食べるクラスメイトを見つけてからの話だ。本来なら休み時間の間に話をして、その流れで昼ご飯も一緒に食べる予定だったのに、どうしてか今、統吾はぽつんと席に座っている。

　どうしよう。こうなったら自分から話しかけるべきか。でもさ、普通さ、転校生にはそっちから声かけてきてよ。こっちからどうやって話しかければいいんだよ。「こんにちは。俺おれのこと知りたくない？」って言えるかアホ。

　もうこれは集団イジメなのではないかと統吾が頭を抱えようとすると、ふと、隣となりに人の気配けはいを感じた。

「あの、統吾くん……きゃっ」

「えっ？　ぐえっ」

　念ねん願がんの自分の名前を呼ぶ声に反応した瞬しゆん間かん、おそらく声の主ぬしであろう女の子の頭突きが統吾の鼻に直撃した。鼻を打ったから涙が出てくる。

　しかし不幸中の幸いというべきか、女の子は頭突きをした勢いで統吾の胸の中にすっぽり収まっていた。シャンプーのいい香りが、鼻の痛みを和やわらげてくれる。女の子にこんなに触れていたのは、生まれてきた直後に看かん護ご師しさんに抱っこされて以来、初めてかもしれない。

「ご、ごめんなさい！　私、つまずいちゃって……」

「ぶほっ！」

　慌あわてて顔を上げたものだから、女の子の後頭部が統とう吾ごの顎あごを打った。見事なコンボが決まってしまい、統吾の意い識しきが飛びかけた。

　何とか意識を繫つなぎ止め、やっとのことでその女の子と向き合った。

　統吾に声をかけた女の子は、茶色というよりも赤に近い髪の毛の持ち主で、左右の髪を少しだけリボンで結ゆわえている。ぱっちりとした目が印象的で、素直にかわいらしいと思った。

　ちなみに女子の制服も男子と同じワインレッドのブレザーに同じ色のリボンで、チェック柄がらのスカートである。秋といってもまだ気温は高いので、ほとんどの生徒は上着を椅い子すにかけている。その女子もワイシャツ姿だった。

「初めまして。隣となりの席の夏なつ森もり朱あか音ねです。よろしくね」

　人ひと懐なつっこい笑顔えがお。最初に声をかけてくれたのがこんな娘こだなんて、吹っ飛ばされた痛みが吹っ飛んでしまいそうだ。いきなり名前で呼ばれても全然気にならない。むしろ嬉うれしいくらいだ。

「よ、よろしく」

　どもってしまった自分が情けない。

「朱音って呼んでね。私、この名前気に入ってるんだ」

　朱音はルーズリーフを取り出して、そこに漢字で名前を書いた。

「じゃあ……、あ、あ……朱音。朱音は元々こっちの人間で、どこかの世界に行って帰ってきたのか？」

　日本人の名前だったのでそうだと思ったのだが、朱音の答えは違っていた。

「ううん。私は他ほかの世界の出身だよ。この名前は貰もらったの。ほら、私たちは日本人として暮らすわけじゃん？」

　なるほど。顔立ちも日本人離ばなれしているわけではないし、そうした方が便利なことには間違いない。国がやっていることだから、きっと戸こ籍せきも用意されているのだろう。聞けば、ほとんどの生徒は日本名を使っているそうだ。みんな漢字が気に入ったようで、好きな漢字で名前をつけているとのこと。外国人が漢字のタトゥーを彫っているという話を聞いたことがある。漢字というのは別世界の人々からも評価が高いようだ。そういう自分も、自分の名前を気に入っていたりする。

「へえ。じゃあ名前は自分でつけたんだ」

「一応、本名から取ってるけどね」

「本名は何ていうんだ？」

「えっとね、秘密っ」

「なんだよ。気になるなあ」

　そう言いつつ、統吾は内心で感動していた。なんという自然な会話。最初に話しかけてきてくれたクラスメイトと早速仲良くできそうな予感がする。しかも、こんなにかわいい娘と。

「ねえねえ、一いつ緒しよにお昼ご飯食べようよ」

「喜んでっ！」

　もう跳とび上がってこの喜びを表現したい。

「私はお弁当なんだけど、統とう吾ごくんは購こう買ばい？」

「ああ。すぐ買ってくる」

　天気がいいから屋おく上じようで食べようということになり、朱あか音ねは先に屋上に向かった。統吾が購買に走り出そうとした時である。ぽん、と肩を叩たたかれた。

「ん？」

　朱音かと思って振り向くと、そこには統吾より少し背の高い男子がいた。一学期にあった身体測定で一七四センチだったから、この男子は一八〇ってところだろう。茶色い髪に整った顔立ちのさわやか系。細身で背も高いから、モデルとかジャニーズとか言われたら信じてしまいそうなルックスだった。

「お昼、僕も一緒にいいかな」

　輝かがやくようなスマイル。この笑顔えがおを使って街角で絵を売れば、数枚売れてしまうのではないか。

「いいけど。えっと……」

「あ、ごめん。僕は城しろ田た明あき道みち。よろしく」

　手を差し出されたので握る。うわ、人と握手したのって久し振りだ。

　朱音と二人ふたりきりでお昼を食べられないのは残念ではあるが、クラスメイトから声をかけてきてもらえたことがそれ以上に嬉うれしかった。よかった。イジメじゃないんだ。勇者と名乗って吹っ飛ばされてから、かなり弱気になっていた統吾である。

　明道も購買だということで、一緒に行くことになった。考えてみれば、統吾は購買の場所を知らなかった。

「実はね、僕は君に謝あやまらないといけないんだ」

「は？」

　購買に残っていたパンを買って階段をのぼる途中、明道はそんなことを言った。初対面なのに謝ることがあるなど、意味がわからない。

　屋上に出ると。そこでは朱音が丁てい寧ねいにシートを広げて待っていた。

「明道くんも一緒なんだー。人数は多い方がいいよねー」

　夏の陽ひ射ざしが和やわらいで、時折心地ここちいい風が吹く屋上。統吾が一学期だけ通っていた高校は屋上が出入り禁止だったので、こうやってお昼の時間を過ごすのは新しん鮮せんだった。

　シートの上で、統吾はコーヒー牛乳、朱音はミックスジュース、明道はお茶のパックを持つ。

「雪ゆき村むら統吾くん、これからよろしくっ！　かんぱーい！」

　ぶつけても紙パックだから小気味よい音はしなかったが、そんなこと気にするわけもない。

　朱音はいわゆるマスコット的存在というやつなのだろう。かわいくて、話しやすくて、すぐ打ち解けられる。小こ柄がらな体格もそれに一役買っているように思う。

　それから簡かん単たんな自己紹介。

「改めまして夏なつ森もり朱あか音ねです。ちょこっと魔ま法ほうが使えます。えっと、他ほかには……この世界の食べ物の中でラーメンが美お味いしいと思いました」

　そう言って弁当の卵焼きを頰ほお張ばる。

「朱音はどうやってこの世界に来たんだ？」

「ちょっと遠出した時に古い遺い跡せきがあってね、そこを探検してたら変なスイッチを押しちゃって、魔法を発動させちゃったみたい。気がついたらこの世界にいたの」

　それからは統とう吾ごと同じ。世界の行き来を探知した国の機き関かんによって保ほ護ごされ、事情を説明されてこの学校に入学。朱音は夏休みの前からこの学校に通っている。この学校に通っている期間としては、統吾とあまり変わらないのだった。

　続いて明あき道みち。

「僕は魔法は全然使えないんだけど、代わりに徒と手しゆ空くう拳けんの戦いが得意なんだ。魔法使いの仲間がいたから、無理に覚える必要もなかったしね」

　武道家というやつだ。すっきりした顔立ちから肉弾戦というイメージがなかったので、意外ではあった。

　それにしてもカッコいいな。サンドイッチを食べるだけでサマになるような男はそうはいないと思う。これは統吾の持じ論ろんだが、女の子が女の子を褒ほめる「かわいい」は信じられないが、男が男を褒める「カッコいい」は信じていい。この持論は根拠なく言っているわけではなく、経けい験けんに基づくものである。

「んで、明道はどうやってこの世界に？」

　朱音と同じことを訊きいてみる。やはり気になるのだ。

「僕はね、実は統吾と同じで魔王を倒したメンバーの一員だったんだ。剣士と、魔法使いに僧そう侶りよ、それと僕。みんなで頑がん張ばって、死し闘とうの末に何とか魔王を倒したんだ」

「……へえ、す、すげえじゃん」

　くそ。自分以外にも魔王を倒した奴やつがいたとは。

　明道たちは英雄となり、世界中から感かん謝しやされた。凱がい旋せんパレードが行われ、一生で使いきれないような報ほう酬しゆうを受け取った。どこの国に行っても歓かん迎げいされ、宴えん会かいが開かれた。もちろん女の子にもモテて、逆に困ってしまうくらいだった。

　そこまではよかった。しかし、その後に明道を悲ひ劇げきが襲おそう。

　悪の象徴である魔王の城を壊こわすことになり、万が一の時のために明道たちも城に向かった。そしてその『万が一』は起きてしまう。

　魔王が亡ぼう霊れいとなって再び襲おそいかかってきたのだ。その魔王は相手を空間の狭はざ間まに閉じ込めてしまう魔法を、一番強かった剣士に向けて放った。剣士さえいなければ、復活のチャンスがあると思ったのだろう。

　油断していた剣士に魔ま法ほうが直ちよく撃げきすると思ったその時、剣士に恋心を抱いていた魔法使いが決死の思いで剣士を突き飛ばした。魔法は外はずれ、その後ろにいた明あき道みちに直撃。

「……気づいたらこの世界にいたよ。後は朱あか音ねちゃんと一いつ緒しよさ」

　空間の狭はざ間まに閉じ込めるという魔法は、何かの影えい響きようで違う効果をもたらしたようだ。

「お前……かわいそうだな」

「そうでもないよ。今いま頃ごろ僕の世界には、平和に殉じゆんじた戦士として僕の銅像が作られているに違いない」

　明道の銅像があるかどうかはともかくとして、統とう吾ごもアーチバールのことが気になっていた。魔王は倒したが、ちゃんと平和な世界に戻っただろうか。勇者を消したラッカは罰せられていないだろうか。そして、銅像は作られているだろうか。カッコよく作られているだろうか。

　それにしても、世界を移動することになったきっかけとして、統吾は酔っ払いの魔法、朱音は遺い跡せきにあった変な魔法、明道は魔王が断末魔に放った魔法。魔法という点は共通しているが、それだけだ。「これ」と決まった魔法ではない。それでも世界を行き来できてしまうのだから、世界どうしは物理的な意味ではなく案あん外がい近い距きよ離りにあるのかもしれない。

　パンを一つ食べ終わったところで、統吾は気になっていたことを訊きくことにする。

「なあ明道、さっき言ってた謝あやまらなきゃいけないことって何だ？」

「謝ること？　明道くんが？」

　朱音も首を傾かしげる。

　明道は一つ苦にが笑わらい。

「あのさ、クラスのみんな、統吾に対してちょっと冷たいと思わなかったかい？」

「めっちゃ思った。泣きそうになった」

「あれはね、飽あきちゃったんだよ」

「飽きた？　俺おれに？　もう？」

　わからない。まだ出会って数時間である。いくら今まで平へい凡ぼんな人生を送ってきたといっても、そこまでつまらない人間であるとは思っていない。それでも飽きたというなら、クラスの奴やつが極端に飽きっぽいだけだ。

「違う違う。君に飽きたわけじゃなくて、君みたいな人に飽きたんだと思うよ」

「俺みたいなって、よくわからんぞ」

「あー、わかった！」

　朱音には心当たりがあるらしい。

「教えてくれ、朱音」

「一週間くらい前にも転校生がいてね、その人も自分がすごく強いって言ってて、試しに誰だれかがパンチしたら外に吹っ飛んじゃったの」

「きれいに被ってんじゃん！」

　そんなアホみたいな奴やつがいたのか。待てよ。今自分のことをアホって言った気がする。

　しかし、これでクラスメイトの反応の謎なぞが解けた。前に同じような奴がいたせいで、もうみんなお腹なかいっぱいなのだ。「どうせこいつも……」みたいな視し線せんで見られているのだろう。一人ひとり目めであれば、それを話のネタにできるかもしれないが、二人ふたり目はダメだ。統とう吾ごだって、芸人に同じネタを二度見せられたらチャンネルを変える。いや、自分のはネタじゃないんだけど。

「そーゆーことだったのか。まったく、迷めい惑わくな奴もいたもんだ」

「そういうわけなんだよ。だからゴメンね」

　明あき道みちが統吾の肩に手を置く。

「……ん？」

「てへっ」

　コツンと自分の頭を叩たたいて、男がやってもかわいくも何ともない仕し草ぐさ。

「お前かあああっ！」

　犯人を指差し確かく認にん。

「いやあ、僕も井の中の蛙かわずだったよね。あ、今の言葉ってこの使い方でいいのかい？」

　何な故ぜかさわやかに笑う。

「あれはおもしろかったよねー。ほら、明道くんってカッコいいでしょ？　だから、最初に教室に入ってきた時、クラスの女の子の目の色が変わったんだ。そしたら、明道くんが統吾くんみたいに窓の外まで飛んでいって、クラスの女の子の目の色が変わったんだ」

　どんな色からどんな色に変わって、どんな色に落ち着いたのか、なんとなくわかる。

　こうして統吾の転校デビューは、まさかの二番煎せんじという形で失敗したのだった。

「吹っ飛ばされた者どうし、仲良くしようよ」

「いいなー。そーゆー友情っていいなー」

「そんな絆きずないらんわ！」

　と言いつつ、転校初日で友達ができたことに内心喜んでいる統吾である。

　食事が終わる頃ころには、昼休みも半分が過ぎていた。統吾たちは当然の流れで雑ざつ談だんへと移行する。

「統吾くん、その剣見せて」

　朱あか音ねは言うが早いか傍かたわらに置いてあったトーゴカリバーを手に取る。アーチバールの世界から持ってきた物といえばこの剣くらいで、しかも思い入れのある物だから、統吾は常に持ち歩いていた。それにこの学校の中だと剣を持っていても不自然ではない。さっき、大きな鉄球を首からさげて歩いている生徒とすれ違ったくらいだし。

「それはな、俺おれの行ってた世界で伝説の剣だったんだ。誰だれも抜ける人がいなくて、俺が抜いて魔ま王おうと戦ったんだ」

　自然と鼻が高くなる。

「すごーい！　ねえねえ、何か技わざ見せてよ。統とう吾ごくんの得意なやつ」

　朱あか音ねは目を輝かがやかせている。そんなに熱ねつ心しんに頼まれたら見せるしかないなあ。得意技。

「……技？」

　あったっけ。そんなの。

「炎がぐわーって出たり、光がぱーって出たりするんでしょ？」

「僕も興きよう味みあるな。その剣、見たところ魔ま法ほう剣のようだし」

「……魔法剣？」

　そんなふうには聞かされていない。この剣の持ち主になることによって統吾の身体能力は上昇したが、魔法なんてものがこの剣から発せられたことはない。炎がぐわーって出たり、光がぱーって出たりなんかしない。剣なのだから、斬きるだろ普通。

　しかし、ここで何も技なんて使えないとは言えない。何せ、自分は勇者で通っている。いや、通っているかはわからないが、とにかく自己紹介で言ってしまった。もうすでに一回吹っ飛んでしまっているし、これ以上評価を下げてしまいそうなことは言いたくない。

「ちょ、ちょっと見せられないな。校舎壊こわれちゃうし」

「そっかー……。でも統吾くんの言うとおりだよね。校舎壊れちゃったら困るもんね」

　朱音は肩を落とす。明道も「それくらい威力があって当然か」と納得してしまっている。

　これ以上はまずいと思い、統吾は話題を変えることにした。

「なあ、朱音は魔法使えるんだろ？　俺おれ、朱音の魔法が見てみたいなあ」

「え？　私？」

「他ほかの世界の魔法ってどんなのか見てみたいんだよ」

　これは口実ではなくて本心である。統吾が知っている魔法といえばアーチバールで一いつ緒しよに旅をした魔法使いラッカが使っていたものがほとんどだ。魔王も魔法をいくつか使ってきたが、半分以上はラッカと被っていた。今思えば、あの魔王は攻こう撃げきのバリエーションが少なかった気がする。

「でも私、あんまりたくさん使えないよ？」

　朱音の声が細っていくのがわかる。あまり得意ではないのだろうか。

「ちょっと見られればそれでいいよ」

「それなら……ちょっとだけ」

　朱音は杖つえを取り出した。統吾が知っている杖といえば木製の物だったが、朱音の杖はマジシャンが持っているような黒い棒だった。杖の形にも各世界の文化があるのだろう。

　それよりも。

「なあ朱音、今どこから杖出した？」

「ポケットだけど？」

　何を言う朱あか音ねよ。だってその杖つえは一メートルくらいあるではないか。そんな物が制服のポケットに入るはずがない。かといって、朱音は持ち歩いてはいなかったし。あの杖はどこから出てきたのだろう。

「ポケットにそんな長いもん入らないだろ」

「またまた統とう吾ごくんってばトボけちゃってー。小さくしてたに決まってるじゃん」

「小さく？」

「うん、ほら」

　朱音が言うと、杖は瞬しゆん時じに大きさを変え、ペンのキャップほどの長さになってしまった。そのままでは失なくしてしまうと思ったのか、朱音は鈴のキーホルダーをつけている。

「うわっ！　小さくなった！」

「これくらいの質量操そう作さだったら私でもできるよー。明あき道みちくんだってできるでしょ？」

「まあね。でも僕の武器は拳こぶしだったから、あまり使ってはいなかったかな」

　当然のように明道も同意する。

　質量操作なんてできねえよ。アーチバールでは武器はみんな持ち歩いていたし、そんなことができるならすぐにやっている。重いんだぞこの剣。だいたい、質量保存の法則とかどこにいったんだ。あ、いや、魔ま法ほうが普通に存在している中でこんなこと言っても意味ないか。

「あ、ああ。質量操作ね。うん、できるできる。でもさ、俺おれって剣は腰に提げてないと落ち着かないタイプだから」

　そして統吾は吞うそをついた。見み栄えをはった。

「わかるわかる。いるよねそういう人って」

　すごい共感された。どうやら「小さくする派」と「そのまま持っている派」に分かれているのは普通のことらしい。

「と、とにかく、朱音の魔法を見せてくれよ」

「うん。じゃあ、すっごく初歩的なやつね」

　朱音は立ち上がると、大きくした杖を両手で持って横に構える。すると、朱音の周囲にほのかに魔力を感じた。

　魔力というのはとても漠ばく然ぜんとした感覚で、口で説明しろと言われても難むずかしい。統吾は霊れい感かんも何もない人間だったが、トーゴカリバーを手にしてから、魔力というものを感じることができるようになった。強しいて言うなら「ぞわっ」とした感覚だろうか。その「ぞわっ」と具合が大きければ大きいほど、強い魔法が放たれようとしているというわけだ。

「……朱音さん？」

　最初はあまり大きくなかった朱音の魔力だが、段だん々だんと上昇していき、今ではとても大きな魔力が朱音の周りを渦うず巻まいている。

　初歩的な魔法を使うのではなかったのか。それこそ、校舎が壊こわれてしまうのではないか。

　止めるべきだろうか。ちらっと明あき道みちを見ると、何な故ぜかこいつは平然としている。

「えーい！」

[image: ]

　朱あか音ねが杖つえを振る。すると、杖の先からエメラルドグリーンの光が一筋、空の彼方かなたへ消えていった。

　統とう吾ごはポカンとして光の消えた空を眺めていた。

「えへへ。こんなのでいい？」

「今の、威い嚇かく用ように使う簡かん単たんな魔ま法ほうだよね。僕の仲間も同じようなものを使ってたよ」

「うん。威力は低いんだけど、目くらましにも使えたりするから便利なんだよね」

「なあ統吾、統吾のいた世界では……統吾？」

　明道の声を統吾は背中で聞いていた。統吾は朱音と明道に背を向け、コンクリートの地面を凝ぎよう視ししていた。

　穴があくほど地面を睨にらみながら、統吾はアーチバールでの魔王との死し闘とうを思い出していた。

　朱音が見せてくれた魔法。それとそっくりな魔法を見たことがある。それは魔王と戦っている時、パートナーのラッカが使ったのだ。その時、あのラッカは何と言っていたか。

『トーゴさん！　とっておきの魔法を使います！　さがってください！』

　確たしかにあいつはそう言った。あいつはかつてないほどの集中力を見せ、あの魔法を放った。統吾も「何だこいつすげえ」と思った。そして魔法は魔王に直ちよく撃げきし、魔王は確かにこう言った。

『ぐわああっ！　これはきっつい！』

　この一撃で魔王はかなりの力を消しよう耗もうし、その隙すきをついて統吾が剣を振り下ろしたのだ。それが決定打となり、魔王との戦いに勝利した。

　あの魔法はそんな超強力な魔法なのだ。それを朱音と明道は何と言ったか。「威嚇用」などとおっしゃった。威嚇じゃねえよ。本気で当てるもんだよこれは。

　いや、朱音の魔法が自分の知っているあの魔法と必ずしも同じものだとは限らない。世界が違うのだ。見た目は同じでも、中身が違う可能性だってある。

　統吾は振り返って言った。

「すまん朱音。よく見えなかったから、もう一回見せて」

　もう一度見て確かめよう。そうしよう。

「別にいいけど、そんなにすごい魔法じゃないよ？」

「それでも見たいんだ。あいつのためにも」

「あいつ？」

　朱音は首を傾かしげた。

　そうだ。とっておきの魔法が朱音にとっての初歩的な魔法だなんて、あいつ、ラッカが不ふ憫びんすぎる。そうでなかったら、朱音がすごい魔法使いなのだ。さっきはちょっとだけ魔法が使えるとか言っていたけど、謙けん遜そんしちゃってもう。

　朱あか音ねが再び杖つえを構え、大きな魔ま力りよくが集まっていく。

　さっきもしっかり見ていたが、今度は魔力まで感じ取る。朱音の魔力は、ラッカが魔王に魔法を使った時の魔力に確たしかに似ていた。これは、本当に同じ魔法なのではないだろうか。

「いくよっ……きゃっ！」

　朱音が杖を振りかぶったその時だった。屋おく上じように風が吹き、朱音のスカートをはためかせる。ちらりと白いものが見えた気がしたが、統とう吾ごはすぐに目を逸そらす。勇者たるもの、煩ぼん悩のうなどにはそう簡かん単たんに負けないのだ。

　が、問題はスカートの中ではなかった。スカートを朱音がおさえたせいで杖の軌道が変わり、杖の先が統吾に向いていたのだ。

　杖からエメラルドグリーンの魔法が放たれる。近きん距きよ離りの上に、座っていた統吾は横に跳とぶことができない。

「うわっ……」

　しかしそこは勇者統吾、とっさの判断でトーゴカリバーを手に取り、鞘さやから抜く。幾多の魔物たちを斬り捨ててきたこの剣は、攻こう撃げきだけでなく防ぼう御ぎよにも優すぐれる。魔法だって、何度もこれで防いできた。重いしダサいからという理由で盾たてを装備しなかった統吾は、刃やいばを自分の前にもっていき、放たれた魔法の光を防いだ。

「くっ！」

　体当たりを受けたような衝しよう撃げき。座っていたせいで踏ん張ることもできず、反動で後ろに倒されるが、体に魔ま法ほうは届いていない。

「統とう吾ごくん！」

　泣きそうな顔をした朱あか音ねが駆かけ寄ってくる。統吾は体を起こし、無傷であることを知らせるために笑顔えがおを作った。

「大丈夫だって。なんてたってトーゴカリバーは伝説の」

　キィン。

　と音がした。

　何かの金属音。金属が、コンクリートの床ゆかに落ちる音。

　そして、ここにある金属なんて限られていて。

「おいおい、誰だれだよ小銭落とした奴やつは」

「違うよ統吾……。君の……」

　明あき道みちが遠えん慮りよがちに指をさす。

　この時ほど、お金が落ちていて欲しいと願ねがったことはない。




　　　　†




　統吾とラッカは魔ま王おうの城を目指す旅の途中、魔物との戦いを繰くり返す中である森に入り込んでしまい、そこで暮らす一人ひとりの老人に出会った。その老人は小さな小屋に住んでおり、伸びっぱなしの髪と髭ひげは仙人のようだった。

「よく来たの勇者よ。儂わしは森の鍛か冶じ屋やじゃ」

「あ、そういうのいいんで」

「セールスじゃないわい！　儂のどこが怪あやしいんじゃ！」

「語尾に『じゃ』なんてつけてるジジイは実在しねえんだよ！　行こうぜラッカ」

「ういっす」

　統吾とラッカが家を出て行こうとすると、老人に服を摑つかまれた。

「わかった。普通に話す」

「話せんのかよ！」

　一応話を聞くと、老人は本当に鍛冶屋だった。しかし、一般の兵士たちが使うような武器は扱っておらず、魔法や呪のろいの力が宿った、いわゆる「いわく付き」の武器を専門に扱っているとのことだった。

　伝説の剣を抜いた勇者がいると聞き、その伝説の剣を一目見たいと思って統とう吾ごたちを待っていたのだ。鍛か冶じ屋やなら、伝説の剣を見たいという願がん望ぼうは当然といえる。

「でも統吾さん、俺おれらって、魔ま物ものと戦ってるうちにここに来ちゃったんすよね。すげー偶ぐう然ぜんですよね」

　出されたお茶菓子をいきなり食べつくし、ラッカが言う。

「そういやそうだな」

「なに、簡かん単たんなことよ。魔物たちを使っておぬしたちをここに誘ゆう導どうしたのだ」

「手なずけたんかい！」

　もしかしてこの爺じいさんが最強なのではないか。

「覚えておけ。魔物たちは『エダマメ』が好物だ」

「『エダマメ』っていうと、あの高級肉のことっすよね」

「ちくしょうややこしいなこの世界！」

　違う世界なら、もっとオリジナルの単語を使えと言いたい。どうして統吾に馴な染じみのある言葉が存在するのか。この剣だって、元々はタクアンだったわけだし。

　爺さんはゴホンと咳せき払ばらいをし、本題に入った。爺さんによると、トーゴカリバーはこの世界で最強の剣ではあるが、今までの魔物たちとの戦いで少しずつ強度が落ちてきているらしい。このままでは、肝かん心じんの魔王との戦いの時に十分な力を出せない。

「それで、爺さんが鍛きたえ直してくれるってか」

「そうだ。剣の鍔つばに赤い宝石があるだろ？　それがその剣の力の源みなもとと言っていい。儂わしなら、その宝石の力をさらに引き出すように剣を鍛えることができるのだ」

「ふーん……」

「何だその目は。さては信用してないな？」

「してねえよ。しろっていう方が無理だろ」

「仕方ない。そこに儂の作った武器がある。それを見れば儂の腕がわかるだろう」

　爺さんの指さす方には、たくさんの武器が壁かべにかけられていた。剣以外にも、槍やりや斧おのなどもある。そもそも鍛冶屋というところから疑っていたが、その部分は間違いないようだ。

　いわく付き専門というくらいだから、どれも普通の武器ではないのだろう。

　統吾は一本の槍を手に取った。外見はいたって平へい凡ぼんな槍である。

「これ、何か特別な力ってあんのか？」

「わからんのか。もっとよく顔を近づけてみろ」

　言われた通りにしてみる。すると統吾はある異変に気づいた。これこそが、この槍が持つ力なのだ。

「いい香りがする！　何だこれ、焼き肉みたいだ！」

「匂においの成分を刃やいばに練り込んだのだ。戦いの最中に腹が減っては士気に関かかわるからな。この匂いで空腹をごまかすのだ」

「余計に腹減るわっ！」

　統とう吾ごは槍やりを投げ捨てた。この槍のせいで腹が減ってきてしまった。

「統吾さん、これすごいっす！　この剣振ってみてください」

「ん？　どれどれ」

　ラッカから渡された剣は、さっきの槍と同じで見た目は普通である。変な匂においもしない。振ったら爆ばく発はつとかしないだろうな。

　統吾が剣を振る。

『あ～だるい』

「喋しやべった！　しかもやる気ねえ！」

「それは自信作でな。人の声を魔ま力りよくに変換して剣に封じ込めたのだ」

　爺じいさんは大きく胸を張る。統吾は何度も剣を振った。

『あ、すみませーん。今日きようはもう閉店なんですよ』

『あれ？　明日あしたって早番だっけ。遅おそ番ばんだと思ってた』

『お先でーす』

「すげえ！　すげえけど何でこいつバイト終わりなんだ!?」

　しかも男の声だ。せめて女の子の声だったらどこかに需要があるかもしれない。

「声のサンプルを採らせてもらった奴やつがちょうど仕事終わりだった。それだけだ」

「だろうな！」

　くだらない武器ばかりではあるが、悔くやしいことに、爺さんが他ほかの鍛か冶じ屋やにはない技術を持っているということの証明になってしまった。

　実際、剣の切れ味が落ちてきているということは統吾も気づいていた。どこかで研といでもらう必要があったのだが、誰だれを訪ねても伝説の剣だというせいで遠えん慮りよしてしまい、研いでもらえなかったのだ。

　統吾は爺さんにトーゴカリバーを託すことにした。鍛きたえるには二日ほどかかるというので、統吾とラッカは久し振りに体を休ませることにした。

「しかし、この剣だけでは心細いだろう。もしもの時のために、この短剣を持っていなさい」

「これはどんな呪のろいがかけられてるんだ？」

「呪いじゃないわい！　この短剣には太い男の声で『ファイト！』や『がんばっ！』といった励ましの言葉が詰められておる。剣の強度はゼロに等しい」

「いらねえよ！」

「何だつまらん。まあ見ておれ。儂わしがこの剣を鍛え直せば、どんなことがあっても折れることのない、最高の剣になるだろう」




　　　　†




　統とう吾ごの前には、うつむく朱あか音ねと明あき道みちの顔があった。どちらも何も言わず、ただ悲しそうな表情をしていた。

「……なんだ夢か」

　とても懐なつかしい思い出だった。爺じいさんに鍛きたえ直されたトーゴカリバーは刃やいばの輝かがやきを増し、切れ味も前以上に鋭するどくなった。それからどれだけの魔ま物ものを倒しても刃こぼれ一つすることなく、魔王との戦いに臨のぞむことができた。あの爺さんは本当にすごい刀かたな鍛か冶じだったのだ。

「夢じゃないよ、統吾くん」

　朱音が首を振る。

「っていうか統吾、すごくきれいに失神してたね」

　明道が呟つぶやくように言った。

「失神？　俺おれは失神してたのか？」

「うん。一分くらいかな。仕事終わりみたいな寝言が聞こえたけど」

「そうか。でも授業に遅れなくてよかったな。じゃあ教室戻ろうぜ」

　統吾が立ち上がろうとすると、朱音に袖そでを摑つかまれた。

「統吾くん、本当にごめん……」

　嫌いやだ。見たくない。今自分の足元にあるものが何なのか。何がどうなってしまったのか。認めたくない。

　だって、あの剣は伝説の……、魔王を倒した……。

　明道が、それを手に取り統吾の目の前に持ってくる。

「君の剣、折れたよ」

「ぬわあああああぁぁぁぁっ！」

　統吾は頭を抱え、のけぞる。そのまま背骨が折れるのではないかと思うくらい体を反らし、天を仰あおいだ。ああ、秋の空はなんて透すき通っているんだろう。

　朱音が顔の前で手を合わせる。

「ごめんっ！　本当にごめんっ！　私が変なふうに杖つえを振ったせいで。統吾くんの大事な剣なのに……」

「トーゴ……トーゴカリバー……。お前は折れてない、折れてなんかいないんだ……。ちょっと体張ったギャグをしてるだけだよな？」

　剣に話しかけても、もちろん返事などない。代わりに明道のため息のようなものが聞こえてきた。

「認めなよ統吾。現に君は、ショックで失神したじゃないか」

「違う！　あれは現実を見ないように脳が俺おれに夢を見させたんだ！」

「だからそれがそういうことだろう。すごいこと言うね、君は」

　統とう吾ごはついに観かん念ねんした。認めるしかないのだ。朱あか音ねの魔ま法ほうを受け、トーゴカリバーは折れてしまったのだ。魔王を倒し、アーチバールに平和をもたらした勇者、雪ゆき村むら統吾の剣は、転校初日にかわいい顔をしたクラスメイトの魔法によって折れたのだ。

「統吾くん、私、直してくれる鍛か冶じ屋やさん見つけるから……」

　うなだれる統吾の手を朱音が握る。これは事故なのだ。誰だれが悪いわけじゃない。ここで統吾が立ち直らなかったら、朱音はずっと責任を感じ続けてしまう。本当に駆かけずりまわって鍛冶屋を探してきてしまいそうだ。

「いや、朱音、別に俺は……」

　気にしてない。その言葉を遮さえぎったのは明道だった。

「朱音ちゃん、大丈夫だよ」

「なんでお前が!?」

　当事者は他ほかでもない自分である。

「その辺は後で説明するよ。ほら、授業始まるよ」

　だからなんでそこでスマイルなんだよ。キラっとしやがって。

　明あき道みちは腕うで時計どけいを見せ、統吾は午後の授業があと三分で始まることを知る。朱音は明道に急せかされてシートと弁べん当とう箱ばこを片づけ、早足で屋おく上じようを後にした。

　統吾は折れた刃やいばを鞘さやに入れ、その上から蓋ふたをするように柄つかに残った刃を差し込む。振ると金属が擦こすれる音がして寂さびしい。

　どうしようか。トーゴカリバーが折れてしまい悲しい気持ちにはなったものの、現実的に考えるとこの世界には魔物なんていないし、武器の出番はないに等しい。剣が折れても統吾の身体能力が元に戻るわけでもない。

　使っていたのは半年ほどだが、思い入れのある剣だった。それだけは確たしかだ。

　すると、明道の手が肩に乗った。

「放ほう課か後ご、見せたいものがあるんだ」

「いや……今日きようは部へ屋やでトーゴカリバーと思い出を語り合う」

「どうしても見せたいものなんだ。ダメかな」

「……卑ひ猥わいなものかそうでないものかで答えろ」

「一番最初にそこを訊きくんだね。そうでないものだよ」

　何を見せるというのだろう。剣に関かかわるものだろうか。

　教室の少し手前でチャイムが鳴った。午後の授業の時間は、ノートいっぱいに剣との思い出を書きだそう。







　放ほう課か後ごになると、ほとんどの生徒は部活動に向かう。部活は普通の高校と同じように体育系と文化系に分かれているが、その八割が体育系に所属しているという。そもそもこの世界のスポーツなど知らなかった人間の集まりなわけで、どうやらスポーツに興きよう味み津しん々しんのようなのだ。空から手てや柔道などの格かく闘とう技ぎ系けいよりも、球技の方が人気があるようだ。そういえば、アーチバールにもスポーツらしきものはあったが、しっかりとルールが定められて競きよう技ぎとして成り立っているものはなかった気がする。適当にボールを蹴けって走り回る程度だ。スポーツに関しては、この世界は進んでいるのかもしれない。

　当然ながら公式の大会には出られない。何をやっても優ゆう勝しようしてしまう。『少しよう林りんサッカー』どころの話ではない。

　と、ここまでは隣となりを歩く明あき道みちに聞いた話だ。

「で、どこ行くんだ？」

「もうすぐだよ」

　生徒たちがグラウンドへ向かっていく中、統とう吾ごと明道は流れに逆さからうようにして校舎の中を歩いていた。

　午後の授業が終わった後、明道が校内を案内すると申し出た。朱あか音ねも一いつ緒しよに行くと言ってくれたのに、明道は朱音が掃除当番であることを理由に断ってしまったのだ。掃除くらい待つのに、まるで朱音と一緒に案内をしたくないみたいじゃないか。

「案内してくれるのは嬉うれしいんだけどさ、朱音がいたっていいじゃないか」

　むしろ朱音がいた方が嬉しいのに。

「朱音ちゃんには見せられないものなんだよ」

「……もう一度訊きく。卑ひ猥わいなものかそうでないものかで答えろ」

「そうでないものだよ」

　ちょっと残念なのは何な故ぜだ。

　やがて案内されたのは購こう買ばいだった。この学校の購買は一つの教室の中にあり、つまりコンビニのようになっている。パンやおにぎり、お菓子にジュースなど、かなり豊富な品しな揃ぞろえである。統吾の通っていた高校なんてパンくらいしか売っていなかったから、やはりここは特別な場所なのだと実感する。

「見せたいものがここにあるのか？」

「うん。昼に来た時はパンしか買わなかったから気づかなかったと思うけど、ほら、ここにアイテムのコーナーがあるんだ」

　購買の隅すみの方の棚。そこは確たしかにアイテムのコーナーだった。市販のものではなく、どう考えても別世界の物だと分かる品々が並んでいる。見た目はほうれん草みたいなのに、値ね札ふだには『どくけし草』と書いて置いてある。どくけし草なんていつ使うんだよ。あ、毒くらった時か。

「これ、どこから仕入れてるんだ？」

「前の世界のアイテムを持ったままこっちの世界に来た人が、いらない物を提供してるんだよ。高値で買い取ってもらえるから、お小こ遣づかい稼かせぎになる。それと、錬れん金きん術じゆつに精通した人の試作品とかもあるよ」

「へー、なるほど」

　まあ、アイテムなんてこの世界で使うことはないだろうし、お金になるならその方がいい。でも、店に並べても買う人がいるのだろうか。見ているぶんにはおもしろいのだが。

「それで、これが見せたいものだよ」

「は？」

　明あき道みちは一振りの剣を持っていた。アイテムの棚の隣となりは武器のコーナーになっており、無む造ぞう作さに数々の武器が置かれている。これも誰だれかがいらなくなった物なのだろう。

　そして。明道の持っているその剣。それはどこかで見覚えのある剣だった。金の柄つか、鍔つばには赤い宝石が埋め込んであり、茶色い革の鞘さやに収められている。

　明道に手渡され、握ってみると、見事なまでに手に馴な染じんだ。

「何だよ。トーゴカリバーじゃんか。いつ取ったんだよ。素早すばやいなあ」

「いや……統とう吾ご、君のは腰に……」

「あ！　お前、まさかトーゴカリバーをここに売ろうってか。ダメだぞ！　いくら折れちまったからって、俺おれはこいつを手放すつもりはないっ！」

「統吾、剣を持ったままでいい。一度自分の腰を見るんだ」

「はあ？　俺の腰なんてキュっとしたくびれが……ん？」

　下を向いた統吾の視し線せんの先。そこには腰に感じる重みと共ともに剣が提げられていた。もちろんそれは、魔ま王おうを倒したパートナー、そしてさっき折れてしまったトーゴカリバーだ。確たしかにそれは腰に提げてあった。

　統吾は再び頭を上げ、今度は自分の両手を見た。その両手は、しっかりと一振りの剣を持っている。しかも、腰に提げられている剣とそっくりの。

　導みちびき出される結けつ論ろんは一つ。

「増えた！」

　トーゴカリバーは増えたのだ。元々増えるタイプの剣だったのか、それともこっちの世界の空気が剣に変化をもたらしたのか、それはわからない。しかし、現にここに同じ剣が二本あるのだ。

「増えたって……。そんなわけないだろう」

「でもよ、実際ここに二本あるし……まさか、細胞分裂？」

「……それは剣だよ」

　明道は苦にが笑わらいと共ともにため息。「君って飽あきないなあ」としみじみ言われた。褒ほめられた。

「わかったかい？　君の剣は、ここにもあったんだよ」

「ちょっと待て。これは伝説の剣だぞ？　何本もあってたまるかよ」

　トーゴカリバーがたくさんあったら、勇者がたくさん生まれてしまうではないか。そうなってしまったら、自分の希き少しよう性せいがどこかに行ってしまう。

「君のいた世界では……ね。その剣の値ね札ふだを見てごらん」

　そう、商品である以上、それには名前があるし値段もある。統とう吾ごは、鍔つばからぴょろっと出ている値札を見てみた。

『初心者用魔ま法ほう剣けん・一九八〇円税込』

　統吾の首は四十五度傾かしげられた。

「……あれぇ？」

　もう一度見てみる。確たしかに初心者用魔法剣と日本語で書かれている。どうやっても読み間違えたりはしない。そして値段も、桁けたを間違えるほど数字は並んでいない。

「いちきゅっぱっ!?」
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「へえ。数字はそうやって読んだりするんだね」

　変なところに明あき道みちは感心していた。

「おいなんでだよ！　なんでトーゴカリバーと同じ剣が初心者用なんて書かれてるんだよ！　しかもお手て頃ごろ価格で！　お小こ遣づかいで買えちまうじゃねえか！」

「その値段、この世界のこの国の基準では、それほど高いわけじゃないんだろう？　この国で人気の棒状のお菓子が一九八本買えるわけだし」

「そうだけどそれに置き換える必要はねえ！」

　商品の前で騒さわいでいる統とう吾ごに、購こう買ばいに来た他ほかの生徒たちが奇異の視し線せんを向ける。軽く混乱している統とう吾ごがそんな視し線せんに気づくはずもない。

　すると、明あき道みちが少しだけ声のトーンを低くした。

「あのさ統吾。とても言いにくいんだけど、君は……」

「まままままま待てっ！　それ以上はダメだっ！　みんなに聞こえちゃうだろ！」

「……そうかな。ああ、でも目立っちゃってるね」

　明道は店内を見回した。店内には女子が多く、最初は大声を出している統吾を見ていたが、今となってはモデル並みのルックスを持つ明道に視線が注がれていた。明道はそれに気づいて笑顔えがおをふりまいてみせる。

「明道。俺おれちょっと考え事したいから一人ひとりにしてくれ」

「そう。わかった。僕は先に寮りように戻ってるよ」

　それだけ言い残して、明道はあっさりと去っていった。

　統吾はしばらく折れたトーゴカリバーと売られている魔ま法ほう剣を見比べていた。何回見ても、どんな角度から見ても同じ剣である。初心者用と名前がつけられているからには、きっとこれは量産型で、どこかの世界にたくさん売られているのだろう。

　統吾はそっと剣を棚に戻し、購こう買ばいを出た。

「あっ、統吾くんっ！」

「朱あか音ね」

　そこに息を切らせて走ってきたのは朱音だった。

「捜したんだよ。私も校内を案内してあげようと思って。あれ？　明道くんは？」

「先に帰ったよ。俺も帰るとこ」

「えー。もう帰っちゃうの？　じゃあさ、一いつ緒しよに帰ろうよ。寮まで連れて行ってあげる」

　考えてみれば、統吾はまだ寮までの道を知らない。明道も先に帰してしまったし、朱音がいなかったら道に迷うところだった。

「ああ、頼むよ」

「うんっ」

　昇降口でローファーに履はき替える。寮に行くには一度学校から出なければいけないので、謎なぞの石像を横切って校門を出た。

「あ、せっかくだから案内するね。あの石像って、校長先生なんだって」

「何で校長の石像が……」

　普通、創始者とかではないだろうか。しかし、この学校はできてまだ日が浅い。それなら校長でもいいのか。いや待て。そもそも石像がいらないだろ。そして不ふ思し議ぎなことに、その像は片手は腰に、片手は上へと掲かかげられ、その人差し指は空を指している。何かのダンスの決めポーズみたいになっているのだ。遊び心が溢あふれ出ている。

　朱あか音ねは何も入っていなさそうな鞄かばんを振って元気に歩く。学校は山の中にあるので、寮までは上り坂だ。だが常じよう人にん離ばなれした身体能力を手に入れた統とう吾ごにとっては苦にならず、それは朱音も同じようだった。

　朱音のようなかわいい女の子と一いつ緒しよに下校できるなんて、今までの統吾の学生生活の中ではあり得ないことだ。昔のクラスメイトに自じ慢まんしてやりたい。写メを送ってやろうか。ちなみに、統吾が急に転校したことで前のクラスメイトたちから何通かメールが来たが、統吾は親の都合とだけ返事をしている。

「統吾くん、本当にゴメンね。剣を直せる人、探すから」

「いやいいよ。別にこの世界じゃ剣なんて使わないし」

「でも……」

　言えない。購こう買ばいに同じ物が売っていただなんて。

「せっかく同じクラスになってさ、明日あしたから毎日会うんだから、ずっと謝あやまられても困っちゃうよ。楽しくやろうぜ」

　その言葉に、眉まゆを下げていた朱音はぱっと表情を輝かがやかせた。やっぱり朱音は笑顔えがおがかわいいなあ。マジで写メ撮とろうかなあ。

「うんっ！　よろしく統吾くん！」

「うわっ」

　抱きつかれた。朱音の体、主おもに胸が押しつけられる。なんていい香り、なんという柔らかさ。女の子の体って、こんなにも素す晴ばらしいものだったのか。ああもう。ひゃっほう。

　抱きつかれた驚おどろきで統吾は直立不動である。朱音の背中に腕を回したいところだが、そこをぐっと堪こらえる。

「あ、朱音……。抱きつくのはちょっと、ほら、人が見てるし……」

　近くを歩いていた生徒がこっちを見ていた。嬉うれしいけど恥ずかしい。

「へ？　私の世界では、これは普通の挨あい拶さつみたいなものだよ」

　ナイス文化。まあ、アメリカだってキスとかするしな。

　やっと朱音が離れたところで、統吾は手を差し出した。

「日本はこれ。握手。朱音はもう日本人なんだから」

「あ、そっかー。じゃあ、はい、握手」

　ぎゅっと手を握る朱音。おいおい、転校初日からこんなにいいことがあっていいのだろうか。剣は折れてしまったけれど、これからの高校生活はバラ色、いやもっとすごい色になるのではなかろうか。

「…………」

　しかし、まだ一つある。すごい色になるはずの高校生活を、くすんだ色に染めてしまうような要素がある。そしてこれは、統とう吾ごにとってかなり大きなことである。

「なあ朱あか音ね、訊きいてもいいか？」

「何？」

「昼に見せてくれた魔ま法ほう、威い嚇かく用ようって言ってたじゃん。普通の攻こう撃げき魔法は使えるのか？」

「うん。ちょっとだけどね」

「そりゃもちろん、威嚇用より威力があるんだろ？」

「えっと……単純な攻撃力でいうなら五倍くらいかなあ」

　なるほど。

　アーチバールの魔王は朱音にとっての威嚇用の魔法で大ダメージだったわけで、その五倍の魔法を受けたら。うん、骨も残らないな。トーゴカリバーで防ぼう御ぎよしたら。うん、刃やいばが蒸発するな。ジュワっと。

　当然、朱音の世界にはもっと強力な魔法がある。そんな魔法を受けたら、アーチバールの大地は四分の一くらい消えてなくなってしまうのではないか。

「統吾くん、ほら、ここがうちのクラスの寮りようだよ」

　山の中を歩いていた統吾はやがて無理やり切り開いたのが一目でわかるような場所に出た。無む駄だに広い土地に、いくつもの赤い屋根の寮が建っている。森の中だというのに道は妙にきれいに舗ほ装そうされていて、ここだけ別の空間のようだ。

「何だこれ。すげえじゃん」

　思わず感かん嘆たんの声が漏れる。

「土つち系けい統とうの魔法が得意な魔法使いさんが作ってくれたんだって。私も初めて来た時はびっくりしたよー」

　魔法ってすごい。こんなものが世間に知られたら、土木関係の会社なんて根こそぎ潰つぶれてしまう。やはり、この世界に魔法があってはいけないのだ。こっそり使って、こっそり役に立つべき力なのだ。こうやって隠すという選せん択たくをしたこの国は正解だと思う。

「でもさ、これってヘリとかから見たらバレちゃうんじゃねえの？」

「それは大丈夫。この辺一帯に迷めい彩さいの魔法がかけられてるんだ。この学校や寮があることを知っている人にしか見えないようになってるんだよ」

　存在を知らない人にはただの森に見えるらしい。ここはド田舎いなかで、一般人が通ることなどほとんどない。しかも爺じいさん婆ばあさんばかりなので、怪あやしまれることはない。

　統吾と朱音のクラス、一年Ｂ組の寮に入る。建物の真ん中に入口があり、向かって右が男子、左が女子の部へ屋やになっているとのこと。

「君が新入りの雪ゆき村むらくんね。寮母の風かざ見み奈な々な子こです。よろしくね」

「はい。よろしくお願ねがいします。……あの、奈な々な子こさんも別の世界の……」

「そうだよ。十代の若い子ばっかり世界を移動するみたいだから、私みたいなのは珍しいらしいね」

　統とう吾ごを出迎えてくれたのは二十代後半と思われる寮りよう母ぼだった。小こ柄がらな体つきはどこか愛あい嬌きようを帯びていて、人ひと懐なつっこい印象を受ける。かわいい猫のイラストが描かれたエプロンもよく似合っていた。

「じゃあ統吾くん、後で遊びにいくねっ」

　朱音はパタパタと自分の部へ屋やに駆かけていった。その背中を見送って、奈々子がむふっと笑う。

「あらあら、もう女の子と仲良くなったの？　やるじゃない」

「はっはっは。もっと褒ほめてくださいよ」

「この子、謙けん遜そんってものをしない！」

　それから、この寮についての説明を受けた。

　まずは食事の制度。ここの食事は奈々子の作ったご飯を一階の大広間で食べるか、自分で作って部屋で食べるか選ぶことができる。部屋にはキッチンも風ふ呂ろもあり、アパートのようなものと考えた方が早い。これは、この世界での生活のしかたを学ぶため、家事を生徒にやらせているのだ。奈々子の料理を食べているのは大たい抵ていが男子で、女子はこの世界の食材と料理を楽しんでいるらしい。昼ご飯は自分で弁当を作るか購こう買ばいになる。

　次に生活費について。学費は免除だが、高校生なのだから色いろ々いろとお金はかかる。お小こ遣づかいという形でもらえるお金と、時々募ぼ集しゆうのあるアルバイトが主おもな収入源となる。もちろん、このアルバイトは世間に公表できる類たぐいのものではない。

「どんなバイトなんですか？」

「私はよく知らないけど、ちょっと前に銃を持った男の立てこもり事件があった時、何人か行ったって話よ。機き動どう隊たいの格好して制圧したんだって」

　警けい察さつに紛まぎれ込ませて事件の早期解決を狙ねらったのか。魔ま法ほうのような派は手でなことはしなかったのだろうが、明あき道みちのように格かく闘とうが得意な生徒なら問題ない。犯人もさぞかし驚おどろいたことだろう。銃を持っていたって、全部よけられてしまう。今はアルバイトという扱いだが、学校を卒業したら、正式な仕事になるのだろうか。

　そして統吾にとっても他ほかの男子にとっても重要な、女子との共同生活について。

「何か女子が迷めい惑わくするようなことを起こしたらペナルティがあるからね」

「ちょっと待ってくださいよ。逆パターンだってあり得るじゃないですか。それにも何かペナルティがあるんですよね」

「雪ゆき村むらくんは、女の子にいたずらされたら、自分は被害者だと思う？」

「むしろお礼を言いますね！」

「そういうことよ」

「そういうことか」

　解決した。

　気になるのはそのペナルティ。

「アレを見て」

　奈な々な子この指差す先には、玄関の脇わきに置かれている水すい槽そうがあった。その中で、一匹の亀かめがじっとしている。

「亀ですね」

「今日きよう、クラスで欠席者がいたでしょ」

「そういえば」

　名前はわからないが、席が一つ空あいていた気がする。それが何だというのか。

「あの亀、山やま中なかくんっていってね、女の子が嫌いやがっているのに部へ屋やに遊びにいったのよ」

「へえ。亀のくせに人間に興きよう味みあるんですね」

「……雪ゆき村むらくんは、狙ねらっているのか天然なのか判断が難むずかしいね」

　奈々子は一つ息をつき「あのね」と続ける。

「山中くんは人間よ。ただ、ペナルティで亀になってもらったのよ」

「マジで!?」

「マジよ。ちなみに魔ま法ほうをかけたのは私」

　えっへんとばかりに胸を張る奈々子。奈々子の自じ慢まんがかなり入った話によると、奈々子の世界では物の形を変える魔法がとても発達していて、人間を亀にするくらいは造ぞう作さもないことなのだそうだ。

　一年Ｂ組の寮りようのペナルティは三日間亀にされることだが、他の寮には他ほかの寮母さんがいるので、そこにはそこのルールがある。亀にされることが他と比べて重いのか軽いのかはわからない。もし他のクラスの友達ができたら訊きいてみたい。

　山中は明日あしたまで戻らないそうなので、一応水槽に向かって自己紹介をしておいた。

「亀の餌えさってなんで三角形なんでしょうね」

「さあ。私がわかるわけないでしょ。さ、部屋に案内するよ」

　寮は三階建てで、統とう吾ごの部屋は二階の奥だった。奈々子は「わからないことがあったら訊きいてね」と言って戻っていった。ドアを開けて最初に目に入ったのは積つまれた段ボール。一つを開けてみると統吾の私物が入っていた。親切なことに、家からある程度の物を送ってくれたようだ。

　ツヤのあるフローリングの床ゆかに、白い壁かべ。新しいだけあって清せい潔けつ感かんに溢あふれている。小さいがキッチンがあり、なんとダイニングまである。確たしかにこれは寮というよりアパートだ。しかも普通にここに住もうと思ったら、かなりの家賃を覚悟しなければいけない。交通の便は最悪だが。

　さらに六畳ほどの部屋があり、そこにはパイプベッドが用意されていた。家具はそれだけだったので、机やたんすは自分で用意しなければいけないのだろう。そういえば、インターネットはどうなっているのだろう。こんな山の中だから不安である。普段ふだんそれほどインターネットを使っていない統とう吾ごであるが、ないと不便だということには変わりない。

　荷物の整理は徐々にやっていこう。整理しようにも家具がないのだから、それを調ちよう達たつしてからになる。とりあえず、部へ屋や着ぎくらいは出しておくか。

　部屋着のジャージに着替えて、制服をハンガーにかける。クローゼットにしまうと、統吾はベッドに寝転んだ。

「ふう……」

　この学校に来て半日ほど。まず窓の外に吹っ飛ばされた。友達ができて、一いつ緒しよに昼ご飯を食べた。朱あか音ねのスカートがめくれた。トーゴカリバーが折れた。同じ剣が購こう買ばいにあった。随ずい分ぶん濃こい転校初日だったと思う。

「はあ……」

　今度はため息が出た。

　勇者だと思っていた。アーチバールという世界では勇者だった。自分はとても強くて、いくら別世界の人間がたくさん集まっているといっても、自分ほどの力を持った奴やつなんていないと思っていた。

　それでも、導みちびき出される結けつ論ろんがある。認めなければいけない事実がある。

「どう？　いい部屋だろ？」

「第一問、どうしてお前がここにいるのか。ノーヒントでどうぞ」

「相部屋だって聞かなかったかい？」

　寝転がる統吾の顔を覗のぞき込んでいたのは明あき道みちだった。統吾は明道に頭突きをするような勢いで体を起こす。

「初耳だし！　しかもお前かよ！　俺おれの高校生活メモリが八割お前で埋まっちまうじゃん！」

「おっと、嫌いやだったかい？」

「え……別に……嫌じゃないけど……」

　大声を出したものの、相部屋でルームメイトが明道だったことに心の底から安心していたりする。明道以外の男子生徒だったら、どう接していけばいいかわからずに引きこもってしまうところだった。

「ならよかった」

　明道は統吾より少し前に転校してきている。明道が入ったことでクラスの男子が奇数になり、明道は統吾が来るまで一人ひとりだったというわけだ。それよりも、ルームメイトになることが明道にはわかっていたわけで、それなら最初に言ってくれればよかったのだ。

「まあ、これからよろしく、明道」

「よろしく。……それで、結論は出たのかい？」

　いきなり核心。

「……なあ明あき道みち。どうしてお前は、購こう買ばいに剣が売ってることを教えたんだ？　俺おれに……その、そのことをわからせようとしたんだ？」

「僕が先せん輩ぱいだからだよ。僕も君と同じようなことをして、窓から外に飛んだって言っただろう？」

「ああ、それはお前と俺が似たようなもんだってことだろ？」

　明道は小さくうなずいた。

「うん。……僕は前にいた世界で魔ま王おうを倒したって言ったよね。僕らは四人組で、剣士が一番強かったんだけど、それはケタ違いだったんだよ。僕らはほとんど役に立たなくて、足手まといって言われてもおかしくなかった」

　しかし魔王は倒され、明道は英雄となった。ちやほやされて、自分は特別なのだと思うようになった。わかりやすく言えば調ちよう子しに乗った。ほとんどが強かった剣士の功こう績せきだというのに。

　そんな中、明道はこの世界にやって来て、世界がいくつも存在するという真実を知り、この学校に通うことになる。

　後は、まあ、言わずもがなというやつだ。

「ホント、同じことしてるよな、俺」

　転校生が二連続で転校初日に同じことをするなんて、二番目の統吾の時はさぞかしクラスメイトもリアクションに困っただろう。

「これも何かの縁えんだよ」

　そう思うことにしよう。

「弱いのか……俺」

「残念だけど、そう言わざるを得ないね」

　どうして肉弾戦には向いてないはずの僧そう侶りよに窓の外まで吹っ飛ばされたのか。どうして初級レベルの魔法を使った時の朱あか音ねの魔力を大きいと感じたのか。どうしてその魔法で伝説の剣であるトーゴカリバーが折れたのか。どうしてトーゴカリバーと同じ剣が購買に売っていて、初心者用と値ね札ふだが貼はられていたのか。

　すべては『弱い』の言葉で片がつく。

「俺……アーチバールっていう世界じゃ一番強いんだぜ？」

「変な言い方だけど、いくつも世界がある中で、そのアーチバールという世界が弱い部類に入るってことなんじゃないかな」

「……だよな」

　そう、統吾はアーチバールの中では勇者、それは変わりない。

　導みちびき出された最終的な事実。

　アーチバールという世界、そのものが弱いということ。弱い世界の勇者など、弱い世界の伝説の剣など、他ほかの世界と比べてしまったら普通以下の人間で、量産型の剣だということ。

　世界は広くて、多かった。

「そんなに悲ひ観かんするようなことじゃないと思うよ。強さがすべてってわけでもないし」

　明あき道みちが笑えみを見せる。自分はそんなにひどい顔をしているのだろうか。

「そりゃそうだけど……。お前はよく落ち込まずにいられるな」

「僕もそのことに気づいた時はショックだったけどね。僕の場合、前の世界でも最強ではなくて、強い剣士がコンプレックスだったからね。自分が他ほかと比べて弱いということを、結構すんなり受け入れることができたよ」

　それに、と、明道は前髪をかきあげる。

「僕はその能力的な弱さを補って余りあるほどの取とり柄えがあるからね。主おもに外見の」

　自分で言うか。しかも本当に外見がいいからムカつく。

「お前、ある意味強いわ」

「この国の雑誌を読んだら、女の子はギャップに弱いって書いてあったんだ。そうなのかい？」

「ん、まあ、そうかもな」

「ほら、これだけ見てくれがいいのに、実はケンカが弱い。これってギャップだろう？」

「それはダメなギャップだ」

　ギャップというのは、怖い顔をしているのに実は優やさしいとか、そういうことなのだと思う。マイナスからプラスに転じるところに女の子は惹ひかれるのであって、プラスからマイナスに転じてしまうのはむしろ引かれる。

　その時、玄関のドアをノックする音が聞こえた。続いて、聞きき慣なれた女の子の声。

「統とう吾ごくーん、明道くーん。遊びに来たよー。朱あか音ねだよー」

　本当に朱音が来てくれた。こうやって女子は気軽に男子の部へ屋やに来られるのに、その逆は亀かめにされてしまうという、何とも不公平な世の中だ。

　玄関に向かおうとした明道を、統吾は呼びとめた。

「そういや、どうしてトーゴカリバーが売ってるってこと、朱音にバレないようにしてくれたんだ？」

　明道は、学校案内に同行すると朱音が言った時、それを断った。トーゴカリバーが量産型の剣であることを統吾だけに教えるためだ。

「男だったら、女の子の前ではカッコつけたいだろ？　幸い、朱音ちゃんはまだ君が勇者だと思って……いや、勇者なのは本当なんだけど、アレなことに気づいていないみたいだし」

　アレって言うな。変にぼかすと余計に痛感する。

　しかし、明道の言ったことは間違いない。女の子の前でカッコつけたいなんて、もはや男の本能だ。

　言っちゃ悪いが、朱あか音ねはちょっと天然なところがありそうだし、このまま強い勇者としていられるかもしれない。実は弱いということを知ったところで、友達をやめてしまうような娘ではないと思うが、問題はそこではないのだ。これは男の世界の問題なのだ。

　だが、いつまでもバレないというわけにはいかないだろう。何せ、この学校には統とう吾ごより強い奴やつらがいくらでもいるのだから。むしろ、下へ手たすれば朱音とケンカしたって負けるかもしれない。いや負ける。同じ弱い者仲間である明あき道みちですら自分より強いかもしれない。物の大きさを変える質量操そう作さもできるようなことを言っていたし。だがそれではいけない。主おもに気持ちの問題で。明道は互角。そう思うのだ。そういうことにしておくのだ。

　そう、だから強くなればいい。アーチバールの勇者は、この学校でも勇者になればいい。そして、見み栄えを見栄でなくせばいい。

「お前……いい奴だな」

「ありがとう。でも最大の理由は、僕と違って君には他ほかに取とり柄えがないからかな。ほら、君は顔は……アレだし」

　だからアレって言うな。凡ぼん人じんなことくらいは重々承知している。最近イケメン俳はい優ゆうにハマっている母親から「あんたも角度しだいじゃ……はぁ」と言われたくらいだ。自分の遺い伝でん子しを半分受け継いでいる息子にこれだけ言えるのだからたいしたものだ。

「お前……やな奴だな」

「ははは。冗じよう談だんだよ。統吾だって角度しだいでは……いや、何でもない」

　グレてやる。

　玄関を開けると、朱音は両手に持った中身の詰まった袋を「じゃーん！」と掲かかげてみせた。

「奈な々な子こさんに言ったら、統吾くん入にゆう寮りよう記念ってことでたくさんくれたんだ。今夜はこれでお祝いしようよ」

　袋の中はジュースとお菓子で、これだけあれば夕飯はいらないくらいの量だった。

　まだ日が暮れておらず、窓から見える空は橙だいだい色いろではあったが、三人は統吾の歓かん迎げいパーティーを始めることにした。パーティーといってもお菓子を食べてジュースを飲むだけなのだが、それだけで十分に楽しかった。

　無む邪じや気きに笑う朱音を見て、安心する。剣を折ってしまったことを引きずってしまっては、自分も朱音もきっとつまらない。しかも折ってしまったのは、伝説でもなんでもない、量産型の剣なのだ。

　トーゴカリバーが折れてしまったことでヘコんでいないと言えば吞うそになる。世界を救った剣だし、それなりに愛着もあった。でも、初めて声をかけてくれた同級生のためにも、自分もこのことをふっ切らなければいけない。

　そういえば。

「朱音はどうして俺おれに声をかけてくれたんだ？」

　あのクラス全体が変な空気になった中で。半分くらい原因は明あき道みちにあるのだが。

「どうしてって言われても困っちゃうなあ。私はみんなと仲良くしたいだけだし」

　チョコレートをつまみながら、朱あか音ねは少し首を傾かしげた。

「それなら一時間目の休み時間に話しかけて欲しかったんだが」

　そうしたら、あんな寂さびしい思いをしなくて済んだのに。

　統とう吾ごが言うと、朱音は苦にが笑わらいを浮かべた。

「せっかく隣となりの席になったんだから私もそうしたかったんだけど、統吾くんの席の近くにいくと、何かぶつぶつ呟つぶやいてるんだもん。『俺は勇者俺は勇者俺は勇者俺は勇者……』って。さすがに怖くて話しかけられなかったよ」

「何そのキモい奴やつ」

「だから君だよ」

　明道もその呟きを聞いていたのか、即座にツッコミが返ってきた。

　どうやら、殴り飛ばされたせいで自信を失いかけ、立ち直るために自分に暗示をかけていたようだ。しかも無む意い識しきに。自分が声をかける側であれば、こんな奴に絶対近づかない。

「僕に最初に声をかけてくれたのも朱音ちゃんだったね」

　む。そうだったのか。ちょっと残念な気分だ。

「いきなり口く説どかれてびっくりしたよー」

「てめえ明道てめえ！」

　思わず飛びかかる。明道は平然といつものスマイル。

「朱音ちゃんみたいなかわいい女の子だったら、口説くに決まってるじゃないか」

「もう、明道くんはみんなに同じこと言ってるよねー」

　正直、明道はすごい。明道のいた世界の文化なのかどうかはわからないが、女の子に面と向かって「かわいい」と言えるのは才能だと統吾は思っている。だって、恥ずかしいじゃないか。社交辞令でも、冗じよう談だんみたいなノリだとしても言えない。これがイケメンの余裕というやつか。

　三人だけのパーティーは夜まで続き、そこでふと統吾は気づいた。

「朱音のルームメイトの人は大丈夫なのか？」

　朱音も相あい部べ屋やなわけで、今はその女子を放っておいてしまっている状態だ。もしその女子がよければ、ここに加わってもらえばいい。少しでも早くクラスに馴な染じみたいし、輪わも広げたい。上う手まいこと理由をつけて女の子を部屋に呼びたいとか、そんな下心とか全然ない。全然ない。

　しかし、朱音の返事は意外なものだった。

「大丈夫だよ。だって私、一人ひとりだもん」

「へ？」

　朱音は夏休み前にこの学校に来たと言っていた。女子の中では朱音が一番新しい転校生だということか。いや、仮にそうだとしても、女子は偶ぐう数すうだったはずだ。

「あのね、事情があって、一人ひとりで部へ屋やを使ってる娘こがいるの。だから私が一人になっちゃったんだ」

　寂さびしそうに顔を伏せる朱あか音ね。一人の方が落ち着くから好きという人も多いだろうから、別にその女子が悪いとは思わない。だけど朱音の性格を考えると、部屋に一人というのは似合わない。間取りは同じだろうから、一人で暮らすには広すぎる。

　女の子の転校生が来れば朱音と同じ部屋になるのだろうが、そんなのいつになるかわからない。

「まあアレだ。暇ひまだったら遊びに来いよ。ちゃんと面おも白しろい話用意して待ってるからさ」

　アーチバールの話、この世界の話、朱音を楽しませるネタならいくらだってある。

「ホント？　じゃあ早速一個聞かせてよっ」

「僕も聞きたいな」

「そうか？　だったら、高校受じゆ験けんの時、鉛筆の芯しんが二十本全部折れた時の話なんだが、俺おれは歯を使ってだな……」







　七時にセットしていた携けい帯たいのアラームが鳴り、統とう吾ごは目を覚ました。あまり朝は強くなく、いつもは目が開くまでに時間がかかるが、寮りようという新しい環かん境きようのせいで多少の緊きん張ちようがあるのか、すぐにベッドから出ることができた。

　まだ起きてない頭で昨日きのうのことを思い出す。結局朱音は夜の十時頃ごろまでこの部屋にいて、風ふ呂ろに入って寝ると言って自分の部屋に戻っていった。同じ寮に住んでいるわけで、泊まっていくなんてことはない。ちょっとは期待していたのだが、奈な々な子こに見つかったら亀かめにされる可能性がある。

　統吾が部屋を出ると、途端とたんに柔らかないい香りが漂ってきた。鼻先を包む香りが胃を刺し激げきして、急に空腹感が襲おそってきた。

「おはよう、統吾」

「明あき道みち……揉もみしだくの『しだく』って何なんだろうな」

「いい夢が見られたみたいだね」

「いや、夢じゃなくて単純に思った」

「そう。朝から元気そうで何よりだ」

　顔を洗ってダイニングに戻ってくると、そこにはいい香りの正体であるトーストとオムレツが用意されていた。

　はて、誰だれが作ったのだろう。奈々子が作って持ってきてくれたのか、それともテーブルの向かいに座るミスターさわやかが作ったのか。

「これ、お前？」

「そうだよ。いやあ、この国の食材は素す晴ばらしいね。感激したよ」

　寝ぼけ半分で聞いていたが、明あき道みちの世界の料理はこの世界と比べると相当にまずいらしい。初めてこの世界の料理を食べた時、美お味いしさのあまり泣きそうになったと明道は語った。そこまでまずい料理というのも興きよう味みがある。

　アーチバールの食文化は日本とあまり変わらなかったので、統とう吾ごはそれほど苦労しなかった。もちろん、知らない生き物や野菜を食べることになるのだが、味付けが近かったので舌が拒否反応を示すことはなかった。

「お、美う味まい」

　そして、明道の料理は美味しかった。

「ありがとう。この世界に来てまだ短いからレパートリーは少ないけど、増やしていくつもりだよ」

　この世界の料理に感かん激げきするあまり、明道は作る方に興きよう味みを持ったらしかった。

　この寮りようの食事のシステムは自じ炊すいをするか奈な々な子こに作ってもらうかのどちらかだが、この部へ屋やは奈々子に作ってもらわなくても大丈夫のようだ。ちなみに統吾は家事がさっぱりできない。

　片づけは統吾が申し出た。イケメンに世話になりっぱなしの平へい凡ぼん顔なんて、みじめ過ぎるではないか。

「おい、そろそろ行こうぜ」

　制服に着替えて、統吾は明道を呼んだ。

「ああ、でも……」

　何な故ぜか明道は言いよどむ。もう準備はできているはずなのだが。

　その理由を、統吾は寮を出てすぐに知ることになる。

「城しろ田たくん、一いつ緒しよに行こう」

「ちょっと待ってよ。私もー」

　明道は待ち構えていた他ほかのクラスの女子に連行されてしまった。もちろん本人もまんざらではなくて「はは。急がない急がない」なんて言っている。

「じゃあ統吾、教室で」

「あ、ああ……」

　数人の女子と歩いていく明道を、統吾はただ眺めることしかできなかった。

「なにあれ、城田くんの友達？」

「違うよ絶対！　城田くんがあんな雑草の類たぐいみたいな人と友達になるわけないじゃん！」

　なんだろう。朝の風景が滲にじんで見える。

「……頑がん張ばれ、俺おれ」

　学校に、行こう。







　午前中の授業を終えて昼休み、購こう買ばいに行こうとした統とう吾ごは朱あか音ねに引きとめられ、そのまま手ぶらで屋おく上じように行くことになった。シートをしいて、朱音は弁べん当とう箱ばこを取り出す。その数は二つ。

「はい。統吾くんのお弁当も作ってきたよ」

「にゃははーい！」

　結果的に、統吾は屋上の端から端まで転がった。

「剣のこと、気にしないでって言ってくれるのは嬉うれしいけど、何かしてあげないと私も気が済まないんだ。だから、これくらいはいいよね？」

「いいですともっ！」

　ここまでで、統吾はすでに携けい帯たい電話で弁当の写真を十枚撮とっている。

　女の子の手作り弁当なんて、都市伝説ではなかったか。聞いたことはあるけど見たことはない、ツチノコのようなものではなかったか。

　しかし、今目の前にあるのは朱音の作ってくれた手作り弁当。実在したのだ。この調ちよう子しならツチノコだってひょっこり出てくるさ。

「羨うらやましいなあ」

　購買でパンを買っていたので、明あき道みちは遅れて屋上に来ていた。

「お前は朝の女子にでも作ってもらえばいいんじゃないですかね」

　統吾は口を尖とがらせてみせた。

「おっと、拗すねてるのかい？」

「拗ねっ拗ねだよ俺おれは！」

　人を呪のろう方法を本気で考えたのは生まれて初めてだ。しかし、だ。自分には朱音の手作り弁当がある。ここは寛大な心で許してあげようではないか。

「いただきまーす」

　統吾のミスは、嬉うれしさのあまり弁当の中身をあまり気にせずに口に放り込んだことであった。

　口の中に広がるのは味ではなく痛み。そして舌が熱ねつをもってくるのがわかった。こみ上げてくるこの味覚。

「んぐっ……！」

　辛かれえええええっ。と叫びたくなるのを必死に堪こらえた。何な故ぜなら、これは朱音が一いつ生しよう懸けん命めい作ってくれた弁当だからだ。朱音の世界ではこれくらいの味付けが普通なのかもしれない。だとしたら、ここで統吾が辛いと叫んで咳せき込んでしまっては失礼だ。

「統吾くん、どうしたの？　汗かいてるよ？」

「あ、いや……ちょっと暑くてさ。それよりこのお弁当、美お味いしいよ」

「ありがとー。じゃあ私もいただきまーす。……んっ、からーい……」

　同じ中身の弁当を食べた朱音は目に涙を浮かべる。

　あれ、おかしいな。朱あか音ねの世界では普通の味付けではないのだろうか。まさか、単純に調ちよう味み料りようを間違えたとか。

「統とう吾ごくん、ゴメンね。私、ケチャップとタバスコを間違えちゃったみたい。辛からかったでしょ？」

「そ、そんなことないよ……。ああ、タバスコとケチャップね。よくあるよくあ……ふははっ！　出たなハバネロ怪かい獣じゆうめ！　今日きようこそ成せい敗ばいしてくれるわっ！」

「ダメだ。統吾が辛さのあまり幻覚を見始めた」

「統吾くん、ほら、水」

　統吾の口の中が静かになったのはしばらくしてからだった。全体にまんべんなくタバスコがかけられている弁当をこれ以上食べることはできず、朱音の手作り弁当はお預けとなってしまった。

「統吾、僕のパン、一個食べるかい？」

「いや、辛さで胃が荒れて食べられんぬわっ！」

「きゃっ」

　校舎が揺れるのではないかというほどの爆ばく音おんが響ひびいた。方向はグラウンド。屋おく上じようにいた生徒はグラウンド側の柵に駆かけ寄り、統吾たちもそれに漏れず柵越しにグラウンドを見下ろす。

　そこでは、光と爆発が連続して起きていた。地面の所々は爆発によって抉えぐれ、クレーターができている。その爆発の中に、二人ふたりの生徒を確かく認にんすることができた。制服からしてどちらも男子のようだ。

「ケンカだ」と誰だれかが呟つぶやく。

　男子どうしのケンカ。そんなもの、高校に通っていれば普通にあること。しかし、殴り合うわけでも摑つかみかかるわけでもなく、魔ま法ほうを飛ばし合ってしまうのがこの学校である。

　とはいえケンカはケンカ。見ていてテンションが上がってしまうのはどうしようもない。野や次じ馬うまゲージが一いつ瞬しゆんにして振り切れた。

「明あき道みち、もっと近くで見ようぜ！」

「そうだね。こんなの滅多めつたにお目にかかれないし」

　統吾が階段で下りようと駆け出すと、明道が腕を絡ませてきた。そんな趣しゆ味みはないと訴える暇ひまもなく、明道は統吾を連れて屋上のフェンスを跳とび越える。

「お、俺おれは階段でえええええっ！」

　とはいっても、もう落下してしまっている。統吾は覚悟を決め、着地の姿勢を整える。勇者がこれくらいできなくてどうする。

　足の裏が地面についた瞬しゆん間かん、痺しびれが全身を駆かけ巡めぐる。声が漏れそうになるのを堪こらえていると、隣となりで涼しげな顔をしている明道が言った。

「こっちの方が近道だしね」

「死ぬかと思ったわ！」

　上を見上げるとそこに朱あか音ねの姿はなく、素直に階段を使ったようだった。

　改めて校庭を見ると、そこでは依然として強力な魔ま法ほうが飛び交っている。鼓こ膜まくを破りそうな爆ばく音おんが地面を揺らす。

「おお……すげ」

　グラウンドでは今もまだケンカが続いている。気を利かせた誰だれかが、校舎に防ぼう御ぎよの魔法をかけているようで、校舎自体が淡あわく発光している。校舎はもちろんこの世界の普通の素材で造られているから、こちらに魔法が流れてきたら大変なことになる。

　グラウンドの野や次じ馬うまたちは、各自で安全な距きよ離りを確かく保ほしながら見学しているようだ。

　それにしてもこのケンカは、魔法に関して素人しろうとの統とう吾ごから見ても高レベルなものだとわかった。朱音が見せてくれた魔法よりも何倍も強い魔力が溢あふれている。戦っている二人ふたりは、どこかの世界の腕のいい魔法使いなのだろう。こんなのをアーチバールでやられた日には、村が一つ丸ごと吹き飛ぶ。

「これ、どうすんだ？」

「さあ……。僕には無理だね」

　明あき道みちはあっさりと宣言。統吾と同じくらいのレベルなのだから、そんなことはわかる。

　周りも、「誰だれか止めろよ」というような雰囲気が出ている。見るのはいいが、巻き込まれるのは嫌いやだ。それが野次馬である。

「おい！　そこをどけ！」

　と、後ろから凜り々りしい声がした。振り返ると、野次馬をかき分けながら一人ひとりの男子生徒が大股で歩いてきていた。そしてその後ろには、艶つやのある黒く長い髪をなびかせた、「この人を見たら今日きようはずっと幸せになれる」というおまじないの対象にされてもおかしくない、かわいいというよりも美人といった方がふさわしい女子生徒。

「お前もだ、どけ」

「おぉっ……」

　男子生徒を邪じや魔まする形で立っていた統吾は、乱らん暴ぼうに手で払いのけられる。眼鏡めがねをかけたその表情は冷たい印象を受け、同時に怖いという感情を統吾に植え付けた。

「ごめんなさいね」

　後ろを歩く美人は小さく頭を下げた。『高たか嶺ねの花はな』という言葉はこの人のためにあるのではないかと思ってしまうほど、近くで見る横顔はきれいだった。

「おでましだね」

　明道は「もうこれで大丈夫」と付け加えた。

「おい！　ケンカを止やめろ！　これ以上は処罰の対象になるぞ！」

　野次馬ラインの最さい前ぜん線せんに立ち、その男子は叫ぶ。が、当の二人にその声は届かない。魔法をぶっ放し続けている。もうどちらもキレてしまっているのだろう。

「そうか……。それならば喧けん嘩か両りよう成せい敗ばいだな。水み無な瀬せ、いいか？」

　水無瀬と呼ばれた美人は小さくうなずいた。

「どうぞ、会長」
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「わかった」

　会長と呼ばれた生徒はケンカする二人ふたりに手をかざす、するとその手の先に魔ま力りよくが集しゆう束そくし、赤と黒から形成される巨大な槍やりが作り出された。会長の背を超える禍まが々まがしい槍は、高密度の魔力が凝ぎよう縮しゆくされてできた物だった。

「まあ、いい見せしめにはなるか」

　そして会長はその槍を、無む造ぞう作さに二人ふたりの真ん中に投げ込んだ。

　飛び交っていた魔法を打ち消し、その槍が地面へと突き刺さる。次の瞬しゆん間かん、槍が弾はじけ、魔力爆ばく発はつが起きた。統とう吾ごのいる場所まで爆発は及んだが、水無瀬が張ったらしい防ぼう御ぎよ壁へきは完全に爆発をシャットアウトし、野や次じ馬うまたちを守っていた。

　結局、ダメージを受けたのはケンカをしていた二人の男子。今は見事に気絶して地面に転がっている。

「誰だれか治ち療りようしてやれ」

　そう言って、会長は身をひるがえし、来た時と同じように大股で歩いて行ってしまった。

　ぽかんとしていた統とう吾ごを含む野や次じ馬うま一同だが、誰だれかが治ち療りようのために駆かけ出した。しかし、それを制したのは水み無な瀬せ。

「私がやりますから、大丈夫ですよ」

　水無瀬はトテトテとどこかおっとりとした歩き方で、倒れた二人ふたりに向かっていった。

「……何だったんだ？」

　あっという間の出来事に、統吾はそう呟つぶやくのが精いっぱいだった。

「統吾くーん」

　遅れて朱あか音ねがやってきた。

「朱音、見たか？　今の」

「うん。ちょっとだけどね。安あん藤どう先せん輩ぱい、やっぱり強いねー」

「安藤って、今の眼鏡めがねか？」

「そうだよ。うちの学校の生徒会長だよ」

　ああ、だから会長って呼ばれていたのか。

「生徒会長にしちゃあ、怖い顔してんな」

　顔は本来関係ないが、生徒の代表があの表情では、生徒は近づきにくいのではないだろうか。まあ、あの顔でニコニコされたらそれはそれで怖いけど。

　すると朱音は言った。

「しょうがないよー。安藤先輩って、魔ま王おうだもん」







　第３話　勇者たるもの、魔王にはケンカを売っておくべし







　統とう吾ごがこの学校に初めて来た時から、ある一つの疑問が頭から離はなれなかった。そのうち朱あか音ねか明あき道みちに訊きこうと思っていたのだが、それは安あん藤どう和かず臣おみという生徒会長のことについて朱音から話を聞くと同時に解決してしまった。

「というわけで、こんなにたくさんいるんだよ」

「なるほど」

　統吾の疑問。それは、どうしてこんなにも生徒の数が多いのかということ。

　世界の数がどれだけ多いかわからない。世界間の行き来がどれくらいの頻ひん度どで起きているかもわからない。それでもこの学校は一学年につき五つクラスがあり、一クラス三十人で計算しても全体で四五〇人の生徒がいることになる。それに加えて、奈な々な子このような大人おとなだっているのだから、全部合わせたらもっと多い。

　いくらなんでも、別の世界関係の人間がこれだけいるなんておかしいのではないか。そう統吾は思っていたのだ。

　その答えは、生徒会長にしてどこかの世界の魔ま王おう、二年Ｃ組の安藤和臣の存在であった。

　和臣のいた世界は、魔王、つまり和臣が治める魔族側と、王様が治める人間側にきれいに分かれていた。どちらも互いに干かん渉しようすることなく、それぞれの統治者のもとで文化を築きずいてきた。

　魔族側と人間側の大きな差は、その統治者にあった。

　強大な力とカリスマを併あわせ持った和臣が治める魔族側は、自治もよく、魔族に似合わず平和であった。しかし無能な王が治める人間側は荒れ放題で、穏おだやかな魔族と殺さつ伐ばつとした人間という、言葉だけ聞くとおかしな構図ができあがっていた。

　これではまずいと思った人間の王は、ついに魔族への干渉を始める。お互い交流を持ち、よりよい世界を作ろうと提案したのだ。和臣の持つカリスマ性にあやかって、上う手まく人間側を治めようという魂こん胆たんが見え見えではあったが、提案自体は悪いものではない。和臣はそれを受け入れ、領土の一部共有を行った。

　容姿もほとんど変わらず、しかも穏やかな魔族たちは、人間たちを快く受け入れ、共同生活も順じゆん調ちように始まった。このまま共有領土が広がっていけば、やがては世界が一つになる。そんな未来が見え始めた頃ころ、事件が起きる。

　和臣が共同区域を訪ねた時のことだった。魔王の座を狙ねらっていた直属の手下が罠わなを仕掛け、共同区域ごと消し飛ばしてしまう魔法を発動させたのだ。時間をかけて綿めん密みつに根回しされた罠に和臣は気づくことができず、魔法の一部を改変させるのが精いっぱいだった。

　こうして、裏切りによって和かず臣おみと百人を超える住人達は世界を転移し、この世界にやって来たのだった。

「だから、この学校の生徒の何割かは、同じ世界の出身なんだよ」

「なっるほど」

　朱あか音ねは和臣と同じ世界出身のクラスメイトからこの話を聞いていて、大たい抵ていの生徒はそのエピソードを知っているという。

　これが、生徒が多い理由。大だい規き模ぼな移動があったということなのだ。

　そして、和臣のカリスマ性を知っている生徒が多いのだから、和臣が生徒会長に選ばれるのは当然といえば当然だった。魔ま族ぞくを統治していたのだから、学校一つをまとめることなど造ぞう作さもないことなのだろう。

「それで朱音、本題なんだが」

「え？　今の本題じゃなかったの？」

「何を言うか。本題はあの一いつ緒しよにいた美人の先せん輩ぱいのことに決まってるじゃないか」

「水み無な瀬せ先輩？　あの人は副会長だよ。統とう吾ごくんと一いつ緒しよで、他ほかの世界に行って帰ってきたっていう珍しい人だよ」

「お。ってことは日本人か」

　急に親近感が湧わいてきた。この世界からどこかの世界に行って、そこから帰ってくるのはかなり稀まれなのだ。世界の行き来に遭そう遇ぐうするだけで宝くじ一等ものなわけで、それを二回連続で体たい験けんするなんて、もう何億当たったかわからないくらいなのだ。

　そういうわけで、この学校に日本人は極端に少ない。統吾のクラスにも、日本人は統吾だけだ。

「うん。それでね……」

　二年Ａ組の水無瀬悠ゆう子こ。生徒会副会長。統吾と同じこの世界の人間であり、どこかの世界に行って帰ってきた人。

　悠子は何かのきっかけで他の世界に行き、そこで魔法の才能に目覚める。数々の魔法を習得し、その世界の人々を助け、まさに女神のような存在となる。

「ほう。女神とな」

「統吾くんだって勇者だし、この世界の人はすごいんだねー」

「ま、まあな」

　朱音の言葉が心に痛い。実はたいして強くないことを知らず、朱音は勇者だと言ってくれる。

　早く、強くならないと。

「それで、水無瀬先輩は自分でこの世界に帰る魔法を作りだして帰ってきたんだって」

「マジかよ。そりゃすごいな」

　そんな経けい緯いがあるので、世界の行き来の研究をしている学者たちにも積せつ極きよく的てきに協力しているらしい。悠ゆう子こが帰ってきた魔ま法ほうは、前にいた世界の魔法使いやアイテムを大量に使って成功させたものであるから、この世界ですぐには使えないのだという。

「安あん藤どう先せん輩ぱいのと一いつ緒しよで、学校じゃ有名な話だよ」

「恐ろしいな、生徒会」

　人前で魔法を滅多めつたに使わないため悠子の強さは未知数ではあるが、噂うわさによると和かず臣おみに匹敵するとかしないとか。さっきだって、和臣がグラウンドで使った魔法を防ぐ壁かべを作りだしていたのだから、あり得る話だ。

　他ほかの世界に行って帰って来た希き少しような人間として、悠子とは一度話をしてみるべきかもしれない。仲良くなりたいとか、そういう意味ではなく。あわよくばとか、そういう意味でもなく。

「……というわけで、今年ことしはこれでいくことに決定しました」

　と、何かが決まったという声が聞こえた。声の主ぬしは黒板の前に立っている委員長、転校初日に統とう吾ごを殴り飛ばした僧そう侶りよだ。

「ん？　何が決まったんだ？」

「さあ、私も聞いてなかったもん」

　授業が終わり、今はホームルームの時間。先生もいなかったので、統吾は隣となりの席の朱あか音ねとずっとお喋しやべりをしていたのだ。前で委員長が話をしているなんて気づきもしなかった。

　何か話し合いがされていたらしいが、統吾には何のことだかさっぱりわからない。クラスメイトたちは教室を出て部活に向かっていく。

　統吾が黒板を見ると、そこには『文化祭』の文字。

「文化祭？　そんな季節か」

「そうだねー。一か月後くらいじゃないかな」

　まっとうな学校ではないけれど、恒例のイベントはちゃんと用意されているらしい。ただ勉強するだけではつまらないし、外との交流が制限されている以上、学校が楽しくないと生徒たちをまとめるのが難むずかしいのだろう。

　そして、統吾にとっても高校の文化祭は初めてである。みんなで出し物を考えて、放ほう課か後ごも遅くまで残って準備をして、当日は大盛況で、終わると何だか寂さびしい気分になって。統吾にとっての文化祭はそんなイメージだ。それに転校してきたばかりの統吾にとっては、クラスメイトと仲良くなる絶好の機き会かいだ。

　おそらく出し物の話し合いをしていたのだろう。お喋りしていたせいで参加できなかったが、出し物は何でもいい。みんなで何かをするということが大切なのだ。

　統吾はまだ教室に残っていた明あき道みちに声をかけた。

「なあ、結局文化祭は何することになったんだ？」

　喫きつ茶さ店てん、お化ばけ屋や敷しき、いくつかの候補が統吾の頭の中に浮かぶ。

「聞いてなかったのかい？　僕らのクラスは不参加だよ」

「何いいいぃぃぃぃっ!?」

　統とう吾ごはその場から助走なしで約５メートルの立たち幅はば跳とびを見せる。狙ねらいは黒板の前に立っている委員長である。

「うわっ。何？　雪ゆき村むらくん」

「文化祭出ないってどういうことだよ！」

「聞いてなかったの？　このクラスは部活に所属している人がほとんどだから、みんな部の出し物に参加するんだよ。それならクラスは不参加にして、部活に専念できるようにしたんだ」

「何だよそれ！　部活入ってない奴やつはどうすんだよ！」

　今にも摑つかみかかりそうな勢いの統吾に身を引きながら、委員長は淡たん々たんと答える。

「お客さんとして楽しめばいいじゃないか。そういう人も多いと思うけど」

「そうじゃねえ。そうじゃねえんだよ委員長。お前はこの世界の人間じゃないからわからないかもしれねえけど、文化祭ってのは……そうじゃねえんだよ」

「……いまいちわからないんだけど」

　どうしたものか。今からでも何かの部活に入ろうか。いや、そもそも何の部活に入っていいかわからない。中学の時はサッカー部に入ったがすぐに辞めてしまい、ずっと帰宅部だった。今でこそ身体能力が上がって人並み以上に動けるが、運動はあまり得意ではない。文化系は才能の欠片かけらも感じられない。

「そうだ。俺おれ一人ひとりでも一年Ｂ組として参加する。これならいいだろ」

「それもダメだよ。クラスの半分以上が参加しないと認められないんだ」

「くそっ！　この眼鏡めがねめっ！」

　思わず委員長を突き飛ばしてしまった統吾だったが、委員長の両肩を押した瞬しゆん間かん、統吾の方が後ろに飛んでいた。

　何この下半身の安定感。

「いや……僕は眼鏡かけてないけど」

「お前、委員長ってのは眼鏡をかけるもんだぞ」

「え？　この世界には委員長は眼鏡かけないといけない決まりがあるの？」

「いや別に」

「……そう。じゃあ僕は部活に行くから」

　へえ。心の底から呆あきれた時、人ってこんな顔もできるんだ。

　委員長が出ていくと、教室の中にはもう数人しか残っていなかった。委員長とのやり取りを見ていた朱あか音ねと明あき道みちがやって来る。

「統吾くん、ダメだよ委員長を突き飛ばそうとしたりしちゃ。委員長の下半身の安定感は上級生からも注目されてるくらいなんだから」

「そんなにか!?」

　委員長の下半身の安定感はともかく、このままでは文化祭の出し物に参加できない。委員長の言う通り、客として参加するというのも選せん択たく肢しの一つだ。しかし、それでは楽しみが半減してしまう気がするのだ。

　といっても、クラスとしての参加は無理。部活に入ろうにも……。

「明あき道みちっ。お前は何か部活入ってるか？」

「いや僕はどこにも」

「朱あか音ねは？」

「私も入ってないよー」

　そうなのだ。まだ残っている。文化祭を楽しむ方法はまだ残っているのだ。クラスで参加できなくたって、入りたい部活がなくたって。

　なければ作ればいいのだ。

「よし！　朱音、明道、俺おれらで部活作って文化祭に出ようぜ！」

「……ん？」

「……え？」

　二人ふたり揃そろって同じようなリアクション。

「高校のイベントっていったら文化祭なんだよ！　そりゃあ客としてもそれなりに楽しめるけど、やっぱ出し物考えて参加するのが醍だい醐ご味みってもんなんだよ」

　両手を広げ、大げさに力説。

「まあ、この世界出身の統とう吾ごが言うんだから、そうなんだろうね」

「その通りだ明道。で、クラスで出るには半分以上必要なんだろ？　でも部活だったら人数関係なく出られるじゃん。それならもうこれしかないだろ」

　そこまでしなくても、と思われたかもしれない。しかし、統吾はそうしたかった。文化祭で何かやるというよりも、友達と何かをしたいのだ。

　最初に手をあげたのは朱音。

「さんせー！　それってすっごく楽しそうだもん！」

　遅れて明道もうなずく。

「僕も仲間に入れてもらおうかな。他ほかならぬルームメイトの提案だし」

　早くも部員を二人確かく保ほ。これで部を立ち上げて、文化祭に参加できる。おお、何だ、意外にあっさりいけるものではないか。

「明道、部の申しん請せいってどこでするんだ？」

「んー、わからないけど、生徒会なんじゃないかな」

　あの会長がいる生徒会か。ちょっと怖いが、この勢いを止めるわけにはいかない。

　統吾が走りだそうとすると、朱音に首根っこを摑つかまれた。

「待って統吾くん！」

「ぐぼあっ！」

　恐ろしい力で引き戻される。魔ま法ほう使つかいで女の子とはいえこの力。朱あか音ねのいた世界というのは全体的に強いのではないだろうか。

「あ……大丈夫？」

「お、おう……。平気平気、勇者たるもの、首は重点的に鍛きたえておかないといけないからな！」

　首をぐるりと回して、おかしなことになっていないか確かく認にんする。うかつな行動は致命傷になるな、この学校は。

「あのね統とう吾ごくん、もう一人ひとり誘っていいかな」

「そりゃあ、多いに越したことはないけど、誰だれ？」

　統吾の答えを待たずに、朱音はある席に駆かけ寄った。

「瑞みず希きちゃん。ちょっといい？」

「……何？」

　その女子生徒は席に座って本を読んでいた。ちらっと表紙を見ると、小説でも教科書でもなく、日本においてここ数年で急成長を遂げた企業の社長が書いた「儲もうける技術」という本だった。おそらく経営術とかそんなことが書いてあるのだろう。

　瑞希と呼ばれた女子は顔を上げる。毛先がちょっと跳はねた肩あたりまでの髪は、薄うっすらと紫むらさきがかっており、当然ながら日本では見かけない色だった。でもそれは白い肌と少しつり上がった目に似合っていて、こんなきれいな女の子がクラスにいたのにどうして気づかなかったのだろう。

「瑞希ちゃん、部活入ってないよね。私たちと一いつ緒しよに新しい部活作ろうよ」

「入ってないけど……。私はいいよ」

　本を閉じると、瑞希は言った。

「えー、一緒にやろうよー」

　朱音が勧かん誘ゆうしている間に統吾は明あき道みちに近寄り、小声で訊きいた。

「なあ、この娘こ、誰だれ？」

「穂ほ科しな瑞希さん。見ての通りきれいな人だよ。僕はまだ話したことないけど。そうだね、この学年で五本の指に入るんじゃないかなあ」

　五本の指というのが強さではなく見た目だということは考えなくてもわかる。

　瑞希も部活に入っていないのか。ここで新設する部に誘うことができれば、朱音に瑞希と、とても華やかな部になることは間違いない。よし、言いだしっぺである自分も勧誘に加わるしかあるまい。

「なあ、俺おれ、雪ゆき村むら統吾っていうんだけど……うわっ！」

　瑞希の席に近づこうとして、何かにぶつかった。そこには大きなリュックサック。山登りでもするのかというサイズで、しかもパンパンに中身が入っていた。ぶつかった時の感覚で、かなり重いというのもわかる。

「ちょっと。それ私のなんだけど、蹴けらないでくれる？」

「あ、ああ。すまん」

　どうして瑞みず希きがこんなに大きなリュックを持っているのかなんてことはどうでもいい。今やるべきことは勧かん誘ゆうである。統とう吾ごは朱あか音ねに並んだ。

「なあ、えっと、み……瑞希、俺おれたちの部活に……」

「名前で呼ばないで欲しいんだけど」

「すみませんでした」

　怖いこの人。睨にらんだ時の目は人を謝あやまらせる何かを放っている。何だよ、朱音は名前で呼んでいたじゃないか。

「ねーえ、一いつ緒しよにやろうよー」

「瑞……穂ほ科しな、部活入ってないならいいじゃないか。文化祭に参加するのは楽しいぞ。高校といえば文化祭、文化祭といえば高校の一大イベントだ」

「別に……あんまり興きよう味みないし」

　明めい確かくな理由で断らないということは、まだ可能性があるのではないだろうか。これは押せばいける。そう統吾は判断した。

「部活は楽しいぞ。何か一つのことをみんなでやるのって素す晴ばらしいじゃないか」

　大げさに両腕を広げてみせる。我われながらうさんくさい。

「その考えを否定するつもりはないけど、私がそれに参加しようとは思わないわ」

　本を開こうとする瑞希。ここで興味を失わせてしまっては負けだ。もっと部活のいいところをアピールするのだ。とはいっても、統吾自身も部活の経けい験けんがほとんどないので、九割は友達の話と想像になる。

「大会とか発表会を目指して頑がん張ばってさ、結果がよくても悪くてもやり切った感じが清すが々すがしくてさ、部活が終わったらみんなでお喋しやべりしてさ、帰りに買い食いとかして、コンビニでアイス買って食べたり……」

　ぴくっ。

　と、瑞希の眉まゆが動いた。

　明らかに何かに反応している。統吾は自分が言ったことを思い出した。瑞希は何に反応をしたのか。大会のことか、お喋りのことか、買い食いのことか。

　瑞希は開きかけた本を閉じ、机に置いた。

「……町まち村むら統とう合ごう、だっけ？」

「雪ゆき村むら統吾だ！　統吾って呼んでくれていいぞ」

「じゃあ統吾、あんたはこの世界の人間なんでしょ？」

「そうだぞ。生きつ粋すいの日本人だ」

　ちなみに、九きゆう州しゆうと関かん東とうのハーフだという自己紹介は小学生で封印した。理由は、本物のハーフがクラスにいたからだ。

「あの、さ、購こう買ばいに売ってるアイスっていうのは、この世界では普通にある物なの？」

「まあ、少なくともこの国にはどこでも売ってるな」

「購買にある物以外にも、アイスってたくさん種類があるの？」

「むしろ、購買にあるのはごく一部だぞ」

　購買なんて、カップアイスとシャーベットが少しあるだけだ。

　ふむ。瑞みず希きはアイスに反応したようだった。どうやら、瑞希の世界にアイスのような食べ物はなかったらしい。

「私のいた世界はここより暖かい気候で、でもあんな食べ物なくて……」

　訊きいてもないのにアイスの話を始めてしまった。相当アイスが美お味いしかったのだろう。明あき道みちもこの世界のご飯は美味しいと言っていたし、数ある世界の中でも、この世界の食文化は誇れるレベルなのかもしれない。まあ、この世界には魔ま法ほうがないのだから、一つくらい自じ慢まんできることがあってもいい。

　よし、これで押してやる。

「実はな穂ほ科しな、この国には購買で売ってるような百円のカップアイスだけじゃなくて、色いろんな種類のアイスがあるんだ」

　購買のアイスの種類など限られている。案あんの定じよう、瑞希は見事な食いつきをみせた。

「まだあるのっ？」

「そうだ。ソフトクリームってのがあってだな……」

「そふとくりーむ……な、名前だけで美味しそう……」

　にやけた口元から今にもよだれが垂れてきそうだ。さっきまでのクールなイメージが崩ほう壊かいしつつある。実は瑞希は普段ふだん氷の仮面をかぶっていて、それが溶けてきたのかもしれない、そう、アイスだけに。

　心の中で座ざ布ぶ団とんを一枚のっけつつ、統とう吾ごは続けた。

「それ以外にも、アイスをボールみたいにしてコーンの上にのっけて食べるタイプもある」

「ボール……」

　こんな感じかな、と、瑞希はアイスの形を想像しているようだ。とろんとした目でどこか遠くを見つめる姿は、王子様を夢見る少女のようだ。
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「その気になれば、違う味を二段、三段と上乗せできる」

「なんて素敵すてきっ！」

　瑞希の心は完全にアイスに支配されている。アイスを作っている人が見たら、さぞかし喜ぶことだろう。

　そして、統とう吾ごはとどめを刺す。

「そんなアイスは、一人ひとりじゃなくてみんなで食べた方が美お味いしいだろうなあ」

「……っ！」

「色いろ々いろお喋しやべりしながら、違う味を買って一口交換とか、一人じゃできないよなあ」

　瑞みず希きはうつむき、机の上で握った拳こぶしを震ふるわせている。瑞希の中で今、何かと何かが戦っているようだ。やがて、絞り出すように呟つぶやいた。

「好きな時に休んでいいなら……」

「ぃよっし！　決定！　部の申しん請せいしてくる！」

　今度こそ統吾は教室を飛び出した。これで四人。アイスの存在に感かん謝しやしつつ、統吾は生徒会室目指して走った。

　放ほう課か後ごの人の少ない廊下を駆かけ抜け、三階の生徒会室のドアを開ける。そしてその場でジャンプ、くるりと一回転。

「俺おれ！　入！　室！」

　見えない衝しよう撃げき波はで教室の外まで吹っ飛ばされた。

「ぶふぅ！」

　入ってきたドアから廊下に弾はじき出され、壁かべに背中を打つ。教室の中に一秒もいなかった気がする。

「うわっ。何な故ぜか統とう吾ごくんが生徒会室の前でぐったりしてる」

　後から来た朱あか音ねが驚おどろきの声をあげる。

「もしかして、申請が通らなかったのかい？　それにしては早いけど」

　明あき道みちが差し出した手を握り、統吾は起き上がった。

「いや、まだ何も言わないうちから吹っ飛ばされた」

「異物を排除するのは当然だろう」

　教室の中から低い声がした。統吾は改めて生徒会室に入る。机がいくつか並んでおり、その一番奥に安あん藤どう和かず臣おみが座っていた。眼鏡めがねの奥の二つの目は、睨にらんでいるわけでもないのにどこか威い圧あつ感かんがある。

　カリスマ性を持ったどこかの魔ま王おう。おそらく、統吾の何倍も強いのだろう。今の衝しよう撃げき波はだって、相当手加減したに違いない。

　教室には副会長の悠ゆう子こもいて、優ゆう雅がに紅茶を飲んでいた。ここまで紅茶が似合う人はそうはいないと思った。

「異物とは失礼ですよ会長。俺おれは一年Ｂ組の雪ゆき村むら統吾です」

「……聞かない名前だな」

「転校してきたばかりですから」

　すると悠子が「あら」と微笑ほほえむ。

「もしかして日本人の転校生というのはあなたですか？」

「はい。他ほかの世界に行って帰ってきました。水み無な瀬せ先せん輩ぱいもそうだって聞きました」

「そうですよ。数少ない帰き還かん組ですから、よろしくお願ねがいしますね」

「はいっ」

　おお、早さつ速そくいい感じだ。悠子のふんわりした笑顔えがおは、人に癒いやしを与えてくれる。女神と呼ばれていたのも納得できる。

「それで、何の用だ」

　そんないい気分を染め変えたのは和臣の低い声。

　実際はどうなのかわからないが、その冷たい目つきのせいで不ふ機き嫌げんのように見える。

「新部活設立の申しん請せいに来ました。申請は生徒会でいいんですか？」

「ああ、まずは生徒会で受付をして審しん査さ。その後に教師に提出し、そこでもう一度審査がある。……それで、部員はお前と、後ろの二人ふたりで三人か？」

「はい三人……ん？」

　振り返る。そこには朱音と明道。一人ひとり足りない。

「アイス……じゃなくてあいつは？」

　朱音が答える。

「瑞みず希きちゃんは購こう買ばいにアイス買いに行ったよ」

　欲望に忠実な奴やつだ。まあ、申しん請せいするのに全員揃そろっていないといけないというわけでもない。

「ここにいない一人ひとりを含めて四人です」

「それで……部の名前と活動内容は？」

　統とう吾ごは固まった。

「…………あ」

　ぎこちない動作でもう一度振り返る。明あき道みちと目が合う、逸そらされた。朱あか音ねと目が合う。逸らされた。

　やっべー。

「まさかとは思うが、何も考えずに申請しに来たのか？」

　いやあ、勢いって怖い。

　しかしここでそれを認めては、また外に吹っ飛ばされる危険性がある。

「そんなわけないに決まってるじゃないですか。ちゃんと考えてきてますよ」

「そうか。では何部だ？」

　ええと、何だ。自分は何がしたいんだっけ。文化祭に参加する。朱音たちと楽しく何かをする。そうではなくて、もっと純粋に、何かを目指していなかったか。こうなりたいと、誓わなかったか。

　そうだ。

　勇者になるのだ。

　強くなって、弱い世界の勇者ではなく、どんな世界の奴やつにも負けない、本当に強い勇者になるのだ。

「勇者部です」

　はっきりと、統吾は言った。思ったことをそのまま言ってしまった。

　別に、部を作ったところで強くなることに直結するわけではない。修行するだけだったら、一人で黙もく々もくと山にでも籠こもっていればいい。でも、統吾は知っている。強くなるために必要なのは、修行よりも仲間なのだと。魔ま王おうを倒すためにラッカと共ともに旅をした半年間で、統吾はそれを学んだ。

　だから、仲間と、友達と一いつ緒しよに過ごす空間が欲しい。

　そして、自分を強い勇者だと思ってくれている朱音のためにも、少しでも早く誰だれにも文句を言われないような勇者になって、見み栄えを見栄でなくすのだ。弱いままだったら、信じてくれている朱音を裏切ることになってしまう。

「……今何と言った？」

　和かず臣おみは何かの聞き間違いだと思ったらしい。

　そして気づく。しまった。もっとカッコいい名前の方がよかっただろうか。というより、よく考えたら勇者部ってなんだよ。

　勇者だから、えっと、何だろう。ブレイブだっけ。そんな感じだった気がする。もっと英語を勉強しておけばよかった。カッコいい言葉を探す時、すぐに英語に頼るのもどうかとは思うけど。

「やっぱブレイ部にします」

「いや、変更されても意味がわからないが」

「ふふっ。おもしろいですね」

　和かず臣おみは呆あきれ、悠ゆう子こはにこにこしている。

「一応訊きくが、活動内容は？」

「誰だれもが認める勇者になるために、修行を毎日積つみます。それで、もし魔ま王おうが現れたりしたら迷わずぶっ潰つぶします！」

「……お前、よくそんなことを俺おれの前で言えたものだな」

　そういえば会長は元魔王だった。勇者とは魔王の天敵。統とう吾ごは今「あなたの天敵になるための部を作ります」と言ってしまったようなものなのだ。しかし言ってしまったものは仕方ないし、吞うそを言っているわけでもない。

　ここで明あき道みちや朱音に助けを求めることはしない。何な故ぜなら、ここで頼るのはあっちにとって無茶むちや振ぶりにしかならないからだ。

「俺たちは、文化祭に部として参加したいんです」

　新部活申しん請せいのもう一つの目的を正直に告げる。

「なるほどな。それで、文化祭では何をするつもりだ？」

「勇者です」

「もう帰れ」

　和臣が指をパチンと鳴らすと、統吾はまたも教室の外に弾はじき出された。

「ぐおっふ！」

　さっきと同じ壁かべにぶつかり、廊下に尻しりをつける。普通の人間だったらもう病院送りだ。

「大丈夫かい？」

「明道……お前、今よけただろ」

「君が女の子だったら受け止めたんだけどね」

　同感だ。

　統吾は跳はね起きると、三度生徒会室に飛び込んだ。

「会長！　ひどいじゃないですか。俺もう背中メッタメタですよ」

「それにしてはよく喋しやべるな。とにかく部活の件は却下だ。そんなわけのわからない部に予算が割さけるか」

「俺たちは真剣です。みんなで帰りにコンビニで買い食いしたいんです！」

「勝手にやってろ」

　吹っ飛ばされる。何度も喰くらっているのに見えないしよけられない。何の動作もなしで魔ま法ほうを発動させるなんて、和かず臣おみの実力は統とう吾ごの予想の遥はるか上をいっているのかもしれない。

「統吾くんっ！」

　今度は背中を打ちつけることなく、朱あか音ねに抱きとめられる。だから明道、よけるなって言ってるだろ。

「あぁ朱音、お前は柔らか……じゃなくて優やさしいな」

「でもごめんね。私、回復魔法は苦にが手てで、口こう内ない炎えんを治すくらいしかできないの」

「いやそれすっげー便利」

　今度お世話になろう。

　さて、もう一回生徒会室に入っていったところで、何度でも外に弾はじき出されるだろう。今度は廊下にではなく、窓からグラウンドに飛ばされかねない。部活の名前と活動内容を練って出直すべきか。しかし、一度却下をもらってしまっているから、次に行っても顔を見ただけで却下される可能性が高い。

「少しよろしいですか？」

　と、生徒会室から出てきたのは悠ゆう子こだった。座り込んでいる統吾からは見上げる形になる。

「何ですか？　えっと、水み無な瀬せ先せん輩ぱい」

「悠子でいいですよ。皆さんにそう呼んでもらってるんですよ。安あん藤どうくんだけは呼んでくれませんけど」

　瑞みず希きは名前で呼ぶなと言い、悠子は名前で呼んでくれと言う。その辺の基準がなんなのかよくわからない。

「悠子先輩、僕たちにまだ何か？　それとも、僕個人に何か？」

　すっ、と明あき道みちが出てくる。この動きの速さはさすがとしか言いようがない。くそ、座っていたせいで出遅れた。しかも美男美女が並んでいると絵になるのが悔くやしい。

　明道はおもむろに悠子の肩に手を伸ばす。しかし悠子はそれをおもむろに払いのけた。払いのけたという感じがしない程ほどのおもむろさだった。行き場をなくした明道の右手だったが、明道はおもむろに髪をかき上げることでごまかしている。

　悠子は微笑ほほえみ、言った。

「皆さんにお伝えしたいことがありまして。新部活の申しん請せいを確かく実じつに通す方法があるんです」

　その言葉に統吾は思わず跳はねるように立ち上がった。

「ホントですか!?」

「ええ、ホントですよ」

　申請は最初に生徒会で受付をし、まずそこで審しん査さをする。次に先生たちの間で審査をし、承認されれば晴れて部活設立となる。そう和臣は言っていた。その二回の審査を確実に通す方法があるなんて。

「一応訊ききますが、合法的なやり方ですよね」

　明あき道みちが言うと、悠ゆう子こは「当然です」とまた微笑ほほえんだ。

「強引ではありますけど、問題はありません。悪いことは何一つありませんよ」

「教えてください。お願ねがいします」

「ええ。実はですね……」
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「燃もえてきたあっ！」と叫びながら統吾たちが去っていき、悠子が生徒会室に戻ってくる。和かず臣おみは席に座ったまま悠子を睨にらみつけた。

「余計なことを」

「あら、あの子たちは一年生なんですから、むしろ教えてあげるべきではないですか？　チャンスすら与えないなんて、生徒のための生徒会としてあるまじきことですよ」

　魔ま王おうである和臣が睨んでも、悠子は少しも怖おじ気けづくような仕し草ぐさは見せない。和臣が統治していた世界であれば、魔物も人間もこの眼光だけで瞬またたく間まに逃げだしていたというのに。それほど魔力に自信があるのだろうか。

　和臣が見た悠子の魔法は、魔法が絡むような揉もめ事ごとがあった時に生徒を守るために使った防ぼう御ぎよ魔ま法ほうと、傷を治す程度の誰だれにでもできる回復魔法のみ。攻こう撃げき系けいなど使う素そ振ぶりも見せたことがない。使えないのか、使わないのか。

「……ふん。まあ、どうせあいつらには無理だ」

「それはわかりませんよ。友情の力でどうにかなってしまうかもしれません。仲良さそうでしたし」

「そんな精せい神しん論ろんでどうにかなるなら苦労はない。所しよ詮せん、最後は力だ」

「そうでしょうか」

　そうだ。友情も絆きずなも信頼も、必要ないものだ。

　前にいた世界、魔王として統治をしていた世界で、自分は裏切られた。一番信頼を寄せていた部下の罠わなにはめられ、この世界に飛ばされてしまった。

　人間の王が魔族との融ゆう和わを提案し、それに同意した時、魔族側からはたくさんの反発があった。その時も、あいつは賛成派として魔族たちを説得してくれた。今思えば、それもあいつの作戦の一つだったのかもしれない。自分の信頼を得て、隙すきをうかがう。そしてまんまと策にはまってしまった。

　この世界に来たのは自分だけではなく、多数の人間や魔族も一いつ緒しよに来ている。彼らは自分を優ゆう秀しゆうな統治者として認めてくれ、この学校の生徒会長という役やく職しよくに推すい薦せんしてくれた。そのことに不満はない。統治者たる者、規き模ぼの大小にかかわらず、仕事をまっとうするべきだ。

　だが、誰だれも信じることはない。

　同じ出身の魔ま族ぞくも人間も、当然、悠ゆう子こでさえも。

　授業も、部活も、文化祭も、すべては友情ごっこ。上うわっ面つらだけの絆きずなを信じて、いつかそれがハリボテだということを知ればいい。

　信じられるのは、自分だけだ。

「水み無な瀬せ、四し天てん王のうを集めろ」

　生徒会は会長一人ひとり、副会長二人ふたり、書記一人、会計一人で成り立っている。和かず臣おみは、自分以外の四人を四天王と呼んでいた。

　四天王という響ひびきを気に入っていて、いつか使いたいと思っていた。しかし前の世界では部下が四人括くくりになることがなく、使うことができなかったのだ。

「あの、書記と会計の二人は、クラスの出し物の準備があるので、しばらく生徒会を休むと昨日きのう言っていましたよ」

「……そうだったか」

　そう言われればそんなことを言っていたような気がする。文化祭の運営は文化祭実行委員会が仕切っているので、生徒会にはあまり仕事がないのだ。書記と会計は一年生。初めての文化祭のせいか張り切っていて、クラスの手伝いをするためにしばらく生徒会を休んでいいと許可を出したのだった。

「呼びますか？　校内にはいると思いますけど」

「いや、いい。それよりあいつはどうしている」

　あいつというのは、もう一人の副会長のことだ。

「今日きようは欠席です」

「またか」

　あいつは休みがちなのであまり期待はしていない。最後に見たのはいつだったか。

「会長、何か用ですか？　私でよければお手伝いしますけど」

「ああ、頼む。俺おれたちも文化祭に参加する」
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「文化祭の宝探し？　それに勝てばいいの？」

　部室棟の三階、一番端の部へ屋や。ちょうど空あいていたので、悠子がここを手配してくれた。もし正式に部活が設立できたら、ここをそのまま部室にしてくださいとのこと。

　その場にいなかった瑞みず希きを呼び寄せ、悠子に教えてもらった部活の申しん請せいを通す方法を説明した。瑞希はアイスを食べたばかりなので機き嫌げんがよく、統とう吾ごの話をちゃんと最後まで聞いてくれた。

「そーゆーことだ。楽勝だろ」

　文化祭の宝探し。これは毎年行われている行事で、内容はいたってシンプル。文化祭当日に、学校のどこかに隠された宝を見つければ勝ちというものだ。

　どうしてそれで部活を作ることができるかというと、宝探しの優ゆう勝しよう者しやには何でも好きなものが与えられるからだ。もちろん、法律、校則、常じよう識しきの範はん囲い内ないだ。悠ゆう子この話では、去年の優勝者は昼ご飯一年分、一昨年はテニスコートのナイター設備を手に入れたという。どれも財さい布ふを助けたり、部活を充実させたりと、学生っぽい賞品である。これで統とう吾ごたちが優勝することができれば、新しい部活を作るという希望も認められるだろう。

「でもこれってさ、部として文化祭に出るってのとは違くない？」

　瑞みず希きは当然の疑問を口にした。部を作るために文化祭の宝探しに参加するということは、部として文化祭に参加することはできないということだ。

「最初の目標とは違っちゃうけど、文化祭は来年もあるし、みんなで一つのことをするっていうのはあってるし、いいだろ」

「……適当ね。ま、いいけど」

「頑がん張ばろうねっ！」

「あ、う、うん……」

　朱あか音ねが瑞希の手を握ると、瑞希は恥ずかしそうに目を泳がせた。瑞希はあまりこうやって人と接したことがないのかもしれない。

「ところで統吾、本当に『ブレイ部』にするのかい？　君がいいならいいけど、ダジャレでつけてしまってもいいのかな」

　明あき道みちが黒板に書いてみせる。確たしかに勢いで言ってしまった名前だが、統吾としてはそれほど悪くないのではないかと思っている。いいじゃん、ブレイ部。活動内容は決まってないけど。

「他ほかに候補でもあんのか？」

「はいはーい」

　手を挙げたのは朱音。朱音は黒板に大きくその名前を書いた。

「『あそ部』にしようよ！」

「それはアレか？　熊くま本もと県にあるカルデラ世界一の阿あ蘇そ山を研究する会ってことか？」

「違うよー。っていうか阿蘇山って知らないもん。遊ぶってことだよ」

　どストレートなネーミングだった。活動内容を訊きかれたら「遊ぶ」と答えるしかない。それはもはや部活ではない気がする。

「だったらブレイ部の方が字じ面づらが良くないか？」

「どっちもどっちね」

　瑞希はもう飽あきてきたようだ。

　部の名前は結局保留となった。そもそも宝探しに勝ってからの話なので、今焦あせる必要もない。

　ふと目に入ったので、統とう吾ごは瑞みず希きに訊きいた。

「なあ穂ほ科しな、そのリュックって何が入ってるんだ？」

　瑞希の傍かたわらに置いてある大きなリュックサック。パンパンに膨ふくれているそれは、授業に使う教科書が入っているわけでもなさそうだ。

「商品よ」

「商品？　何か売ってんの？」

「まあね。私、前にいた世界では色いろ々いろ売り歩いてたから」

　瑞希は少し自分の話をしてくれた。瑞希は行商人で、色々な場所を旅しては、物を仕入れ、売るという仕事をしていた。儲もうけは順じゆん調ちようで、それなりにお金も貯たまってきたので、どこかの街に落ち着いて店を出そうと考えていた。

　そんな時、ある同業者からいわくつきという彫刻を買わないかと商しよう談だんを持ちかけられる。いわくつきのアイテムは何が起こるかわからないため、商人の間では敬遠されているが、コレクターの間では高値で取引されることもある。瑞希も怪あやしいアイテムを持ち歩きたくはなかったが、高く買い取ってくれそうなコレクターに心当たりがあったので、それを買うことにした。

　当然ながら安く買い取ることができて、これを売ればかなりの利益が出る計算だった。しかしその彫刻こそが、世界間の行き来を発動されるアイテムだったのだ。

「それでこの世界に来たってわけか」

「そういうこと。まったく、参っちゃうわ」

「で、そのリュックには穂科が売る予定だった色んなもんが入ってるのか」

「馬車の幌ほろごと飛ばされたからね。部へ屋やにも荷物がたくさん置いてあるわ。スペースが欲しいから、一人ひとりで部屋を使わせてもらってるの」

　学校でもリュックサックを背負っているのは、ずっとそういう生活をしてきたため、背負っていないと落ち着かないのだそうだ。

　朱あか音ねが言っていた、二人ふたり部屋を一人で使っているのは瑞希のことだったのだ。物がたくさんあるのなら仕方ないとは思うし、そもそも瑞希が相部屋を好みそうな感じはしない。

　そして統吾は思った。

　瑞希は商人。商人というのは普通、戦ったりしないものだ。つまり戦せん闘とう力りよくに関してはたいしたことないはず。もしかしたらからっきしということもある。

　統吾には気になっていることがあった。それはこのメンバーの力の序列である。朱音は統吾より強く、おそらく明あき道みちよりも強い。統吾と明道ではおそらく明道の方が上だろうが、なんとなく悔くやしいので同じくらいだと思うことにしていて、果たして瑞希はどうなのか。男二人は、女二人に完敗するのか。

　これは、はっきりさせておかなければなるまい。

「穂科、宝探しはかなりハードな競きよう争そうになるらしい。そこで、俺おれがお前がどれくらい動けるかってのをみてやるよ」

「は？　別にいいでしょ。やるとなったら私だってマジメにやるし、足手まといになるつもりはないわ」

「いいや、事前にメンバーの力を把握するってのも大事なことだ。ってわけでおりゃあああっ！」

　問答無用で飛びかかる。

「このバカっ……！」

　瑞みず希きはすぐさま椅い子すから飛びのくと、リュックの横についているポケットから何かを取り出した。朱あか音ねのような魔ま法ほうの杖つえかと思ったがそうではなく、瑞希の持っている物は電卓だった。

「ふふふ……いかにも商人らしいもんだなあ。だがそんな物で俺おれを倒せるかあああっ！」

「統とう吾ごくん、すっかり悪者だよぉ」

「彼の好きなようにしてあげればいいさ」

　横で朱音と明あき道みちが何やら話しているがそんなことはどうでもいい。いくら相手が女の子で商人でも、男には飛びかからなければいけない時がある。

　瑞希が電卓を叩たたく。こんな時に何を計算するというのか。

「できたっ」

　と瑞希が言った瞬しゆん間かん、統吾の目の前に冷気が集まってくるのがわかった。ひんやりした空気はキラキラと光る小さな粒を運び、集め、やがてバスケットボールほどの氷の塊かたまりとなった。

　瑞希はそれを手に乗せ、いや、正せい確かくに言えば少し手のひらから浮いているが、大きく振りかぶった。

「いぃっ!?」

「そー……れっ！」

「がふあっ！」

　腹に重たい一いち撃げき。体を「く」の字に曲げて、統吾は後ろへ飛んでいく。このままだとまた窓を突き破って外に放り出されてしまう。

「明道くんっ！」

「ああ、わかってるよ」

　だがこの教室には朱音と明道がいる。ものすごい勢いで飛んでいる統吾ではあるが、二人ふたりなら受け止めてくれる。そう信じている。

　そして二人は、統吾の飛ぶ先に回り込み……。

「せーのっ」

　窓を開けた。







　第４話　勇者たるもの、デートのためにスタバは嗜たしなむべし







　アーチバールで魔ま王おう討とう伐ばつの旅をしている途中、統とう吾ごはラッカにある場所に連れて行かれた。そこはいわゆる歓かん楽らく街がいで、夜の方が活気がある場所だった。酒を提供する飲食店が並び、いい気分になった人たちが笑いながらすれ違っていく。

「おいラッカ。どこ行くつもりだよ」

「トーゴさん。ここにかわいい女の子が揃そろってる店があるんですよ」

　お酒を飲みながら女の子と話をする。それはつまり、統吾の世界でいうところのキャバクラという場所ではないだろうか。アーチバールでは酒に年ねん齢れい制限がないので違法というわけではないが、高校生でキャバクラなんて、どうしても腰が引けてしまう。それに、今は魔王を倒すための旅の途中ではないか。自分たちには、崇すう高こうな目的があるのだ。

「ラッカ。俺おれたちは何よりもまず魔王を倒さないといけないけどたまには息抜きも必要だと思うんだ」

「トーゴさんの変わり身の速さには尊敬せざるを得ないっす！」

　というわけで、統吾とラッカはある店に入った。照明を弱くしているので店内は薄うす暗ぐらい。男と女の笑い声が飛び交う賑にぎやかなところで、椅い子すとテーブルが木製であることを除いて、統吾のイメージするキャバクラに近かった。

「いらっしゃいませ！　……あ、その剣、もしかして……」

　受付をしていた女の子は、すぐに統吾の腰にある剣を見つけ、目を丸くした。ラッカの言う通りで、おとなしそうでかわいらしい女の子だった。受付の娘こでこれだけかわいいのだから、接待をする女の子はもっときれいに違いない。

「その通り。この方は伝説の剣を抜いた勇者、トーゴさんだ！」

　得意げに統吾を紹介するラッカ。すると女の子はぴょんぴょん跳とんで驚おどろきと喜びを表現し、真まっ赤かな顔で統吾を見つめた。

「この街に来てるとは聞いてたんですけど、まさかお会いできるなんて！　私、サクラっていいます。あ、握手してくださいっ！」

「お、おう。握手くらいならいくらでも」

　サクラの驚き具合に統吾も驚きつつ、手を握る。するとサクラはまたもぴょんぴょん跳んで「もう手洗わないです！」とアイドルの握手会に来たファンのようなことを叫んだ。

「やっぱトーゴさんモテますね！」

「いや、俺まだ魔王倒したわけじゃないんだけど……」

　サクラは興こう奮ふんしすぎて受付の仕事を放棄してしまったので、代わりに店長が出てきた。温和そうで腰の低いおじさんで、トーゴたちを一番奥のテーブルに案内した。妙に大きな椅い子すが気になったが、ＶＩＰ用ということだろうか。

「当店自じ慢まんの女の子をお呼びしますので、少々お待ちください」

　先に出された酒を一口飲み、統とう吾ごは気持ちを落ち着かせた。あまり女の子に縁えんのある人生を送ってきていないので、どんな話をすればいいのかわからない。しかも自分はこの世界の人間ではないので、最近の流は行やりなんて知るはずもない。もちろん女の子は接待のプロなので、上う手まく話題を提供してくれるだろう。それでも、美人ばかりだと思うと余計に緊きん張ちようしてしまうのだ。

　周りを見回すと、どのテーブルからも楽しそうなお喋しやべりが聞こえてくる。魔ま王おうの恐怖に怯おびえているこの世界だが、だからこそこういう場所は活気づくのかとも思った。少しでも早く魔王を倒して、ここで飲むお酒をもっと美お味いしいものしたい。統吾は気合いを入れ直した。それならここでお酒を飲んでいる場合ではないのだが、それは、まあ、明日あしたから頑がん張ばる。

　そこで、統吾はある違和感に気づいた。

「……あれ？」

「どうしました？　トーゴさん」

　客の相手をしている女の子。そのほとんどが、こう、ぽっちゃりというか、ふくよかというか、厚みがあるというか、奥ゆきがあるというか。とにかくそんな感じなのだ。

　それに連動して、道中のラッカとの会話を思い出す。ラッカが「あの娘こ、かわいいっすね」と言った女の子は、どれもみな統吾の趣しゆ味みとは違っていた。もしそのラッカの趣味で店を選んでいるのなら、これは大問題なのではないだろうか。

「こんばんはー。キサラでーす」

「トミサでーす」

「イチカでーす」

　そしてやってきた三人の女の子。店長は「人気トップ３です」と見事な笑顔えがお。ラッカも「うはー！　この店レベル高いっす！」とご満悦。

　この三人が橋に乗ったら、すぐさま崩ほう壊かいしてしまうだろう。

　統吾は、椅子が大きい理由を知った。

　異性の趣味は人それぞれ。どんな趣味であっても、それを非ひ難なんするようなことはしない。たとえそれが、無差別級であっても。

　でも、その趣味に他ほかの人を巻き込んでしまうのはいかがなものかと思う。

「お、俺おれ、さっきの娘、サクラちゃんがいい！」

　席を離はなれようにも、両りよう脇わきをがっちり押さえられているので動けない。テコでも動きそうにない。物理的な意味で。

「は？　何言ってんすかトーゴさん。あの娘こなんて全然かわいくないじゃないっすか。まさか……トーゴさんってＢ専だったりするんすか？」

「違ちげえよ！　殴るぞお前！」

　自分の趣しゆ味みが少数派だと自覚がない奴やつが何より厄やつ介かいだ。

　すると、統とう吾ごのコップにお酒が注がれた。本名か源氏名かはわからないが、キサラという女の子だ。

「ほら、楽しく飲もうよー。私、勇者様がこんな二枚目だとは思わなかったよー」

「俺おれは君が前まえ頭がしら何枚目か知りたいよ！」

　何か熱あついんだよさっきから。

「トーゴさん、今夜は楽しくなりそうっすね！」

「だから俺はっ……。サクラちゃん！　サクラちゃぁぁぁぁん！」
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「あのね、私はね、最初は統吾くんを受けとめようと思ったんだよ。でもね、明あき道みちくんが窓に手をかけたから『あ、そっちなんだ』って思って……。あと、寝言で『はっけよーい、のこった！』って言ってたけど、どんな夢見てたの？」

　これは保健室での朱あか音ねの言葉。

「僕だって何も考えずに窓を開けたわけじゃないさ。これから部を作ろうって時に、学校の窓なんて割ってしまったら、先生方の心証も悪くなるだろう？　だから決して君を見捨てたわけじゃないんだよ」

　これは保健室での明道の言葉。

「私の世界の魔ま法ほうは数式なの。この電卓に数式を打ち込んで、その組み合わせで魔法が決まるの。長ければ長いほど強力で、その分魔力も消費するわ。ところでもう帰っていい？」

　これは保健室での瑞みず希きの言葉。

　統吾は瑞希の魔法によって外に放り出され、グラウンドに墜つい落らくした。腹に直ちよく撃げきした氷の塊かたまりは統吾のあばら骨を三本砕くだき、保健室へ運び込まれたのだった。心の病やまい以外は何でも治せることで有名な保健の先生に診てもらい、統吾の骨折はあっという間に治ってしまった。統吾はこれで数日の間に二回あばら骨を骨折したことになる。

　アーチバールでの悪夢から統吾が目覚めた時にはすでに骨折は治っており、目を開けると泣きそうな顔をした朱音と、保健の先生を口く説どく明道と、帰りたそうな顔をしている瑞希がいた。

　三人の意見やら言いい訳わけやらを聞いたあと、とりあえずその日は解散になった。

　部を作るためには文化祭の宝探しに勝利しなければならない。それがわかっただけでかなりの収しゆう穫かくと言えるが、実際のところ、他ほかに何ができるかというと何もできることはないのだ。数年分の宝探しの情報を集めて傾向と対策を練ろうにも、宝を隠す場所は校長の気まぐれらしいし、そもそもこのイベント自体が何回も行われていない。学校内の地理を把握することくらいしか、統とう吾ごたちにできることはなかった。

「はい、今日きようは教科書の24ページの問題から始めます」

　先生がチョークを持ち、カッカッと黒板に書く音が聞こえる。

　部の設立を生徒会に宣言してから五日。統吾も段だん々だんとこの学校の生活に慣なれてきた。しかし、まだクラスには上う手まく馴な染じめずにいる。誰だれとでも仲のいい朱あか音ねといつも話をしているので、朱音の友達と話すことはあった。だが大半のクラスメイトは、無ぶ様ざまな転校デビューを果たした雪ゆき村むら統吾という転校生への接し方に戸と惑まどっているようだった。

　統吾は数少ないこの世界の出身者だ。なので話題はたくさんある。事実、朱音や明あき道みち、そして瑞みず希きと話す内容はほとんどがこの世界のことだ。やはり皆、これから生きていく世界のことに興きよう味みがあるのだ。

　魔ま王おうも魔物も魔法もない、平和な世界。他ほかの世界の住人達は、この世界をそう認にん識しきしていた。統吾から言わせれば、大きな戦争はないものの、宗教の問題や紛ふん争そうなど、平和とは言いい難がたい部分もたくさんある。しかし、魔王による大量虐ぎやく殺さつや、大陸の形が変わってしまう程ほどの戦争を経けい験けんしたクラスメイトからすれば、そんなことは些さ末まつな問題だという。

　そう言われればそうかもしれない、と統吾は思った。もしこの世界の人たちが魔法の存在を知ったら、きっと羨うらやましがるだろう。自分たちも使いたい。そう言いだすだろう。ゲームや漫画でしかなかったものが、現実となるのだから。しかし力があれば、そこに対立が生まれ、戦いが起きる。やはり、この世界に魔法が広まってはいけないのだ。力がないからこそ、平和が保たれている世界なのだ。

「では次の問題。『たかし君は秒速40メートルで走ることができます。よしこちゃんは、たかし君が走り始めて二秒後に、秒速80メートルの火の球を放ちました。火の球は何メートルの地点でたかし君を焼き尽くすでしょう。なお、たかし君は走り始めた瞬しゆん間かんに最高速に達したものとする』では……雪村くん」

「たかし君はよしこちゃんに何したんだよ！」

　何だこの数学の教科書は。他の世界の人間にわかりやすいように作られているといっても、たとえ方を間違ってはいまいか。

「答えになってませんよ雪村くん。では、穂ほ科しなさん、わかりますか？」

　次に指名されたのは瑞希だった。瑞希は少し考えたあとに電卓を叩たたき始める。数学の時間に電卓は反則な気もするが。筆算しなさい筆算。

「……たかし君はレジストを使ったので無傷ね。よって答えは『たかし君を焼き尽くすことはできない』」

「電卓で何計算したんだよ！」

「はい正解です」

「おぅい！　いいんかいそれで！」

　授業中にもかかわらず豪ごう快かいにツッコミを入れているうちに、数学の時間は終わった。

　当然のことではあるが、学力については生徒によってバラつきがある。文明が進んだ世界から来た奴やつは学者顔負けの頭脳を持っていたりするし、逆に、数字とはまったく無む縁えんだった奴もいる。日々戦いに明け暮れるような生活をしていたなら、読み書きすら必要ない。そういった生徒に対しては、補習を行ってフォローをしている。

　別の世界の住人だらけという非ひ常じよう識しきな学校ではあるが、やっていることはかなりマジメだったりするのだ。それに不自然なくらいに治安がいい。剣やら魔ま法ほうやらが平然と存在する割に事件が起こらないのは、あの生徒会長、和かず臣おみがいるからだ。この前のケンカだって、かなり珍しいことらしい。魔王時代の和臣を知っている同じ世界出身の生徒たちは決して和臣の機き嫌げんを損そこねるようなことをしないし、知らない生徒だって、恐ろしく強い和臣とわざわざ対立するようなことはしない。校内ではもちろん、校外でだって、この学校の生徒はおとなしくしている。まあ、校外でおとなしいのは、日本の遊びに夢中だというのが大半の理由だけど。

「いやあ、やっぱり歴史の授業は面おも白しろいね」

　日本史の授業が終わると、明あき道みちと朱あか音ねが統とう吾ごの席までやって来た。歴史の授業はどの生徒にも人気が高い。誰だれだって、知らない世界の歴史を知るのは楽しいのだ。

「統吾くん、私思ったんだけど、最初の方に勉強した『卑ひ弥み呼こ』って魔法使いだったんじゃないのかなあ」

　と、朱音が興きよう味みを引くようなことを言った。魔法だなんて、ちょっと前の統吾が聞いたら信じなかったところだが、今はそうもいかない。何と言っても、目の前の朱音が魔法使いなのだ。

「確たしかに、おまじないだか呪のろいだか使ってたって話もあるしなあ。昔から他ほかの世界の人間が来てたり、もしかしたらこの世界にも昔は魔法があったのかもしれんな」

　卑弥呼がこの世界の人間でないなんて証明されたら、学者が泡を吹くほどの大事件だ。

「卑弥呼以外にもそれらしき史実があるよね。元げん寇こう……だっけ？　それを凌しのいだのは神風だっていうじゃないか。ただの台風なのかもしれないけど、誰かが魔法を使ったのかもしれないね」

　明道はパラパラと教科書のページをめくっている。魔法の存在を知った今になって思い返してみれば、日本以外でもそれらしき史実がいくつか思い当たる。海を割った人だっているし、魔女狩りなんてこともあった。

「でもよ、魔法があったとして、どうしてなくなっちまったんだろうな。昔からあったなら、もっと発展しててもいいはずだろ？」

「それは簡かん単たんさ。この世界に、魔法や特別な力は必要とされていないからだよ。必要のないものは退化して、必要があるものが進化する。それはどの世界も共通だと思うよ」

　進化と聞いて、統とう吾ごは真っ先にキリンの首を想像した。餌えさを取るため、敵から身を守るため、繁はん殖しよくのため。何かを必要とするから、それは長い年月をかけて進化する。その逆もしかりである。

「魔ま物ものもいねえし、魔法はいらなかったのかもな」

「きっとその代わりにご飯が進化したんだよ」

　朱あか音ねの目は真剣だった。どんだけ好きなんだよ日本食。ご飯はともかく、この世界では魔法よりも科学が進化したようだ。もし魔法があって、そのまま残っていたなら、戦せん闘とう機きや核兵器は作られなかったのだろうか。

　そこで、朱音が「あっ」と声をあげて時計とけいを見た。

「次体育だから着替えないと！」

「おう、遠えん慮りよなくここで、そう、俺おれの目の前で着替えてくれ」

　統吾が言うと、制服のボタンをはずし始めた。明あき道みちが。

「じゃあそうさせてもらうよ」

「お前じゃねえよ！」

　女子はもちろん他ほかの教室で着替えをし、統吾たちは半そで短パンの格好でグラウンドに出た。秋らしく、透すき通ったきれいな青空だ。

「よーし、今日きようはドッヂボールでもするか。出席番号の奇数と偶ぐう数すうに分かれて試合開始だ」

　先生の言葉に、クラスのテンションが上がったのがわかった。体育の授業ではあるが、ドッヂボールなんて遊びみたいなものだ。先生の気まぐれに感かん謝しやだ。

　チームが分かれると、明道、朱音、瑞みず希きの三人が同じチームで統吾だけ敵になる形になった。

「統吾くん、手加減してねー」

　石灰で引かれたラインの向こうで、朱音が元気に手を振っている。明道は屈伸をして試合に備え、瑞希は退屈そうに外野に立っている。

「大丈夫大丈夫。俺が女の子に強い球を投げるわけないじゃないか」

　そして試合は始まった。

　直後、統吾は知ることになる。

　魔法が使えたり、特殊な力を持った人間たちがドッヂボールをすると、グラウンドには穴があき、怒ど号ごうと悲鳴が飛び交う地じ獄ごくの試合になるということを。

「雪ゆき村むらくん、いくよー」

「ま、待て委員長！　魔法強化ってお前、それもうボールじゃなくて岩っ……あぶふぅっ！」

　統吾はこの日、十日間のうちに三回もあばら骨を骨折するという快挙を成し遂げた。







　統とう吾ごが保健室から戻って来た時には、すでに六時間目の後半で、胸のあたりをさすりながら席に着くと、すぐに一日の授業を終えるチャイムが鳴った。

「統吾くん、大丈夫？」

　最初に来てくれるのはやはり朱あか音ねだった。優やさしい朱音。朱音優しい。

「おう。保健の先生には『また君？　前世であばら骨と何かあったの？』って言われたけどな」

　三回あばら骨を折った統吾だが、そのうち二回は委員長によるものである。前世で何かあったのなら、それはむしろ委員長との間に何かあったに違いない。ちなみに、統吾以外にもドッヂボールでのケガ人は出ている。骨折や流血なんてしたところで試合が止まることはなく、「動いてくれ俺おれの腕えええっ！」とか叫びながらボールを投げ合った。教育委員会が見たら卒そつ倒とうものの体育である。

「それで統吾くん、今日きようはどうする？」

「ん？　部活か」

　放ほう課か後ごは部活動の時間だ。まだ正式に部にはなってないものの、統吾たち四人は仮部室を使ってお喋しやべりをしたりゲームをしたりしていた。瑞みず希きもなんだかんだ言いながら付き合ってくれている。瑞希も、放課後は暇ひまだったのではないだろうか。部へ屋やだって一人ひとりだし。

「私はヒマだよ」

「奇き遇ぐうだな、俺もだ。よし、トランプでもしようぜ。砂すな嵐あらし、都落ち、イレブンバックありのルールな」

「大貧民やること確かく定ていなんだねー」

　この数日、トランプを必死になって教えた。統吾の努力もあって、朱音たちはメジャーなゲームならほとんど遊べるようになっている。現在は瑞希に時間を見つけて将しよう棋ぎを教えている。やはりというかなんというか、頭を使うゲームが好きなようだ。

「おーい明あき道みち、お前掃除当番だっけ。終わったら部室集合な」

　机を後ろに寄せている明道に声をかけると、明道はさわやかな笑顔えがおと共ともに「ごめんね」と言った。

「今日はＡ組の女の子と遊びに行くんだよ。昨日きのう、誘われちゃってね」

「ならば俺も同行しよう」

「それは……統吾、空気読もうよ」

「わかっとるわ！　行くかそんなもん！　お前なんて靴ずれしろぅ！」

　おモテになる部員に呪のろいの言葉を吐き、統吾は次なる部員を探した。瑞希はちょうどリュックを背負って教室を出ていくところだった。

「穂ほ科しな、お前今日何か用事あるのか？」

「私今日、棚たな卸おろしなのよ」

「棚たな卸おろし？　そんなことやってんのか」

　聞けば、瑞みず希きはその商売の能力を買われて、購こう買ばいの商品の一部を管理しているのだという。ちなみに購買に置いてある別世界の商品は、半分ほどが瑞希が持ち込んだ物なのだそうだ。

　さすが商人だと統とう吾ごが感心していると、そういえば、と、瑞希が口を開いた。

「私が持ってきて購買に置いた魔ま法ほう剣なんだけど、あんたの持ってる折れた剣にそっくり……むがっ！」

　驚きよう異い的てきな反応速度で統吾は瑞希の口をふさぐ、朱あか音ねに気づかれないように教室の外へ。

　目を突かれた。

「アウっ！」

「何すんのよ！」

　今にも嚙かみついてきそうな瑞希。統吾はその両肩に手を置き、じっと瑞希の目を見た。

「その辺は触れてはいけないデリケートゾーンだ」

　そのまま五秒ほど。

　やがて瑞希はにやりと口の端をつり上げた。どうやら察したらしい。

「ふーん。なるほどねえ。っていうかあんたさあ、転校してきた時、勇者だとか言ってなかったっけ？」

「それはまあ、アーチバールって世界じゃ俺おれは勇者だったんだよ。ホントなんだ。その……世界自体が……こう……な」

「……なんか、残念な話ね」

　残念とか言うな。

「とにかく、朱音には黙だまっててくれないか？」

「朱音はあんたがアレだってこと知らないの？　いつも一いつ緒しよにいるじゃない」

　だからアレって言うな。明あき道みちも瑞希も。

「俺が見み栄え張ったのを信じてて、今でも俺が強いって思ってんだよ。吹っ飛ばされたのだって、多た分ぶん、体張って面おも白しろいことしてる程度に思ってるはずだ」

　瑞希が露ろ骨こつに呆あきれるのがわかった。

「……あの娘こならあり得るかもしれないけど。何？　あの娘の前ではカッコよくいたいって？　統吾、朱音のこと好きなの？」

　うぅ、と、統吾は言葉に詰まる。いいストレートをもらった。

「ちちちち違ちげえよ！　朱音はかわいくて優やさしくて柔らかくて明るくてこんな俺にも声かけてくれたいい娘なだけだよ！」

「……あんたのその正直なところだけは好感が持てるわ。わかった。黙だまっておくわよ。でも、バレるのも時間の問題だと思うけど？」

　そんなことはわかっている。いくら朱音が鈍にぶくたって、統吾がこれからもあばら骨を折り続けたら、さすがに首を傾かしげるに違いない。

「その前に、俺おれは強くなる。他ほかの世界の奴やつらにも負けないくらいに。だから……」

「だから？」

「強くなる薬売ってください」

「…………」

　首を突かれた。

「ぉむっ！」

「あったら苦労しないわよ。いきなり薬に頼るんじゃないわよ。やっぱりあんたアレだわ」

　悶もだえている統とう吾ごを置いて、瑞みず希きはスタスタと行ってしまった。ちょっとした冗じよう談だんではないか。もしあったとしても、薬に頼るつもりなんてない。薬、ダメ、絶対。

　教室に戻ると、朱あか音ねが統吾の鞄かばんを持って出てくるところだった。

「瑞希ちゃんは？」

「忙しいってよ。今日きようは二人ふたりか。たまには何もせずにおとなしく帰るか」

　明あき道みちもいないし、一人ひとりでだらだらと部へ屋やで過ごすのも悪くない。

　昇降口に向かって歩き出そうとすると、朱音が前に回り込んできた。

「じゃあさ、外に遊びに行こうよ」

「えっ？　それは……二人でか？」

「そうだよー。ねえ、どう？」

　これはデートのお誘いなのだろうか。

　雄お叫たけびをあげたい衝しよう動どうを堪こらえる。生まれ落ちて十余年、女の子から誘われるなんてもちろん初めてだ。

　断る理由なんてもちろんない。

　昇降口まで、統吾は小学校三年生以来のスキップを繰くり出した。







　外に行くというのはつまり、学校を出て街に行くということである。山の中の学校と寮りようで生活をしている統吾たちだが、何もそこに閉じ込められているわけではない。その日のうちに帰ってくれば、特に許可を取る必要もなく街に行くことができる。もちろん、魔ま法ほうは御ご法はつ度とだ。魔法の禁止は口約束で、使おうと思えば使えるのだが、その後が怖いから使われるようなことはない。外で魔法を使えばすぐにバレて生徒会長が飛んでくる。学校の先生も実力者揃ぞろいだ。一度、横おう着ちやくをして空を飛んで街まで行こうとした奴やつが、空から降って来た無数の槍やりに襲おそわれたという例がある。

　というわけで、統吾と朱音は寮から自転車を借りて山を下っている。そして、統吾の提案で二人乗りである。

「気持ちいいねー」

　車も通らない山道は、自転車で走ると確たしかに爽そう快かいだ。涼しい風を受けながら、自転車はスピードを上げていく。普通の人なら帰りの上り坂が辛つらいところだが、統とう吾ごたちの身体能力をもってすれば平たい道に等しい。

「な？　自転車ってすげーだろ？」

「すごいすごーい！　私の世界じゃ、移動は馬か魔ま法ほうだったよ」

　魔法があるなら、自転車も自動車も発明されるわけないか。

　別に自転車が一台しかなかったわけではなく、単純に統吾が二人ふたり乗りをしてみたかっただけだ。女の子と二人乗り、それすなわち青春の一ページ。

[image: ]

　腰に回された朱あか音ねの腕の感触に幸せを感じながら自転車を走らせていると、二十分ほどで下り坂が終わり、ふもとの街に到着した。といっても、田舎いなかなことには変わりないので、高校生が遊ぶ場所を探すなら駅前まで行かなければならない。

「朱音、そんで、どこに行く予定なんだ？」

「んっとね、もうちょっと行ったところ」

　朱音の案内で走っていると、駅が見えてきた。そして朱音は、ある店の前に自転車を停とめた。

「……スタバじゃん」

　そう、それは全国にある有名なコーヒーの店だった。何な故ぜこんな田舎の駅前にあるのか不ふ思し議ぎではあるが、周りに店が少ないせいか逆に客の入りがいい。客のほとんどは主婦で、お喋しやべりに夢中になっている。統とう吾ごたちの学校がこの近くにあることは普通の人には知られていないので、統吾と朱あか音ねは遠くの学校に行った帰りに見えるはずだ。

「そうだよ。ここでコーヒー飲みながらお喋りしようよ」

「おう。わかった」

　外に出るくらいだから、買い物でもするのかと思っていた。コーヒーを飲みながら喋るなんて、寮りようでだってできる。

　コーヒーを二つ頼み、向かい合って座ってまずは一口。

「美お味いしいねー」

「ああ。やっぱインスタントとは違うな」

　すると朱音は、小さなメモ帳を取り出して何か書きこんだ。

「えへへ。一個クリア」

「何それ」

「あのね、これはね、この世界に来たらやりたかったことリストだよ。達成したら丸をつけていってるの」

　ほう。そのリストの中にスタバでコーヒーを飲むという項目があったのか。それで、まさに今達成したと。

　ん、待てよ。引っかかることがある。

「もしかして、朱あか音ねはこの世界があるってこと知ってたのか？　だよな、じゃなかったらそのリストはあり得ないもんな」

　朱音は、この世界に来たらと言った。

「そうだよ。実はね、私はこの世界に来る前から知ってたんだ。ご飯が美お味いしくて、魔ま法ほうがなくて、スタバがある世界のこと」

　話す朱音は、どこか嬉うれしそうだった。

　朱音の世界に、一人ひとりの少女がやってきた。その少女はこの世界から来た十六歳の女子高生で、当時の朱音の二つ年上だった。

　何かの事故で世界を移動してしまったその少女は成り行きで朱音と一いつ緒しよに暮らすようになり、歳としの近かった二人ふたりはすぐに仲良くなった。

「その女の子から色いろ々いろ聞いたのか。この世界のこと」

「うん。自分の世界以外にも世界があるってことにびっくりしたけど、話を聞いてるうちに、すっごく行きたくなったんだ。それでね、もしこの世界に来られたらやりたいことをたくさん書き出してたの」

　もちろん、その時の朱音はこの世界に来られるなんて夢にも思っていなかった。少女の話を聞きながら、やりたいことを夢見るだけで十分だった。しかし、何の因果か朱音は世界を移動し、偶ぐう然ぜんにもこの世界に来てしまった。

「ってことは、その娘こはまだあっちの世界にいるのか」

　朱あか音ねは眉まゆを下げて。

「うん……私だけ来ちゃった。あの娘だって帰ってきたかったはずなのに……」

　よほどその娘と仲が良かったのだろう。うつむきながら砂さ糖とうたっぷりのコーヒーを見つめる朱音の表情から、それが伝わってくる。

　ここにいるということは、別れを経けい験けんしているということ。朱音だけじゃない。明あき道みちだって瑞みず希きだって、同じ思いをしているはずだ。自分だって、いくらこの世界に帰ってきた人間だとしても、ラッカやアーチバールの世界の人たちと突然別れてしまったのは寂さびしい。

　もう会うことはないかもしれない。それなら……。

「そんな顔すんなよ。朱音がこっちに来たのだって、その娘を置いてきちゃったのだって全部偶然なんだからさ。しょうがねえよ。だったら、朱音はこの世界をうんと楽しめばいいじゃん。もうそれしかねえって」

　そうなのだ。今ある現実をいかに楽しむか。それが重要なのだ。

　朱音は少しだけ統とう吾ごを見つめて、そしてにぱっと笑った。これだけ笑顔えがおが似合う女の子に、統吾は会ったことがない。

「そうだね、そうだよねっ！　私、その娘が言ってた女子高生にずっと憧あこがれてて、今、女子高生になれたんだもん。楽しめばいいんだよねっ」

「そうそう。女子高生ってのは遊ぶもんだ」

「それに、あの娘もあっちの世界で温泉掘り当てて、そこに旅りよ館かん建てて女将おかみやってるから、心配ないよね」

　まさかの事実が発覚した。

「いやすげえよそいつ！　普通に生きていけるじゃん！」

「うん。今度チェーン展開するって言ってたよ」

「生きる力が溢あふれてる！」

　コーヒーが半分くらいになったところで、朱音の「女子高生メモ」を見せてもらった。現役の女子高生から聞いただけあって、イマドキの遊びが羅ら列れつされている。

「今日きよう、スタバは行ったでしょ？　次はマックだねー。女子高生は、お金がある時はスタバに行って、ない時は百円マックで凌しのぐんだって」

「リアルだな……。でもマックは駅周辺にはないな。もっと遠出しないと」

　スタバがあってマックがないのも変ではあるが。

　ちなみに統吾が放ほう課か後ごに行くところといえばゲームセンターだった。隅すみっこにある練習台でひたすらコンボを磨みがいたが、どうしても乱入して負けるのが怖くて「まだ期は熟じゆくしていない」とか自分に言い聞かせながら、結局対人戦はほとんどしたことがない。

「後はね、『イチマルキュー』でしょ？　『サンシャイン』でしょ？　『メイド喫きつ茶さ』でしょ？　それに……『東京タワー』！」

　後半の二つは、日本観かん光こうに来た外国人みたいだ。

「その辺は東京に行かないとだな。ここからだと……日帰りってわけにはいかないか」

「東京って知ってるよ。『シブヤ』ってところがあって、犬の像の待ち合わせ場所があるのに、そこに人がたくさん集まっちゃうから、結局『けーたい』っていう離はなれた人と話ができるアイテムで相手を見つける場所でしょ？」

「どんだけリアルな話聞かされたんだよ」

　それから早さつ速そく、東京に行く計画を考えた。統とう吾ごも東京住まいではなかったが、電車で一時間くらいだったので、何度か遊びに行ったことがある。それなりに案内はできるはずだ。

　明あき道みちと瑞みず希きも一いつ緒しよに、四人で遊びに行こう。女の子がたくさんいるから、明道がどんな行動に出るのか楽しみだ。いや、だいたいわかるけど。

　気がつけば日が暮れようとしていて、夕日が差し込んで来ていた。席を埋めていた主婦たちも、夕飯の準備のためか、次々に店を出ていく。統吾と朱音も、寮りように帰ることにした。

「実はね。私が統吾くんに声をかけたのは、統吾くんがこの世界の人だからだったんだ。統吾くんと一緒にいれば、たくさんこの世界のことを聞けるし、やりたいことリストも、どんどんクリアできると思ったの」

「なるほど。だよな、じゃなかったら、俺おれみたいな勇者自称して吹っ飛ばされるような奴やつに声かけたりなんかしないよな」

　ちょっと卑ひ屈くつすぎただろうか。

「ち、違うよ！　きっかけはそうだったけど、今はそうじゃないもん。統吾くんおもしろいし、それに……えっと……おもしろいし！」

　一応、褒ほめられていると思うことにした。

　帰り道。統吾と朱あか音ねは自転車を押しながら山道を歩いた。自転車に乗ってこいでもよかったが、歩いた方がゆっくり喋しやべることができるからだ。

　そこで、朱音のいた世界のことを聞いた。そして、朱音の夢のことも。

「私の世界も、五十年くらい前には魔ま王おうがいたの。それでね、それを倒したのが私のおばあちゃんなんだ」

「マジかよ。すげえなそれ」

「うん。おばあちゃんは世界で一番の魔法使いで、勇者と一緒に魔王を倒して、世界に平和をもたらした人なの」

　少なくとも、アーチバールで指折りの魔法使いであるラッカの数倍の力を持っていることは間違いない。

「それで、お母かあさんもおばあちゃんに負けないくらいの魔法使いなんだ。もう魔王はいないから、お母かあさんは魔ま法ほうの研究者として有名な人なの」

　魔法のある世界の人間ではなく、魔法使いでもない統とう吾ごには、魔法のことはよくわからない。でも、普通に考えたら、魔法の力は遺い伝でんするものなのではないだろうか。

「じゃあさ、朱あか音ねも……」

　遮さえぎって、朱音は「私は違うの」と言った。

「私は落ちこぼれなの。この歳としで、初級レベルの魔法しか使えないもん。おばあちゃんもお母さんも、私の歳の頃ころにはもっとたくさん魔法が使えたんだもん」

　今の朱音でもアーチバールだったら五本の指に入れる。この世界では魔法なんて使えなくてもいい。そんな言葉、フォローになるはずもない。

「朱音……」

「私ね、この世界に来た時にちょっとだけ思っちゃったんだ。もう魔法の練習しなくていいかもって。ここにはおばあちゃんと私を比べる人もいないし、もっと魔法を覚えろって急せかす人もいないもん」

　あはは、と、朱音は自じ嘲ちよう気ぎ味みに笑った。

　それで、いいのではないだろうか。元の世界に帰れるかなんてわからない。帰りたくなければ帰らなければいい。ここでの生活は国が保障してくれる。遺伝とか期待とか、そんなもの忘れてしまえばいい。

　でも、と、朱音は続けた。

「それは逃げたことになるんだよね。逃げたことを責める人もいないけど、私的に……ちょっと嫌いやかな。おばあちゃんもお母さんも大好きだから、私が家系に傷をつけるわけにはいかないんだ。……ごめんね。こんな話して」

「いや……別に」

　としか言えなかった。いつも笑顔えがおで、雰囲気を明るくしてくれる女の子。その娘この家の事情を少し知っただけ。明あき道みちなら、もっとマシな言葉を見つけたのだろう。それができない自分が情けない。真剣に返すべきなのか、それとも笑ってくれるようなことを言うべきなのか、それすらわからない。

「それとね。もう一つ理由があるの」

「何？」

「だって、勇者の統吾くんと一いつ緒しよにいるんだから、私もすごい魔法使いじゃないと釣り合わないじゃんっ！」

「そこで俺おれに来んの!?」

　いや、今のままでも十分に強いですから。ケンカしても一分かからず負けますから。

「おばあちゃんが言ってたの。『魔法使いは勇者を支える存在だから、同じくらい強くないといけないんだよ』って。だから、私はここでも魔法の練習をして、すぐに統吾くんに追いつくからねっ！」

「いや朱あか音ね、そんなに焦あせらなくていいんだ。ゆっくりと、朱音のペースでやればいいんだ。主おもにゆっくりと！　むしろゆっくりと！」

　前を走っている朱音が統とう吾ごに追いつく時、それは統吾が周回遅れになる時だ。

　でも、これで自分も決意を改めることができた。朱音より早く、朱音が追いつこうとしている勇者にならなければいけない。

　気がつけば学校の門の前まで来ていて、ちょうど瑞みず希きが出てくるところだった。

「おう穂ほ科しな、棚たな卸おろしは終わったのか？」

「さっきね。あんたたち……自転車で街まで行ってたの？」

「そーだよ。スタバってきちゃった」

　朱音が言うと、瑞希は手を顎あごにあてて。

「スタバっていうと、コーヒーの店だよね」

「うん。美お味いしかったよー」

「ちょっと高かったけど、それに見合った美う味まさだったな」

　瑞希の目がきらりと光った。ような気がした。

「なんかさ、コーヒーの上にアイスがのっかってるやつ……なかったっけ？」

　統吾はスタバのメニューを思い出してみた。そんなようなメニューがあった気もするが、のっかっていたのはソフトクリームなのかホイップクリームなのか。

「そんなのもあったようななかったような……」

「どうして私を呼んでくれなかったの！」

「お前棚卸しだって言ってたじゃんか！」

「これから行く！　面めん倒どうだから空飛んで……私飛行系の魔ま法ほう使えないし！　これ貸して！」

　瑞希が統吾から自転車を奪うばい取る。アイスのこととなると人格が変わるな。こんなに言われると、誘わなかったのが悪かったように思えてきてしまう。

　自転車は寮りようの物だ。ちゃんと返しておくように瑞希に忠告しようとすると、何とそこには、荷台に座る瑞希の姿が。もちろんサドルの上は不在だ。

「座るとこズレてんぞ」

　瑞希は自転車の動かし方を知らないのかもしれない。教えてあげなければ。

「こぐのはあんたでしょうが！」

「あたかも当然のように！」

「じゃあ私ももう一回行くー」

　結局、朱音はもう一台自転車を借りてきて、統吾は後ろに瑞希を乗せて再び街へと山を下りた。慌あわただしくスタバに入り、慌ただしく二杯目のコーヒーを飲み、慌ただしく帰ってきた。瑞希の奴やつ、最後まで一回もこがなかった。

　寮りようの部へ屋やに戻ると、そこでは先に帰ってきていた明あき道みちが夕飯を用意して待っていてくれた。先に食べていればよかったのに、変に律りち儀ぎだ。

　夕飯はオムライス。満腹になると、明道が茶色い液体の入ったコップを差し出した。

「はい。食後のコーヒーだよ。統吾はミルクも砂さ糖とうも入れるよね」

「…………お前」

「どうかしたのかい？」







　そして、文化祭がやってくる。







　第５話　勇者たるもの、文化祭は仲間を信じて戦うべし







　十月下旬、快晴の空のもと文化祭は開かい催さいされた。二週間くらい前から徐々に準備を始め、前日は授業を休みにして最後の準備に一日使うことができる。統とう吾ごのクラスは参加をしないが、ほとんどのクラスメイトが所属する部活の出し物に参加するので、忙しく動き回っていた。統吾たちはというと、前日は作戦会かい議ぎに時間を費やした。

　この文化祭、高校の性質上、外部からの客が極端に少ない。本来は存在していないことになっている学校だから、他ほかの高校の生徒や、近所の人たちが訪れることはない。来るのは事情を知っている人たちばかりで、自然と国関係の大人おとなとなる。大人たちは文化祭を楽しみに来るというよりも、ちゃんと別世界の人間を管理できているか、秩序は保たれているかなどを視察するのが目的である。

　そんな事情がある文化祭ではあるが、どうやら「祭」という言葉はどの世界でも共通のようで、校内のテンションは当日が近づくにつれてどんどん上昇していった。外との交流が少ないから、こうしたイベントは誰だれもが楽しみにしているのだ。

「いやあ、楽しみだね」

　一いつ緒しよに来た明あき道みちが、飾り付けをされた校門を見て言った。

「お前、ちゃんと誘い断っただろうな。俺おれたちは宝探しに参加するんだからな」

「大丈夫。全部断ったよ」

　明道は昨日きのうまでに、同級生、先せん輩ぱいをあわせて何人もの女子から文化祭を一いつ緒しよに回ろうという誘いを受けていた。もちろん、統吾にそんな誘いが来るはずもない。

「……ちなみに、何人から誘われた？」

「んーと、二十人くらいかなあ」

　親知らずが全部一度に痛みだせばいいのに。

「それはちょっと困るなあ。美お味いしいものが食べられないよ」

　心読まれた。

『それでは、文化祭を開催いたします』

　朝のホームルームは出席を取っただけで終わり、すぐに文化祭実行委員の放送が流れた。誰だれもが一斉に席を立ち、自分の参加する出し物や待ち合わせている友達のもとへと向かっていく。

　文化祭が始まってから一時間後、午前十時から宝探しゲームはスタートする。

「よし。まずはルールの確かく認にんだ」

　出し物がないので空あき部べ屋やとなった教室に残り、統吾、明道、朱あか音ね、瑞みず希きの四人は文化祭のパンフレットを広げていた。パンフレットには校内の簡かん単たんな見取り図と、クラスや部活の出し物が紹介されていた。あとは、体たい育いく館かんで行われる演奏会や演えん劇げきのタイムスケジュールである。

「まずはヒント集めだね」

　朱あか音ねが口を開き、統とう吾ごはうなずいた。

　ターゲットとなる宝は手のひらサイズの箱はこに入っているが、これを自力で見つけ出すのは不可能である。何しろ範はん囲いは職しよく員いん室しつと校長室を除いた学校全体だし、魔ま法ほうを使っての捜索は禁止されている。宝箱自体にも魔法がかけられており、どんな探索魔法にも引っかからないようになっている。

　というわけで、序じよ盤ばんはヒントを集めることに専念することになる。宝探しはエントリーをした生徒しか参加することができず、それ以外の生徒はヒントを提供する「開かい催さい側」に回ることになる。

　文化祭の出し物の種類は「飲食系」と「展示系」、そして「ゲーム系」に分かれる。そのうち「ゲーム系」の出し物をするクラスや部活にはヒントが書かれた紙が配られ、ゲームをクリアした参加者にそれを賞品として渡すことができる。ちなみに、隠し場所とヒントを決めるのは校長である。

　つまり、統吾たちはまずゲーム系の出し物を回り、それをクリアしてヒントを集め、他ほかの参加者たちよりも早く隠し場所に辿たどり着かなければいけないのだ。

　そして今年ことしは、去年まで開催側にいた生徒会が参加するとあって注目を集めている。和かず臣おみと悠ゆう子この二人ふたり組だが、実力は学校の誰だれもが知るところなので要警けい戒かいだ。宝探しのことを教えてくれた悠子までもが敵となってしまったが、きっと和臣が勝手に参加を決めたのだろう。

「一応、過去二回のデータを見たけど、宝の場所を見つけるには、最低でも四つ、できれば五つはヒントを手に入れたいところだわ」

　瑞みず希きが数枚の紙の束たばを眺めながら言った。これは瑞希が独自に集めてくれたもので、ある日突然「はい」と渡されたのだ。半ば無理やり参加させてしまったわけだが、瑞希も部の設立を目指してくれていたのだ。嬉うれしさのあまり抱きつこうとしたらナイスな前まえ蹴げりを貰もらった。「やるからには負けたくない」というのは瑞希の口にした理由である。

「四つ……一人ひとり一つだね」

　明あき道みちはパンフレットを見ながら何のゲームに挑ちよう戦せんしようか考えているようだった。当然ながら、自分が得意なゲームに挑いどんだ方がいい。別に挑戦する回数に制限があるわけではないから、手当たり次第にゲームに挑戦するのもありだ。

「効率を考えたら分かれた方がいいわね。じゃあ……朱音と統吾、私と明道でいい？」

　瑞希がぱぱっとチーム分け。特に文句はない。むしろ、男二人で文化祭を回るなんて死んでもごめんだ。

「この分け方の意味はあんのか？」

　一応訊きいてみる。

「単純に戦せん闘とう力りよくをバランスよくしただけよ。ゲームによっては、魔ま法ほうや肉弾戦が必要になるかもしれないわけだし」

　文化祭のテンションのせいで普通の学校ではないことを忘れかけていた。瑞みず希きの言う通り、誰だれかと戦う可能性だってあるのだ。その裏付けとして、過去二回の宝箱の隠し場所は屋おく外がいである。その理由は、同時に見つけた数人がそのまま戦闘に入るからだ。この日ばかりは、魔法によるケンカが認められている。今年ことしも外にある可能性が高いが、だからといってヒントなしに探し出すのは無理だ。

　そういうわけで、統とう吾ごも今日きようはトーゴカリバーを腰に提げている。折れてしまってはいるが、ないよりはマシだ。

「妥だ当とうな組み合わせだね」

　明あき道みちがうなずく。

「よし、じゃあ、ヒントを手に入れたらすぐにメールか電話で報告な。あと、生徒会ペアの動向はマメにチェックするようにしよう。今回の優ゆう勝しよう候補だしな」

　統吾は着信があればすぐにわかるように、携けい帯たい電話を胸ポケットに入れた。

「うんっ。なんかわくわくしてきたよー」

　朱あか音ねがその場でぴょんぴょん跳とびはねてみせる。

「さて、楽しみだね」

　明道はどこからか取り出した櫛くしと手て鏡かがみで髪の毛を整えていた。

「……アホらしいけど、負けるのは嫌いやね」

　瑞希は大きなリュックを背負った。

　統吾は両手を広げ、輪わになるように言った。

「円陣組むぞ円陣！　あ、円陣から教えんといかんのか。こうやってだな、朱音と穂ほ科しなは俺おれの顔に胸を押しつけるように……ぐはっ！　吞うそですごめんなさい。うお朱音！　ホントにやんなくていいから！　逆にテンパるから！　こうして肩を組んで……おい穂科、露ろ骨こつに嫌いやそうな顔すんな。って顔が近ちけえよ明道！　おし、それじゃあ……部活作るぞーっ！」

「お──っ！」

　同時に、校内放送が流れる。

『ただいまより、校内宝探しを開始します！』




　　　　†




「統吾くん、どこ行くの？」

「最初に行くところはもう決まってる！」

　統とう吾ごと朱あか音ねはパンフレットを見ながら校内を走り、階段を下り、昇降口から校庭に出た。校庭は主おもに部活動が企画する屋台のスペースとなっており、十時という昼前の時間にもかかわらず、かなりの人数で賑にぎわっていた。みんな、この匂においにつられて来たのだろう。醬しよう油ゆやソースが焼ける匂いは、朝ご飯を食べた後でも食欲をそそる効果がある。

　二人ふたりはその中を駆かけ抜け、目当ての店へ。

「焼きそば二つ！」

　サッカー部の焼きそば屋であった。

「はい。二つで五百円ね」

　プラスチックのパックに入った焼きそばを受け取る。割わり箸ばしと一いつ緒しよに朱音に渡すと、朱音は目を輝かがやかせた。

「うわー、いい匂い。美お味いしそうだねー」

「美う味まいぞ。祭りで食う焼きそばってのは格別なんだ」

「でもいいの？　ヒント探ししなくて」

「食べながらやればいいんだ」

「そうだねー」

　これから動き回るのは間違いないのだから、腹ごしらえは必ひつ須すなのだ。それにしても美味しい。この紅ショウガがなんとも。

　たこ焼きも捨てがたいが、これはまた午後に食べに来ることにしよう。焼きそばを食べながら、統吾と朱音が校舎に戻ろうとすると、後ろから声。

「あんたたち！　何でここにいんの!?　ヒント探しはどうしたのよ！」

「あ、瑞みず希きちゃんだー」

　さっき別れたばかりの瑞希と明あき道みちであった。別行動時間、約三分であった。

「焼きそば買うために決まってんじゃんか。『腹が減っては戦いくさはできぬ』という言葉があるんだよ。……っていうかお前が持ってるこんがり焼けたトウモロコシは何だ！」

　瑞希は焦こげ目めがついて醬油の香りが漂うトウモロコシをまるまる一本持っていた。すでに半分ほど食べられている。

「こ、これはちょっと小腹が空すいたから……。あのね、この国には『腹が減っては戦はできぬ』って言葉があるの。わかる？」

「今まさに俺おれが言ったよ！」

　結局、四人が四人とも腹ごしらえに屋台に集まってしまったのだった。これなら、最初からここで作戦会かい議ぎをすればよかった。

　すると、明道が瑞希の肩を叩たたく。

「穂ほ科しなさん、あっちにアイスクリーム天ぷらがあるよ」

　瞬しゆん間かん、瑞希の首がぐいんと回る。

「何その素敵すてきフード！　食べる！」

　風の如ごとき速さで瑞みず希きは駆かけて行ってしまった。「それじゃあまた後で」と言いながら、明あき道みちも瑞希を追っていく。おい、ヒント探しはどうした。人のこと言えないけど。

　アイスクリーム天ぷらも気になったが、統とう吾ごと朱あか音ねは校内に戻ることにした。そして焼きそばを食べ終えた頃ころ、ある教室が目についた。

「統吾くん、クイズ大会だって。おもしろそうだよー」

　そこは二年Ｂ組の教室で行われている、二人ふたり一組で参加のクイズ大会だった。優ゆう勝しよう賞品は宝探しのヒント。もちろん、宝探しに参加していない人には別の賞品がある。

　考える。これは統吾にとってかなり有利なゲームではないだろうか。クイズなのだから、それがどんなジャンルだとしても、答えはこの世界のものになる。それならば、この世界で生まれ育った統吾に敵はない。

「朱音、これに出るぞ！」

「うんっ！」

　早さつ速そくエントリーする。四組対抗で統吾たちは四組目だったため、すぐにクイズが始まることになった。ルール説明を聞くと、クイズは早押しで、やはり統吾のようなこの世界の出身者にはハンデが与えられ、五秒間解答がない場合にのみ解答権が与えられる。先に五問正解すれば勝ちだ。

　早押しボタンが置かれた机の前に朱音と並んで立つと、ギャラリーも結構集まっている。と、隣となりから視し線せんを感じた。

「あら、ごきげんよう」

「悠ゆう子こ先せん輩ぱいっ」

　隣には生徒会副会長の水み無な瀬せ悠子。今年ことしの宝探しの優勝候補、生徒会ペアの一人ひとりである。

　しまった。悠子とクイズを戦うのは計算外だった。悠子も統吾と同じくこの世界の出身なので、これで統吾の有利がなくなった。むしろ、頭のよさそうな悠子に知ち識しき量りようで敵かなうだろうか。

「悠子先輩がいるんじゃ油断できないねっ。頑がん張ばろうね、統吾くん」

「おう」

　朱音が真剣なのはいいが、なんといっても朱音はこの世界に来てまだ二か月ほど。クイズの戦力になるかというと難むずかしいところだ。いや、それでもイマドキの流は行やりものに関しては統吾より詳しいかもしれない。

「頑張ってくださいね。私は特に望みもないので今回の参加は不本意なのですが、会長が珍しく唐とう突とつに決めてしまいまして……」

　悠子は少々困り顔。その会長はここにはいない。別れて他ほかのゲームに参加しているのだろう。このクイズは二人一組での参加であるが、一人で参加する分には不利になるだけなので、それを承知の上なら参加はできる。

「じゃあこのクイズも手加減……ってことはないですね」

　それは目を見ればわかる。

「ええ。参加する以上は真剣にやらせてもらいますよ。会長に怒られてしまいますから」

　宝探しに勝って、会長は一体何を望むというのだろう。あの性格からして食券一年分というわけはないだろうし、生徒会には増やすべき設備などない。悠ゆう子こや他ほかの生徒会メンバーに譲ゆずるつもりだろうか。

　いや、あの会長は自分たちが新しい部を設立するのを防ごうとしているのだ。そうに違いない。あの日、統とう吾ごは生徒会室で新部活の申しん請せいをして却下された。そして今、悠子の助言を得て宝探しで優ゆう勝しようをして部活を強引に設立させようとしている。安あん藤どう和かず臣おみ会長はそれが気にくわないのだろう。

「……俺おれも手加減しませんよ」

「ふふ。楽しみですね」

　早押しボタンに手を乗せる。すると、その上に朱あか音ねの手がそっと乗せられた。回答者が二人ふたりでボタンが一つなのだから当たり前なのだが、この役得には感動せざるを得ない。

　統吾も悠子も問題が出てから五秒は答えることができない。問題の答えが五秒間出ないか、朱音が答えを知っていることに賭かけるしかない。

　司会者が問題を読み上げる。

『これは、この世界に実在した偉人が死しに際ぎわに残した言葉です。抜けている部分をお答えください』

　歴史上の人物の名言か。名言はたくさんあるが、死の直前となると限られてくる。そしてさらに、回答者のほとんどがこの世界の住人ではないのだから、自然と問題の難なん易い度どは低くなる。それならば、答えは有名どころ。死ぬ間際の名言で有名なのは板いた垣がき退たい助すけだ。学校の成せい績せきは中の中の統吾だが、これくらいはわかる。おそらく、悠子も同じ推測をしているだろう。

『我わが生しよう涯がいに〇〇の〇〇なし』

「実在しねえよ！」

　勢いのあまりボタンを押しそうになり、統吾はとっさに手を離した。答えてはいけない統吾が押したら、朱音が答えなければいけなくなってしまう。

　問題を読んだ司会者は、キョトンとした顔で統吾を見ている。

『え？　いないんですか？　だってすごく有名じゃないですか』

「世紀末覇は者しやがいたら今この世界こんなに平和じゃねえよ！　核の炎に包まれてんだから！」

　ピポン。

　誰だれかがボタンを押した。もちろん統吾は正解がわかる。まだ五秒たっていないから、他ほかの世界出身でわかる奴やつがいたのか。

　朱音だった。

「我が生涯に一切の職しよくなしっ！」

「働けえっ！」

　ブー、と、不正解のブザーが鳴る。

「朱あか音ね、何で答えちゃったんだよ。俺おれ、答え知ってたのに……」

「だってぇ、絶対これだって思ったんだもん」

　確たしかに仕事はしてないかもしれないけどさ。いや、世紀末覇は者しやという仕事なのだ。

　次にボタンを押したのは悠ゆう子こだった。

「『一片の悔くいなし』、ですね」

『正解です！』

　さすがに悠子は知っていたか。女の子にはあまり馴な染じみのないマンガのはずだが、読んでなくてもこの言葉くらいは知っていたのだろう。

　これで一ポイントリードされてしまった。気を取り直して次の問題だ。

『えー、ただ今の問題ですが、問題作成側に調ちよう査さ不足があったことをお詫わびいたします。次の問題はイントロクイズです。このクラシックの曲はなんでしょう』

「ちっ……！」

　思わず舌打ち。クラシックなんてほとんど知らない。隣となりの朱音を見ると、にぱっと笑った。よし、知らないな。

『ふんふんふ～ん、んふっんふっうふ～ん』

「てめえの鼻歌かよ！」

　余計にわからない。いやしかし、どこかで聴きいたことがあるようなないような。これはかなり有名な曲のはず。だが曲名が出てこない。

　誰だれも答えないまま五秒。ボタンを押したのは悠子だった。

「ビゼー作曲、アルルの女より、『ファランドール』ですね」

『正解です！』

　予想通り悠子が完かん璧ぺきな解答をしてのけた。どこかで聴いたことのある曲だったが、こういう名前だったのか。悠子の雰囲気からして、クラシックに詳しくても少しも不ふ思し議ぎではない。むしろ、悠子自身もピアノやバイオリンを嗜たしなんでいそうだ。

「うう……２問も差がついちゃったよー……」

「大丈夫だ朱音。たまたま悠子先せん輩ぱいが得意なところが出ただけだ。次は俺が答える」

　弱気になっている朱音を励ます。このまま勢いに乗られると非常にまずい。自分でなくてもいい、悠子以外のところが答えることが重要だ。まずこの流れを断ち切りたい。

『生徒会チーム、強いですねー。それでは次の問題です』

　司会者の声に集中する。

『制服が義務付けられていない高校で、女子高生が……』

「えいっ！」

　統とう吾ごの手の上から、朱あか音ねが力強くボタンを押す。統吾はすっかり忘れていたが、朱音も別の世界の人間で、身体能力はこの世界の人間よりも遥はるかに高い。その力で上から押されたら、それはもちろん痛いのだ。統吾は口から出かかった「ぬはぁっ」という声を何とか我が慢まんした。痛い。痛いけど、ちょっと嬉うれしい。

　それにしても朱音の反応が速かった。統吾は全然わからない。

「『なんちゃって制服』！」

『正解です！』

　おおー、と拍手が起こる。

　統吾と朱音はハイタッチ。司会者の解説によると、特に制服が決まっていない高校で、女子高生が制服っぽい私服で通うことを『なんちゃって制服』というらしい。朱音にこの世界のことを教えた女の子、本物の女子高生から伝授された知ち識しきがここで活いかされた。

　この後、他ほかのチームも何問か答えたが、主おもに正解するのは統吾チームと悠ゆう子こという展開になった。わかったことは悠子は学問の知識は豊富だが、ファッションや芸能など最近の流行に疎うとい。そこを朱音が取り、統吾も得意のスポーツの問題を確かく実じつにものにした。

　そして二つのチームは４対４で並ぶ。次の問題に正解した方が勝ちだ。

「負けませんよ」

　隣となりの悠子が微笑ほほえみかける。顔は笑っているが、目は真剣そのものだ。

『次の問題です。これで決まるのでしょうか！』

　司会者も気合いが入っている。統吾は得意なジャンルからの出題を祈った。

『去年結成され、今年ことし大人気のアイドルグループ『ＳＤＢ28』のうち、第一期生となる十人を全員答えなさい』

「……っし！」

　思わずガッツポーズ。いける。あとは五秒待つだけだ。

　誰だれもボタンを押さない。悠子も首を傾かしげている。十秒にも二十秒にも感じた五秒間を耐え、満を持して統吾はボタンを押した。

「もらったあ！」

『はい、雪ゆき村むらチーム、どうぞ』

「まりり、めぐ、ここな、ＥＲＩＮＯ、ユーミ、ナナコ、ＴＡＭＵＲＡ（姉）、ＴＡＭＵＲＡ（妹）、まなみ……えっと、あと一人ひとり……チャーミィ渋しぶ沢さわ！」

　答えを照合するのに時間がかかったのか、数秒の間まの後、ピポピポーンと音が流れる。

『……正解』

「よっしゃあ！」

　間違えるはずがない。第一期からずっとファンだったのだから。実は着メロも設定してある。世間で一番売れたのは三枚目のシングル『はにかみジェノサイド』だが、統吾のお気に入りはその前のシングル『スパイシー一本背負い』である。やっぱりナナコよりもＴＡＭＵＲＡ（姉）をメインボーカルにした方がいいと思う。

　ちなみに『ＳＤＢ』は『水すい道どう橋ばし』のことだ。

「統とう吾ごくんすごーい！」

「へへ。だろ？　……ん？」

　朱あか音ねは無む邪じや気きに喜んでくれているが、ふと、教室全体の空気がおかしいことに統吾は気づいた。正解が出たというのに、いまいち盛り上がっていない。というより、引いてしまっているような。

　この空気、知っている。転校初日の自己紹介にとても似ている。今度は何だよ。アイドルの名前知っていたらいけないのかよ。

『……詳しいんですね』

　司会者までもが気を遣つかっている。

「何だよ！　みんなＳＤＢ28の歌聴きけよ！　日本国民の嗜たしなみだろうが！　国歌だよ国歌！」

　何この視し線せん。目は口ほどに物を言うとはまさにこのことだ。そしてヤケになった統吾は、残りのメンバーも暗唱してみせたのだった。







　優ゆう勝しよう賞品として、宝探しのヒントを貰もらう。他ほかの参加者に見られないように、統吾と朱音は階段の踊り場でヒントの入った白い封筒を開けた。

　正方形の紙に『16』とだけ書かれていた。




　　　　†




　いまだにどうにも腑ふに落ちないのは、何な故ぜ今、自分がこんなことをしているのかだ。瑞みず希きは一か月前の自分を思い出してみる。夏休みの間はひたすらこの世界についての勉強をし、社会や経済のことを学んだ。何の因果かこの世界にやって来て、そのことに後こう悔かいはしていない。前の世界でやり残した商売はあるが、それよりもこの世界への興きよう味みが勝った。もちろん一番興味があるのは商売に関してだ。これはもう商売人の性さがとしか言いようがない。

　安く買って高く売る。この原理は変わらない。きっとどの世界でも同じだろう。そうでないと利益など発生するはずもない。

　瑞希は、前にいた世界では行商人だった。需要の低い地域で大量に安く仕入れ、需要の高い地域で高く売る。単純なシステムではあるが、それを中心に儲もうけを出してきた。社交性に少々欠ける瑞希は最初、人脈を作るのに苦労したが、それでも何とかやってきた。魔ま法ほうの勉強もしていたから、山さん賊ぞくに襲おそわれて一人ひとりで返り討ちにしたという出来事は、商人の間で伝説にすらなっている。

　そんな瑞みず希きだから、この世界の商売の仕組みには感心せざるを得なかった。作る人がいて、運ぶ人がいて、卸おろす人がいて、売る人がいて、買う人がいる。規き模ぼは違えど瑞希がほとんど一人でやっていたことが、会社として分担されているのだ。なるほど、と思った。

　さらには、株かぶ。このシステムも興きよう味み深ぶかい。まだまだ勉強の余地がある。

　調しらべていくと、どうやらこの世界における日本という国は、急きゆう激げきな成長を遂げた国らしい。それもまた興味の対象になった。

　瑞希は、この世界に来てよかったと思っている。

　しかし、だ。この世界への興味も、経済への興味も、今の自分の理由にはならない。

　どうして、新しい部活を作るために宝探しに参加しているのか。

「いやあ、まさか統とう吾ごたちも屋台に来てるなんてねえ」

　その理由となる男の名前を、隣となりを歩く背の高い奴やつが言った。

「いきなりヒント集めを放棄して食べ物に走るなんて、どうかしてるわよ」

　瑞希が言うと、明あき道みちは「はは」と笑った。

「僕たちだって腹ごしらえをしたじゃないか」

「あの匂においは反則よ」

　まさか外で食べるトウモロコシがあんなに美お味いしいなんて。それに、アイスクリーム天ぷらも最高だった。冷たいアイスを油で揚げるという一見おかしな組み合わせだが、それがまた新しい味覚を生み出していた。

　瑞希はこの世界でアイスに出会ってしまった。前の世界の気候は暑いか暖かいしかなく、氷はとても貴重で、氷専門の商人がいた。そんな世界で育った瑞希にとって、冷たいジュースや冷れい蔵ぞう庫こ、そしてアイスは、革命ともいえる出会いだった。

　だからこそ、あいつ、雪ゆき村むら統吾の口車に乗っかってしまった。

　みんなで食べた方が美味しいと。

　同じものを食べる以上、一人で食べても大勢で食べても味が変わるなんてことはあり得ない。ただ、統吾の言いたいことはわかる。行商人という仕事上、一人で食事をすることが多かった。たまに知り合いに会った時は一いつ緒しよに食事をしたが、そうした方が美味しく感じるのだ。食事は娯楽。それならば、気を許せる人と。

「…………」

　いや、まあ、こいつらに気を許したわけじゃないけど。

　部活なんて興味なかったけど、一度承しよう諾だくしてしまった以上、最後まで付き合うつもりだ。契けい約やく違反は、商人の恥だ。

　そして何よりアイスのため。統吾はこの世界の人間だ。この学校の誰だれよりもアイスの知ち識しきがあるはず。

「穂ほ科しなさん、何のゲームにしようか」

　城しろ田た明あき道みちがパンフレットを開いている。瑞みず希きは一度リュックサックを背負い直す。

「回数に制限はないんだから、手当たり次第に挑いどむのが最良でしょ。……っていうか、どうにかならないの？　これ」

「何のことだい？」

　明道は本当に気づいてないのだろうか。瑞希に注ぐいくつもの視し線せんに。

　何な故ぜ自分に視線が集まっているかなんてわかりきっている。明道は今日きようの宝探しのために女子からの誘いをいくつも断っている。その誘いを断った明道が、今瑞希と一いつ緒しよに文化祭を回っている。つまり、明道は瑞希と回るために女子の誘いを断った。そう思われているのだ。

「あんたと私が付き合ってるみたいに見られてるじゃない。どうにかしなさいよ」

　それにしてもこの視線の数。明道がどれだけ人気があるのかを物語っている。確たしかに、顔立ちは整っていて背も高い。テレビで見る俳はい優ゆうよりも華がある。

　明道は統吾と同じく、転校初日に調ちよう子しに乗って痛い目を見ているが、この外見がそんな負の歴史を覆おおい隠してしまっているようだ。そこが統吾との大きな違いだと思う。

「はは。別にいいじゃないか。穂科さんと付き合ってると思われても、僕は全然構わないよ」

「私が構うのよ！」

「僕のこと嫌いかい？」

「そーゆーところがね」

「まいったなあ」

　どうしてこんな奴やつと統吾みたいな奴の気が合うのかわからない。朱あか音ねは頻ひん繁ぱんに二人ふたりの部へ屋やに遊びに行っており、瑞希も一度訪ねたことがあるが、かなり仲良くやっていた。ぶっちゃけた話、デキてるのではないかと疑ったほどだ。

「あんたさ、どうして統吾なんかに付き合ってんの？　統吾といる時間がなければ、もっと遊べるんでしょ？」

　瑞希は知っている。今日だけじゃない。普段ふだんの放ほう課か後ごだって、明道は仮称ブレイ部のメンバーと勝手に借りた部室で遊ぶために女子からの誘いを断っている。きっと告白だってされているだろうから、彼女を作ってデートすることだってできるはずなのに。

「だって、部室に行けば穂科さんに会えるじゃないか」

「冗じよう談だん言わないで」
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「はは、それほど冗談ってわけでもないんだけどね。……統吾は、人を惹ひきつける何かを持っている気がするよ。自分から率先して動いて、周りを引っ張っていく。体を張ってるのも、リアクションが大きいのも、ツッコミが鋭するどいのも、みんな魅み力りよくなんだと思う。安あん藤どう会長じゃないけど、彼もまた、カリスマ的な存在なんじゃないかな」

「ふん。まあ、自称勇者だしね」

　思わず鼻で笑ってしまった。

「現に、僕ら三人は彼について来てるじゃないか」

「違うわよ。私はアイツじゃなくてアイスに惹ひかれたの。部の設立に協力する代わりに、この世界のアイスの情報を貰もらう。スマートなギブアンドテイクだわ」

「さすが商人だね」

　キラキラと擬ぎ音おんが聞こえてきそうな笑顔えがおからは、明あき道みちの本心はわからない。

　ふと気づくと、屋おく上じようへの階段をのぼっていた。いつの間にか明道が誘ゆう導どうしていたらしい。屋上にも出し物があるはずだから、それが目当てなのだろう。

「何があるの？」

「パンフレットには『射しや的てき』って書いてあるよ。射的って何だろうね」

「知らないで挑ちよう戦せんしようっていうのが愚おろかね」

　そう言う瑞みず希きも射的というものを知らない。しかし、さっきも言った通り、挑戦するものを選んでいるより、手当たり次第に挑いどんだ方が効率がいいのだ。他ほかの参加者も同じように動いているだろう。

　屋上へ通じる鉄てつ扉ぴを開けようとすると、扉が勝手に開いていった。ちょうど向こう側から開けるところだったようだ。

「……っ！」

　瑞みず希きは無む意い識しきに息を吞のんでいた。開いた扉とびらから歩いてきたのは、安あん藤どう和かず臣おみ生徒会長だった。近くにいると、この人の魔ま力りよくがどれだけのものなのかが嫌いやというほどわかる。自分の数倍、数十倍の力を持っている。魔王という肩書は伊だ達てではない。

　そしてさらに力が未知数の副会長、水み無な瀬せ悠ゆう子こ。その二人ふたりの生徒会ペアは最強といっても過言ではない。そのペアに自分たちは挑もうとしているのだ。

　なかなか楽しいではないか。

　商売は勝負である。景気、流行、さらには他の商人。そのどれにも勝たなければ自分の儲もうけはない。協力することも大切だが、出し抜くこともまた必要である。そんな世界に生きていれば、自然と負けず嫌いになるものだ。

「どうも、生徒会長。ここのゲームは簡かん単たんでしたか？」

　臆おくせず明あき道みちは会釈をする。和臣はすれ違い様に一いち瞥べつし、口の端をつり上げ「ふん」と鼻を鳴らした。嫌いやな感じだ。

　和臣は他に何も言わず、階段を下りていってしまった。とはいっても、宣戦布告をされた気分だ。

「会長も射しや的てきをしたのかしら」

「そうだろうね。あの様よう子すだと、クリアしたみたいだけど」

「私たちもさっさとクリアするわよ」

　改めて射的の会場へ向かう。主しゆ催さいは三年Ｄ組だった。明道が来たことで、その場にいた女子の視し線せんが集まったのがわかる。どんだけだよ、と思う。

「こんにちは。生徒会長はクリアしたんですか？」

　明道が訊きくと、女子の先せん輩ぱいは頰ほおを染めながら答えた。

「はい。簡かん単たんにクリアして宝探しのヒントを持っていきましたよ。このゲームで提供できるヒントはあと二つです」

「よかった。まだ残ってるんですね。じゃあこれに挑ちよう戦せんします」

「はい。……っていうか、城しろ田だくんがデートしてくれるならヒントくらいタダで……」

　恐るべし城田明道。

「それはちょっと遠えん慮りよします。あ、いや、あなたとデートしたくないわけではなくて、こういうのは正々堂々と……あたっ！」

　瑞希はリュックから取り出した電卓で明道の後頭部を殴った。

「何カッコつけてんのよ！　貰もらえるなら貰っちゃいなさいよ。あんたがデートするだけでいいなら安いもんじゃない！」

　瑞希は商人という職しよく業ぎよう柄がら、「タダ」という言葉に異常に弱い。この世界には「タダより高いものはない」という言葉があるようだが、高くつくかどうかなんて後になってみないとわからないのだから、その時は貰っておけばいいのだ。

「そういうわけにはいかないよ。僕のポリシー、『明あき道みち道どう』に反するからね」

「字じ面づら悪いわね！」

　ここでも瑞みず希きへの視線は痛い。二人ふたりでゲームを回っているのだから、これは完全にデートである。しかしそんなものを今さら気にする瑞希ではない。

　二人で射的のルール説明を受ける。

「弾たまを発射して的まとに当ててください。的は中心に近いほど高得点になります。三回撃うって合計点が１５０点以上ならクリアです。もちろん、魔ま法ほうは禁止で、再チャレンジはできません」

　まあ、弾を操あやつって当ててしまえばそれまでなので、魔法禁止は当然だ。

　ふと、瑞希は思った。ルールはわかったのだが、銃が貰もらえるわけでもなく、さらには的らしき物も見当たらない。その代わりにあるのは、３メートルくらいの間かん隔かくで立っている二本の鉄製の柱。その柱には太いゴムがはってある。まるで、ボクシングのリングの一辺を持ってきたかのようだ。

「これを使うのかしら？」

「はいそうです。このゴムに弾をあてて引っ張り、放すと弾が飛んでいきます。弓ゆみと同じ原理ですね」

「……なるほどね」

　瑞希は屋おく上じようの柵の一部が取り払われていることに気がついた。そこからグラウンドを見下ろすと、屋台が並んでいるスペースの奥に、石せつ灰かいで書かれた的を発見した。円形の的は、中心から１００点、50点、30点、10点に分かれている。かなり大がかりだ。

「弾はどこだい？」

「こちらです」

　明道に渡されたのは、黒光りするスイカほどの弾。受け取った明道は「おっと、重いな」と声を漏らした。

「これ……ボウリングって遊びに使う玉じゃないですか」

「その通りです。これを的に向けて飛ばしてください」

「あのさ、これ、屋台にぶつかったら大変じゃないですか？　ケガ人が出ますよ」

「その時はその時です」

　きっぱり。この学校の生徒たちは、魔法があるせいでケガや物ぶつ損そんをあまり細かく気にしないのだ。そもそも、ボウリングの玉をぶつけられてもケガをしない可能性だってある。そんな非ひ常じよう識しきな場所だからこそ許されるゲームである。

「まあいいわ。明道、その玉ちょっと貸して」

「いいけど。穂ほ科しなさんが撃つのかい？」

「まさか。やるのはあんたよ。私はこの玉の重さを知りたいのよ」

　瑞希は玉を持ってみる。だいたい５キロといったところだろうか。過去、麦の仕入れをしていたことがあるので、重さの感覚には自信がある。それほど外はずれてはいないだろう。

　次に、玉を発射するゴムを引っ張ってみる。重い玉を飛ばすだけあってかなりの弾力である。この世界の普通の人間であれば引っ張るだけで一苦労だ。まあ、明あき道みちなら特に問題はないだろう。

　瑞希は背中のリュックサックから愛用の電卓を取り出すと、計算を始めた。

「どうだい？」

　明道が肩越しに電卓を覗のぞき込む。

「ひゃっ……！　ちょっと！　顔近づけないでよ！」

　男のくせに異常にきれいな肌に驚おどろきつつ、瑞希は明道の足を踏んだ。

「いったあぁぁ……」

　何な故ぜこの男は、痛がる時でさえ背景に花びらが舞まうような優ゆう雅がさがあるのか。明道が転校してきた時を思い出す。明道は統とう吾ごと同じように自分の強さ自じ慢まんをし、それを証明するためにクラスメイトに殴らせ、そして吹っ飛んでいった。統吾は無ぶ様ざまに「あうおぇっ！」とか言いながら飛んでいったが、明道はきれいな錐きりもみ回転をし、キラキラ輝かがやきながらスローモーションで飛んでいった。

　明道という男は、何をやってもカッコがつくような先天的な何かを持っているのだろう。本人もそれを自覚しているからタチが悪い。

　そして、明道の足を踏んだ瑞希に、女子から敵意の視し線せんが集まった。うざったいことこの上ない。

　電卓に弾はじき出された結果を見て、瑞希は顎あごに手をあてる。

「さすがに完かん璧ぺきに計算するのは無理ね。まずは一発撃うってみて。それを見て誤差を修正するから」

「了解したよ」

　一発目。明道が玉をゴムにセットし、そのまま後ろに下がってゴムを引っ張る。ゴムは引っ張るだけでも相当な力を使うはずだが、明道は涼しげな顔でいる。近接戦せん闘とうが得意な武道家だけあって、これくらいは朝飯前といったところか。瑞希は指示を出して明道を動かす。

「あと右に半歩……うん、じゃあ撃って」

「わかった。いくよ」

　明道が手を放すと、ゴムが勢いよく戻り、同時にボウリングの玉を飛ばす。瑞希が玉の軌道を追うと、それは放物線を描いて的まとの外に落ちた。的の一番端である10点からは３メートルほど離れてしまっている。

「……これだけズレたか」

　今の結果を踏まえてもう一度計算をし直す。残るはあと二回。それで１５０点以上を取らなければいけないのだから、次で50点以上を取らなければいけない。このゲーム、やってみると難なん易い度どが高い。

　電卓で計算をする瑞希を、他ほかの生徒たちが不ふ思し議ぎそうな目で見ている。それも当然だ。このゲーム、こんなに緻ち密みつに計算をして遊ぶものではない。本来は適当に玉を飛ばして、当たればラッキーくらいで済ませるものなのだ。

　しかし、こちらには宝探しのヒントがかかっている。これを失敗すればそれだけのタイムロスなのだ。いくつも挑ちよう戦せんできるといっても、時間の消費はできる限り抑おさえたい。

　やがて、計算の結果が出る。

「明あき道みち、修正をするわ。私の言うことをちゃんと聞いてよ」

「ああ。まずはどこから脱げばいいんだい？」

「殴るわよ!?」

「はは。冗じよう談だんだよ」

　その明道の言葉に、周囲の女子が肩を落とす。何このリアクション。まさか、明道が服を脱ぐところを見たかったとでもいうのだろうか。変態揃ぞろいかここは。

　瑞みず希きは明道に細かく指示を出し、一投目に修正を加えた二投目を放った。

「おおっ」

　とどよめいたのは周囲の生徒たち。玉は１００点のすぐ近くの50点に落ちたのだ。これは瑞希が後から聞いた話であるが、このゲーム、的まとの中に落とすだけでもとても難むずかしく、点が入ること自体が珍しいのだ。結局、ゲームに参加した中で50点を取ったのは瑞希たちだけであったという。クリアしたはずの和かず臣おみがどうして50点を取っていないかというと、和臣は二回とも１００点を取って早々にクリアしてしまったからだ。

「ふう。何とか次に繫つないだわね」

　今のは１００点を狙ねらいにいったが、それでも50センチほどのズレが生じた。

「次、最後だけど１００点取れるかな」

「当たり前じゃない。私を誰だれだと思ってんのよ」

　明道は「だよね」と言って、最後の玉を受け取った。

　二回の試行がある。このデータは貴重だ。これで外はずすわけにはいかない。統とう吾ごと朱あか音ね組が何かクリアしてヒントを獲かく得とくしていたら、こちらは一歩遅れることになってしまう。あの二人ふたりに後れをとるのはなんとなく悔くやしい。

　計算を重ね、完かん璧ぺきな場所に明道を配置する。これで間違いなく１００点のところに玉は落ちる。何か予想できない事態がなければ、だが。

「オーケーよ。明道、手を放して」

　その事態が起きてしまった。

「城しろ田た君！　何なのよその女はっ！」

　階下へ通じる鉄てつ扉ぴが開き、かん高い女の声が響ひびいた。見れば、軽くウェーブのかかった髪の持ち主が、鬼のような形ぎよう相そうで明道を睨にらんでいた。

「あ……長おさ田ださん……」

　明あき道みちが驚おどろき、その拍子に手が放れた。

「……っ！」

　バカ。明道のバカ。ゴムを引っ張った明道の配置は完かん璧ぺきで、あとは手を放すだけだった。そして明道は手を放したわけだが、それがいけなかった。両手を同時に放さなければいけなかったのに、変な女が叫んだせいで、手が放れるタイミングが左右で少しズレたのだ。確たしかにそれは些さ細さいなことで、玉は的の中に落ちるだろう。しかし、１００点は取れない。少しのズレは、長い距きよ離りを飛ぶことで大きくなってしまうからだ。

　修正をしなければ。しかしすでに玉は放たれている。放ほう物ぶつ線せんを描き、あとは地面に落ちるだけだ。魔ま法ほうは禁止されているから、玉の軌道を曲げることなんて……。

　いや、待て。

　魔法は禁止されている。でも、それ以外の方法で玉の軌道を変えることは禁止されていない。どうせそんなことしないだろうと高を括くくったのか、やれるものならやってみろとプレイヤーを挑ちよう発はつしているのか、どちらにせよ魔法以外は禁止されていないのだ。

「明道！　そこから十歩前に進みなさい！」

「え？」

「いいから！」

　明道を屋おく上じようの端まで誘ゆう導どうする。もう電卓など使っていられない。暗算だ。ボウリングの玉は、放物線の頂点に達し、あとはゆるやかに落ちていくだけだ。

「気をつけ！」

　明道がピンと背筋を伸ばす。

　そして瑞みず希きは、拳こぶしを固め……。

「いけえええええええっ！」

　明道を殴り飛ばした。

「うん。なるほどね」

　合点のいった表情で、明道は軽かろやかにさわやかに飛んでいった。真正面から腹を殴ったのに、何な故ぜか明道は錐きりもみ回転をしながら飛んでいく。屋台のスペースを越え、向かうは玉の軌道上。

「よしっ……！」

　計算通り。明道は落ちてくる玉と接触。接触といっても、肩にかすめるくらいである。しかし、それで玉の軌道を修正するには十分だった。

　玉は円の中心、１００点に落下。明道はそこから少し離はなれた30点の場所に頭から落ちた。

　グラウンドの屋台にいた生徒たちも騒さわがしくなっている。さっきまで玉が飛んできていたのに、突然人が飛んできたのだから、騒ぐなというほうが無理な話だ。

　静まり返る屋上。瑞希は何事もなかったかのように、呆ぼう然ぜんとグラウンドを見ている先せん輩ぱいに話しかけた。

「今の、ルール違反じゃないですよね」

「……えっと、はい。クリア……です」

　賞品として、ヒントが入った封筒を受け取る。一度、統とう吾ごたちの状況を知るためにもメールをしよう。その前に、一応明あき道みちを回収しておくか。

　スタスタと屋上を出ようとすると、瑞みず希きはあっという間に女子に囲まれてしまった。前に出てきたのは、さっき叫んで、明道が手を放すタイミングを誤らせたあの女子だった。人を殺せそうな目つきで瑞希を睨にらんでいる。

「ちょっと！　城しろ田たくんに何てことするのよ！」

　上うわ履ばきのラインが緑。明道が長おさ田だと呼んでいた女子は二年生だ。

「何って、ちょっと吹っ飛ばしただけですけど」

「『ちょっと吹っ飛ばす』って言葉がまずあり得ないでしょ！　謝あやまりなさいよ！」

　周りの女子も「そーよそーよ」と勢いづく。明道にはファンクラブでもあるのだろうか。それに、ファンに謝る理由はない。

　早くこの場を立ち去りたい。ただでさえ時間がないというのに。こんなのに構っている暇ひまはない。

「きゃっ」

　強引に突破しようとすると、肩を摑つかまれた。

「だいたい、あんた何なのよ。城田くんの彼女なの？」

「そんなわけ……」

「ちょっと待ってくれませんか？」

　割り込んできたのは明道の声。瑞希を囲む女子をかき分け、肩を摑む長田の手を引ひき離はなした。グラウンドに直ちよく撃げきしたはずだが、ケガは見えない。少し制服が汚れているくらいだ。

「城田くん……」

　長田の顔が一いつ瞬しゆんにして赤く染まる。これは、相当明道に惚ほれこんでいる。もう明道にこの人を説得してもらうしかない。明道の言うことなら何でも聞きそうだし。

「明道、あんたから言ってよ」

　明道はいつものように微笑ほほえんで。

「すみません長田さん、先日は誘っていただいたのに断ってしまって。僕は、この人と一いつ緒しよに文化祭を回りたいんです」

「ちょっ……！」

　突然、明道が瑞希の肩を抱き寄せた。

　長田は顔を伏せ、肩を震ふるわせている。怒っているのか、泣いているのか。怒るほどのことなのか、泣くほどのことなのか。

「……行きなさいよ」

　そう言って、長おさ田だは道を開けた。他ほかの女子も、自然と道を作る。

「穂ほ科しなさん、行こう」

「え、ええ」

　そうして、瑞みず希きは肩を抱かれたまま屋おく上じようを出て階段を下りた。踊り場で、強引に明あき道みちの手を振りほどく。

「おっと」

「いつまでそうしてんのよ。まったく……」

「ごめんね。でも、こうするのが一番早いと思ったんだ」

　聞けば、二年の長田という先せん輩ぱいは異常なまでに明道に入れ込んでいるようで、猛烈なアタックを仕掛けてきているらしい。そういえば、昼休みに教室に訪ねてきているのを見たことがある。明道はその前に統とう吾ごと一いつ緒しよに屋上に逃げているようだったが。

「いいじゃない。付き合っちゃえば。きれいな人じゃない」

「それはそうだけど……。あそこまで熱ねつ烈れつだと、僕もさすがにね」

　明道ですら引いてしまうというのは、よほどのことだろう。

「一番引いたのはどんなこと？」

「自作のラブソングが収しゆう録ろくされたＣＤを貰もらったよ。90分の」

　引いた。

「……後ろから刺されないように気をつけなさいよ」

　ふと、瑞希は自分の胸が高鳴っていることに気づいた。

　そういえば、男に肩を抱かれたのは初めてだ。







　瑞希と明道は手に入れたヒントを確かく認にんした。

　そこには『石』とだけ書かれていた。




　　　　†




　クイズに勝利し、『16』というヒントを手に入れたところで、統吾の携けい帯たいに瑞希から電話があった。この時点で時刻は十一時半。これから客は飲食系の店に流れていく。

「もしもし、こちら豊とよ川かわ悦えつ司じ」

　切れた。

　かけ直す。

『私はいつからトヨエツとクラスメイトになったのかしら』

「すみませんでした」

『それで、ヒントは手に入ったの？』

「ばっちりだ。穂ほ科しなたちは？」

『一つ手に入れたわ。一度合流しましょう』

　これから部室で落ち合うと決め、電話を切る。すぐ隣となりでパンフレットを確認していた朱あか音ねが顔を上げた。

「瑞みず希きちゃんたち、どうだったって？」

「一つ手に入れたってさ。順じゆん調ちようだ」

「やったね！　あと二つあれば宝の場所もわかるねー」

　宝の場所を特定するにはヒントは平均四つ必要。最低でもあと一つは手に入れないと話にならない。すでに二つ以上のヒントを手に入れたチームもあるだろう。生徒会ペアの動向も気になるところだ。

　駆かけ足あしで部室に行くと、そこにはすでに瑞希と明あき道みちがいた。余計な会話はせずに、お互いが手に入れたヒントを見せ合った。

「『16』と『石』か……。これだけじゃさっぱりだな」

　統とう吾ごは首を捻ひねった。さっぱりなのは統吾だけではないようで、他ほかの三人も何も言わず考え込んでいる。やがて朱音が口を開いた。

「一つずつ分けて考えてみようよ。『16』だったら、16歳の人が持ってるとか」

「高校なんだから、16歳の奴やつなんて腐るほどいるぞ」

「うーん……。じゃあ、16歳で、石の人」

「石の人って何だよ！」

　さすがにこの学校にゴーレムはいないだろう。いれば絶対に目立つから、見たことがあるはずだ。それに、石といってゴーレムというのは簡かん単たんすぎる。敢あえて可能性をあげるなら、名前に『石』の漢字が入っている人といったところか。

　しかし、それは瑞希が否定する。

「特定の生徒に宝を預けるって可能性はないわよ。いくらその生徒が校長とグルでも、仲のいい人にバラしちゃわない保証はないわけでしょ？」

「そうだね。やはり、どこかに隠しているんだと思う」

　すぐさま明道も肯定する。

「確たしかに。そうなると『16』ってのは何の数字だろうな」

「統吾は16回転てん生せいしないとマトモにならないってことじゃないの？」

　と、瑞希がそんなことを言った。

「珍しいな。穂科がそんなボケするなんて」

「ううん。マジメに言ったつもりよ」

「生まれてきてごめんなさい」

「わかればいいわ」

　そろそろ泣きたくなってきた。そんなに瑞みず希きに恨うらまれるようなことをしただろうか。

「瑞希ちゃん、そんなこと言っちゃダメだよ。統とう吾ごくんは転てん生せいしなくても十分おもしろいよ」

　朱あか音ねよ、それはフォローになるかならないかギリギリのところだ。

　それから五分ほど時間を使って考えたが、これといったひらめきはなかった。やはり二つでは足りないのだ。せめてあと一つヒントを手に入れなければならない。宝の場所を考えるのを諦あきらめ、次に挑いどむゲームを決めることにする。

「時間的に、新しいヒントを手に入れるのが難むずかしくなってくるわ。一つのゲームで提供できるヒントの数は決まってるから、難なん易い度どの低いゲームは成功者が続出して、ヒントを配り終えてるはずよ」

　過去のデータを集めてくれた瑞希が言うのだから間違いないのだろう。統吾と朱音が挑ちよう戦せんしたクイズ大会は、一回やれば必ず優ゆう勝しよう者しやが出るのだから、もうとっくにヒントの提供が終わっているのだろう。

　統吾は、校内を回っている時に聞いた話を思い出す。

「なあ、屋おく上じようでやってる射しや的てきがかなり難しいらしいぞ。それならまだヒントが貰もらえるんじゃないか？　何でも、まだ二組しか成功してないらしい」

　すると突然、明あき道みちの背景が輝かがやき、明道は流れるような動きで前髪をかきあげた。

「それは僕たちがクリアしたよ。この『石』というヒントは射的の賞品さ」

「ま、楽勝よね」

　明道が瑞希の肩に手を回そうとすると、ぺしっとはたかれた。

「すごいすごーい！　クリアした二組のうち一組って瑞希ちゃんたちだったんだー」

　朱音はぴょんぴょん跳はねて、瑞希に抱きついた。瑞希は頰ほおを染めながら「ちょっと……」と言うが、朱音を引ひき剝はがすこともせず、朱音の抱ほう擁ようにただ照れている。しかし瑞希もまんざらでもなさそうだ。

　それにしても、美少女二人ふたりが抱き合っている姿というのは、うん、いいな。

「マジですごいな。明道、どうやったんだよ」

「僕が吹っ飛んだよ」

「何で!?」

　その時だった。スピーカーから校内放送が流れた。単たん調ちような女子の声が聞こえてくる。

『まもなく、校内美少女コンテストの参加を締しめ切ります。参加する方は、早急にエントリーをしてください。受付は視し聴ちよう覚かく室しつで行っています。繰くり返します……』

　美少女コンテスト。そういえばそんなイベントもあった。宝探しに参加していなければ、明道と共ともに真っ先にチェックするイベントである。はたしてどれくらいの女子がエントリーしているのだろう。事前のエントリーは済んでいるはずだから、飛び入り参加を募ぼ集しゆうしているということは、エントリーが予定より少なかったのだろうか。

「うーん。残念だけど見に行く時間はなさそうだね」

「ああ。結果発表だけ聞くか」

　明あき道みちと談だん議ぎしているところを、女子二人ふたりにジトっと見られた。口笛を吹きながら露ろ骨こつにごまかし、話を本題に戻そうとすると、さらにスピーカーから放送。

『なお、宝探し参加者が優ゆう勝しようした場合はヒントが提供されます。最高難なん易い度どとされていますので、宝に繫つながる大ヒントとなっております。こぞって参加ください』

　迷う時間はなかった。

「これ出るそ！　この大ヒントはアドバンテージだ！」

　反応したのは明道。

「女装で勝ってしまうのが僕の罪ってものだね」

「おめえじゃねえよ！」

　明道なら本気で女装すると互角に戦えそうだから怖い。試しにイメージの中で明道に女装をさせてみる。髪を伸ばし、薄うっすらと口紅を塗り、まつ毛にはマスカラ。真っ白なブラウスにロングスカート。

「あれ……？　俺おれ、こんなきれいな娘こと一いつ緒しよの部へ屋やに住んでたんだ……」

「統とう吾ごくんの開けちゃいけない扉とびらが開きそうだよっ！」

　朱あか音ねに体を揺さぶられる。その拍子に扉が閉まる。さらにそこにシリンダーの鍵かぎと南京ナンキン錠じようをかけた。

「あぶねえ。マジで開きかけた。とにかく、朱音と穂ほ科しなはこれに出るんだ！」

　この二人ふたりなら十分に戦える。朱音はいわゆる妹系のかわいさだし、瑞みず希きはクールな感じの美人だ。朱音は人ひと懐なつっこい性格でクラスの中でも人気があるから、客の中にクラスメイトがいればその票はもらったも同然だ。瑞希はあまりクラスには馴な染じんでいないが、男子の間で瑞希を評価する者は多い。瑞希とよく話しているということで、隠れファンが統吾によく接触してくる。有料で瑞希の情報を流しているのは内ない緒しよの話だ。

「私はパス」

　瑞希はきっぱりと拒否。たしかに瑞希の性格上、コンテストに出ると言うはずがない。残念だが、説得してもあまり意味はないだろう。

　しかしそれは、統吾以外の人間が説得した場合だ。統吾には切きり札ふだがある。

「なあ穂科、実は……」

「何？　またアイスを餌えさに釣ろうっていうの？　いくら私がアイスが好きだからって、そればっかりじゃ芸がないと思うわ」

　読まれていたか。だが穂科よ、まだ甘い。

「この前、スタバに行っただろ？　あれは美う味まかったか？」

「美お味いしかったわよ。アイスっていうより、コーヒーと氷を混ぜた感じだったけど、広い意味でアイスと言ってもいいと思うわ。っていうか、それを奢おごってくれるとかじゃコンテストには出ないわよ」

「誰だれも奢るなんて言ってねえよ。スタバってさ、店頭のメニューにない裏メニューってのがあるんだが、知ってるか？」

「う、裏ですって!?」

　恐ろしいほどの食いつきのよさだ。ここで引っかけた針を外はずすわけにはいかない。

「もともとは従業員だけのオリジナルトッピングだったんだが、段だん々だんと客にも浸しん透とうしていってな。今では頼めば出してくれるところもある」

「そ、そんなの何であんたが……」

「俺おれの姉がスタバでバイト経けい験けんがある。コンテストに出てくれるっていうなら、姉にメールで訊きいてやってもいい」

　携けい帯たいを取り出し、パカパカとしてみせる。実際、姉の話は本当である。オリジナルでチョコやクリームを盛り過ぎて、体重の増加に悩んでいた時期がある。

　瑞みず希きはうつむき、肩を震ふるわせている。よくある表現だが、瑞希の中の天使と悪あく魔まが戦っているのだろう。「ダメです。統とう吾ごの言うことに惑まどわされてはいけません」「おい天使よ。だったらそのよだれは何だ？」「こ、これはっ……。心のよだれです」「結局よだれじゃねえか！　心ってつけりゃいいってもんじゃねえぞ」。

　やがて瑞希はペタンと座り込んだ。

「……出ます」

「ふははは！　容易たやすい容易い」

　すぐ近くで朱あか音ねが「完全に悪役だよぉ」と呟つぶやいているが気にしない。今は手段など選んでいられないのだ。瑞希を立たせ、受付をしている視し聴ちよう覚かく室しつへ。

　と、朱音に腕を摑つかまれた。

「統吾くん、私、まだ出るって言ってないけど、私は説得してくれないのー？」

「朱音……朱音はその……す、すっげえかわいいと思う」

　言えた。女の子に「かわいい」と言えた。

「もう！　統吾くんたら上じよう手ずなんだからー」

　こうして朱音の出場も決定した。傍かたわらで瑞希が「何でこんなバカな集団と一いつ緒しよに私は……」と、呪のろうような声の低さで言っているが、どこがどうバカなのかわからない。

　朱音と瑞希がエントリーを済ませると、すぐにエントリーは締しめ切られた。そしてコンテストのおおまかな説明を受ける。

　宝探しのヒントの賞品を目当てにした飛び入り参加者が予想以上に多かったため、自己アピールの時間は一人ひとりにつき二分となった。二分となると、名前を言って一つ特技を披ひ露ろうしたら終わってしまうくらいの時間だ。よほどの特技を見せないと、客の注目は集められそうにない。

　二分の間でそれほどの差はつかない。となると、アピールする部分は限られてくる。

　衣い装しようである。

　コンテストは衣装が自由で、制服でもいいし私服でもいい。さらに言えばコスプレでもいいのだ。素材を活いかす服選び。それが勝敗を分けそうだ。

　統とう吾ごたちは、受付兼けん控え室の視し聴ちよう覚かく室しつで相そう談だんをしていた。

「そんなこと言っても、服なんて用意してないよー……」

　朱あか音ねの言うことはもっともで、もともとコンテストに参加する予定がなかったので、そんなものは用意していない。すぐに寮りように戻っても私服があるくらいだ。他ほかの参加者を見ると、前から参加を決めていた生徒はちゃんと用意をしている。メイド服やゴシックロリータが目につく中、きらびやかな電でん飾しよくを取り付けた蝶ちようの羽を鞄かばんから取り出している女子がいた。ここは紅白ではないぞ。

「このままだと、制服で勝負ってことになるね」

　冷静に明あき道みち。確たしかに、制服で出場しても朱音と瑞みず希きが見劣りすることはない。しかしこれは文化祭。お祭りなのである。お祭りでテンションの上がった観かん客きやくが、素材のよさを冷静に採点するだろうか。少し容姿が劣っても、インパクトのある衣装を身につけた出場者に票を入れてしまわないだろうか。

「ちょっと待って。確か……」

　すると、瑞希が背負っていたリュックサックを探り始めた。あれでもないこれでもないと中身を放り出していく。その中の一つを手に取ってみる。手のひらサイズの、円えん錐すいの形をした石のような物だ。

「なあ穂ほ科しな、これなんだ？」

「ん？　ああ、それは『ハモビートカゲの角つの』よ。すり潰つぶして飲むと四十代の男からモテるようになるわ。欲しいなら売ってあげるけど」

「すっごい欲しくない！」

「ちなみに50万ハッフホ」

「通貨単位が言いにくい！」

　三文字言うだけで肺の空気がどんどん抜けていく気がする。

「この国の通貨に換算すると、三百万円ってところね」

「脳内為替かわせがエゲつねえ！」

　瑞希はこんなに詰め込んでいたのかというほどの荷物をかき出し、やがて奥の方から目的の物を引っ張り出した。この時点で、すでに教室の片かた隅すみには荷物の山ができている。このリュック、実は相当重いのではないだろうか。

「これよ」

「これって……何だこれ。布じゃないか」

　果たしてそれは水玉模も様ようの布であった。とても服とは言いい難がたい。少しの布と、少しの紐ひもがくっついただけの物。

「これとセットよ」

　と、瑞みず希きは同じ色の布を取り出す。二つを手に取った時、統とう吾ごの全身に電流が走り、そして聞こえてくる波の音。

　これは……。

「水着かっ！」

「そうよ。売り物だけど、特別に使うわ」

　水玉模様のビキニ。しかし、それにしても表ひよう面めん積せきが少ない。必要最低限の部分しか隠そうとしていない。何かの拍子にズレてしまうと大変なことになる。まあ、大変なことになってしまっても一いつ向こうに構わないわけだが。

　確たしかに水着は禁止されていない。水着を用意している生徒も少しはいるだろう。安直ではあるが、露ろ出しゆつというのは票に直結すると言ってもいい。客に男子が多いのだからなおさらだ。

「何でこんなもん持ってんだ？」

「あっちの世界で、海沿いの街に行く予定があったから仕入れておいたのよ。私のいた世界は暖かい気候って言ったでしょ？　水着は一年中需要があるの」

「なるほど。じゃあこれは穂ほ科しなが着」

「るわけないでしょうがっ！」

「ばふぇっ！」

　首にラリアットを喰くらった。何で瑞希は商人なのに魔ま法ほうが使えて、その上肉弾戦にも強いのだろう。

　しかし、瑞希が着ないとなると、候補はあと一人ひとりしかいない。

「えー！　これ私が着るのー？　恥ずかしいよー」

　朱あか音ねは水着を手に取って広げてみると、顔を真まっ赤かにしてぶんぶんと首を振った。さて、どう説得したものか。瑞希のようにアイスを使っても意味がないし、何かを奢おごるといっても承しよう諾だくさせるのは難むずかしそうだ。

　そこに出てきたのは明あき道みち。

「朱音ちゃんのかわいさを表現するには、その制服じゃダメなんだよ。制服が、朱音ちゃんの魅み力りよくを閉じ込めてしまってるんだ。この水着なら、朱音ちゃんの素敵すてきなところを完かん璧ぺきに伝えることができるんだよ」

　朱音の瞳ひとみが「えっ？」ときらめく。さすが明道。女の子を褒ほめるという点においては抜群である。よく考えれば、制服よりも水着が朱音の魅力を伝えられるという明めい確かくな理由を明道は言っていないわけだが、朱音がその気になるならそれでいい。

　朱あか音ねがじっと統とう吾ごを見る。これは「統吾くんもそう思う？」という意味を含んだ視し線せんだ。ここで押せば、朱音は水着を着る。

「俺おれは……朱音は着やせするタイプだと信じてる」

「何かそれズレてない？」

　鋭するどい瑞みず希きのツッコミが入る。しかし朱音は大きくうなずいた。

「うん！　私頑がん張ばるよっ！」

　これで優ゆう勝しようが近づいた。朱音がかわいいことは間違いないのだ。その朱音がこんな際きわどい水着を着るとなれば、それはまさに鬼に金棒である。

　朱音が制服の上から水着を合わせていると、明道が口を開いた。

「穂科さんはどうする？　他ほかに服は持ってるのかい？」

　そうだ。まだ瑞希の衣い装しようが決まっていないのだ。もう時間がない。すでに出場者は更衣室に向かって移動を始めている。

「服はもうないわ。私は制服でいいわよ。どうせ朱音が勝つでしょ？」

「それはわからん。出るなら穂科も全力でいくべきだ」

「全力って言ったって、服がないんだから仕方ないじゃない。それに、私に似合う服なんてないわよ」

　卑ひ屈くつになる瑞希。瑞希は自分が相当に美人だということを自覚していないのだ。商売に情じよう熱ねつを捧ささげていたから、自分の容姿を気にかけることなんてなかったのかもしれない。それなら、これをいい機き会かいにしてほしい。瑞希だって女の子。魅み力りよく的てきになる権利は十分にある。

「大丈夫だ穂ほ科しな、俺おれにいい考えがある」

　自信満々な統吾に、瑞希は不安そうな目を向ける。

「……何？」

　統吾は指をパチンと鳴らした。

「脱げ、明あき道みち」







　場所は体たい育いく館かん。照明を落とし、ステージ上だけが明るく照らされている。ステージの真ん中にいるのはマイクを持った司会の男子生徒。

「さあお待たせいたしました！　ただいまより、美少女コンテストを開かい催さいします！」

　おおー、と割れるような歓かん声せいが響ひびく。もちろん男子の声がほとんどだ。この時ばかりは屋台も閑かん古こ鳥どりが鳴く。統吾と明道は最前列を確かく保ほし、ステージを見上げていた。

　このコンテストが終わると午後三時を過ぎる。その頃ころにはもうゲームでもらえるヒントはないだろう。コンテストに出ずにヒントを集めるという選せん択たく肢しもあった。しかし、ゲームでもらえるヒントは複数の生徒に配られるもので、かなり漠ばく然ぜんとしていると考えられる。それに比べてコンテストの優ゆう勝しようは一人ひとりだけ。放送もされていた通り、その賞品として与えられるヒントは、宝の場所に確かく実じつに近づけるものなのではないか。そう統とう吾ごたちは考えたのだった。

「朱あか音ねちゃんと穂ほ科しなさん、大丈夫かな」

　隣となりの明あき道みちが呟つぶやくように言った。

「朱音にはあの水着があるし、瑞みず希きも完かん璧ぺきに近い。でも……ヤバいかもな」

　統吾もさっきまでは朱音か瑞希の優勝を確信していた。しかし、投票用紙が配られるとその自信が揺らいだ。

　投票用紙には出場者の名前が書かれており、その横のスペースに〇と△を一つずつ書き込んで投票する。〇には二点、△には一点が入る。活字で書かれている人は前からエントリーしていた人で、手書きは飛び入り参加者だろう。

　その投票用紙の中に、水み無な瀬せ悠ゆう子この名前があったのだ。活字であるということは、準備をしてコンテストに臨のぞんでいるということである。おそらく、悠子が最大の敵になるだろう。生徒会副会長として知名度は十分、しかも美人ときている。学年を問わずファンが多いので、ある程度の票は固い。

　悠子の性格からしてコンテストには参加しなさそうに思ってたが、そこは賞品のヒントのために生徒会も本気を出しているということだろう。

「さて、今年ことしは予想以上に参加者が多く、あまり時間がありませんので、早さつ速そく女の子たちのアピールタイムに移ります！」

　司会は早々に前置きを切り上げ、メインのアピールタイムが始まった。ノリのいい音楽が流れ、ステージの袖そでから女の子が現れ、二分間のアピールをする。朱音と瑞希の順番は聞かされていないため、いつ出てくるのかわからない。

「お、あの娘こかわいいね」

　明道はしっかりとチェックをしている。

　三人ほど終わったが、制服で出てくる女子はいなかった。むしろ、三人中二人ふたりがメイド服である。こんな機き会かいでないとコスプレできないと思って、着てみたい服を選んだといった感じだ。まあ、メイド服はコスプレの定番だし。しかし、随ずい分ぶんとこの世界に染まってきているな。

　さらに二人が終わり、その内の一人ひとりは水着だった。客からの歓かん声せいもいつもより大きかった。

「やはり水着がいたか。気合入ってるな」

「でも統吾、あれは水着なのかい？　朱音ちゃんのと比べて随分と露ろ出しゆつが控え目だったけど」

「そっか。明道は知らないんだな。あれは学校の授業で使う『スクール水着』っていうやつでな、露出目的にはデザインされてないんだ」

「へえ……。水着でも露出が低いとあまり意味はないように思えるけど……」

　そんなことを言う明道の肩に、統吾は自然と腕を回していた。

「明道、いつかお前にもわかるようになるさ。スクール水着のよさがな」

「……勉強するよ」

　そして六人目の名前を司会が呼ぶ。

「次は一年Ｂ組、穂ほ科しな瑞みず希きさん！　どうぞ！」

　ついに来た。最初は瑞希か。客の中の一年Ｂ組の奴やつらは、瑞希がコンテストに出るなんて夢にも思わなかっただろう。

　瑞希の衣い装しようを選んだのは統とう吾ご。朱あか音ねの場合は際きわどい水着の色気による真っ向勝負だが、瑞希は違う方面から攻めた。前々から用意した凝こった衣装もなければ、インパクトのある奇抜な衣装もない。そうした時、何を狙ねらえばいいのか。そこで思いついたのがシチュエーションである。男どもが思い抱く理想の場面を表現することにより、気を引こうと考えたのだ。

　庶しよ民みんにとってメイドは存在が理想である。まあ、日常的にメイドがいたような世界の出身者もいるだろうが。

　しかし瑞希は、理想の存在ではなく理想の場面を表現するのだ。

「お、出てきた」

　制服を脱いで、Ｔシャツ姿の明あき道みちが言った。明道はコンテストが始まってからずっとＴシャツで、ブレザーを腕にかけている。

　明道からなくなったのはワイシャツ。そしてそれを誰だれが着ているかというと……。

「おーっと！　穂科さんはワイシャツ一枚で登場だあっ！」

　司会のボリュームが上がり、同時に会場が沸わいた。

　ライトに照らされたステージの上の瑞希。見える限りで身につけているのはワイシャツ一枚のみ。もちろん明道の物である。長身の明道の物なのでもちろんぶかぶかで、手は隠れ、裾すそは膝ひざの上まで届いている。

　さらに両手には歯ブラシとコップを持たせ、明道が持ち歩いているヘアワックスを使って、ストレートの瑞希の髪の先を所々跳はねさせている。そう、まるで寝ぐせのように。

　今、瑞希は寝起きなのである。朝起きて洗面所で歯は磨みがきをしているのだ。

　想像以上の完成度に、統吾も思わず「おぉ……」と声を漏らしてしまった。

「すごいな。これは穂科さんでないと似合わないな」

「どうよこれ。俺おれの考えた『いつもはクールなあの娘こが実は朝に弱くて無防備な姿に思わずドキッ☆作戦』は！」

「……僕はね、毎日君を尊敬し直している気がするよ」

「ははは！　敬うやまえ敬えぇ！」

　摑つかみは完かん璧ぺき。客は瑞希が見せる無防備な姿に魅み了りようされている。普段ふだんの静かな瑞希を知っているクラスの連中には倍の効果があるだろう。

　瑞希の頰ほおは赤く染まっている。おそらくは「何で私がこんなことを……」という自己嫌けん悪おと、「統吾いつか殺す」という殺意が混じったものだ。それくらい統吾もわかっている。おそらく自分はいつか地じ獄ごくを見るだろう。その時はその時だ。

　赤く染まる瑞みず希きの頰ほおは、見ようによっては恥じらっているようにも見える。そこがまた男どもの心をくすぐるようで、今までに出てきた女の子が忘れられてしまうくらいの盛り上がりを見せている。

　ここでとどめを刺す。最後に、瑞希に統とう吾ごの考えた決めゼリフを言わせるのだ。

　瑞希はワイシャツの袖そでを顔の前に持っていき、やがて小さな声で言う。

「これ……お兄にいちゃんの匂においがする……」

　体たい育いく館かんが揺れた。なかなか演技派ではないか。瑞希はわかっているのだ。こういう舞ぶ台たいで、恥ずかしがることが一番恥ずかしいことなのだと。堂どう々どうとやり切ることが、この場を乗り切る最良の手段なのだ。

「どうよこれ。俺おれの考えた『いつもはクールなあの娘こが実は妹でしかも血は繫つながっていなくて兄のワイシャツを勝手に拝はい借しやくしちゃった姿にドキッ☆作戦』は」

「……二重に仕込んでたんだね」

「俺は手を抜かん！」

「また一つ君を尊敬したよ」

　時間が来て、瑞希は退場していった。きっと今いま頃ごろは舞台袖で襲おそいくる自己嫌けん悪おと戦っている最中だろう。膝ひざと両手をついて「私って……」と呟つぶやく姿が容易に想像できる。

　まだ会場の熱ねつ気きは収まらない。かわいそうなのは次に出てきた女の子だ。どうやっても見劣りしてしまう。その女の子は、特に注目されることなくアピールを終えた。

　これは、このまま瑞希が優ゆう勝しようしてしまうのではないか。本命は朱あか音ねであったが、順番のせいもあって、観かん客きやくの心は瑞希に傾いている。統吾から言わせれば、どちらが勝っても問題ない。のんびりと朱音の水着を堪たん能のうすることにしよう。

　が、瑞希が持っていった会場の空気を、次の出場者がまだ引き戻した。

　会場が静まり返る。声を出してはいけないような雰囲気が生まれていた。

　純白の衣い装しようを纏まとう生徒会副会長、水み無な瀬せ悠ゆう子この登場によって。

　舞台袖からゆっくりと歩いてくる悠子は、どこか神聖なものに感じた。

　肩を出した雪のように白いウェディングドレス。それが悠子の衣装だった。手にはブーケを持ち、バージンロードを歩く。

「うわぁ……」

　マイクを持った司会者から感かん嘆たんの声が漏れた。

　統吾も見とれていた。女神というべきか、妖よう精せいというべきか。とにかくきれいな人がそこにいた。ここにいない誰だれかに目の前の悠子を言葉で説明しようとしたら、きっと言葉が見つからない。

「まずいよ統吾。これは女子の票も持っていかれる」

「……確たしかに」

　明あき道みちの声で正気に戻った。花はな嫁よめとは女の子の夢、理想。それを完かん璧ぺきなまでに表現した悠ゆう子こは、男子だけでなく女子の心も奪うばってしまった。

　悠子は何も言わず、こちらに背を向けた。そしてブーケトス。これは本物の結婚式ではなく、悠子も本当の花嫁ではないというのに、そのブーケに女子が集まった。「いやそれ取っても効果ないでしょ」と言おうものならその場で袋ふくろ叩だたきにされそうだ。

「やった！」

　ブーケを手にした女子が跳とびはねる。するとその女子はこっちを向いた。

「城しろ田たくんっ！　私、まだ諦あきらめない！」

「う……長おさ田ださん……」

　なんと、あの明道が女子に引いている。長田という女子は明道に向かって他ほかの客を蹴け散ちらしながら猛もう然ぜんと走ってくる。

　明道はワインレッドのブレザーを広げ、ひらひらと動かす。それはまるで闘とう牛ぎゆう士しのよう。そして長田は牛のよう。

「オーレっ！」

　どこで覚えたのか、そんなかけ声と共ともに、明道は長田の突進を優ゆう雅がにかわした。長田は急ブレーキをかけると、再び鼻息荒く明道へと突進してくる。牛のようではなく、牛だ。

　その突進も明道はひらりとかわす。すると、長田は勢いそのままに出口から出ていってしまった。なるほど、上う手まいこと出口の方向に誘ゆう導どうしたのか。

　あの二人ふたりの間に何かあったのだろうか。統吾が長田のラブソング詰めＣＤを明道から聴きかされるのはまだ先の話である。

　悠子が退場した後も、会場の空気は変わらない。このままでは負けてしまう。もし悠子が先で瑞みず希きが後だったら、状況はまた違っただろうか。

　いや待て。まだ朱あか音ねがいる。朱音が男子の票を取れば、男子が圧倒的に多いのだから勝つことができる。朱音の着やせに期待するしかない。

　数人の女子が出番を終え、ついに最後の一人ひとりになった。

「それでは最後の出場者です。一年Ｂ組、夏なつ森もり朱音さん！」

　司会の声と同時に朱音が舞ぶ台たい袖そでから現れた。

「おおおおおおっ！」

　とは会場の男どもの叫び声。その中には統吾の声も混じっている。

「こんにちはーっ！　夏森朱音です！」

　今までも、何人か水着で登場した女の子はいた。しかし、朱音の水着はその中でも一番露ろ出しゆつが高い物だった。水玉模も様ようの布は朱音の体の一部を最低限しか隠していない。しかも、統吾の「朱音着やせ説」は見事に的中していて、朱音は普段ふだんの制服姿からは想像できないようなプロポーションの持ち主だった。出るところは出ていて、引っこむところは引っこんでいる。時々、パジャマで統とう吾ごたちの部へ屋やに遊びに来ることがあったが、パジャマもオーソドックスなデザインのパジャマなので体型を隠してしまっていた。

　朱あか音ねはかわいらしい顔立ちと仕し草ぐさで年ねん齢れいよりも幼い印象を受ける。それにこのスタイルというアンバランス。最高としか言いようがないではないか。

「明あき道みち」

「統吾」

　自然と向かい合い、二人ふたりは握手をしていた。何かに「ありがとう」と言いたい気分だった。

　さて、朱音にも二分のアピールタイムが与えられているが、何をするつもりなのだろう。瑞みず希きにはセリフを仕込んだが、朱音は水着で出るだけで十分だと思っていたので、特に統吾からは何も言っていない。悩ましげなポーズでもとればそれだけで男どもの票を集められそうなものだが、朱音はそこに思い至らないだろう。

「えっと、魔ま法ほう使いまーす！」

　朱音は小さくしていた魔法の杖つえを取り出し、元の大きさに戻した。朱音の杖はマジシャンが持っているような黒い棒だ。

　魔法を披ひ露ろうした女の子は朱音で何人目だっただろうか。体たい育いく館かんの中で魔法を使うわけで、威い力りよくよりも見た目が派は手でだったりきれいな魔法を使っていた。

「朱音、何するつもりだろうな」

「攻こう撃げき系けいじゃないだろうね。屋根壊こわれちゃうだろうし」

　すると、舞ぶ台たい上にいる朱音と目が合った。

「統吾くん、ちょっとこっち来て」

　手招き。言われるがままに統吾は舞台に上がる。スポットライトが眩まぶしい。朱音も瑞希も、こんなところに立っていたのか。体育館を埋める観かん衆しゆうが自分を見ているのがわかる。何をするわけでもないのに、体が強こわ張ばってきた。

「で、何すればいいんだ？」

　あれだけ喜んでいた朱音の水着姿なのに、いざ目の前にすると目のやり場に困ってしまう。ジロジロ見るのもいやらしいし、だからといって目を逸そらすのも変だ。

「そこに立っててくれればいいよ。私がこれから浮遊魔法をかけるから」

「浮遊？」

　なるほど、朱音は統吾を宙に浮かせるつもりなのだ。それにしても、朱音はそんな魔法まで覚えていたのか。朱音のいた世界で空を飛ぶ魔法がどれくらいの難なん易い度どかは知らないが、少なくともアーチバールには存在すらしていなかった。「空を飛ぶ？　そんなもん鳥に任せておけよ」がアーチバールの魔法使いの口くち癖ぐせである。

　朱音は統吾と少しの距きよ離りを置いて杖を構える。転移魔法は経けい験けんした統吾だが、空を飛んだことはない。自然と緊きん張ちようしてくる。それとは別にやってくる不安。この不安の正体はわかっている。朱あか音ねのことだから、ドジをして統とう吾ごを天てん井じようを突き破るくらい飛ばしてしまわないかという不安である。やりかねない。というより、もう八割方やるのではないかとも思っている。

「いくよー」

「おう。あばら骨の覚悟ならできてるぜ」

　いや、上に飛ぶなら脳天をカバーしなくてはならないか。

　朱音の杖つえに魔ま力りよくが集まる。

　アピールのためだろう、朱音はその場でくるっと一回転してみせた。だがそれがいけなかった。朱音のビキニの紐ひもが緩ゆるむ様よう子すが、近くにいた統吾にはばっちり見えてしまった。このまま杖を振れば、その拍子にブラは落ちてしまうだろう。

「朱音っ……！」

　その時統吾にはたらいた心理というのは、とても自分でも理解し難がたいものだった。そのままにしていれば、間近で朱音の意外に大きい胸を見ることができる。それに、観客には大サービスとなって朱音の優ゆう勝しようは揺るぎないものになるだろう。

　が、統吾は駆かけ出していた。もっと近くで見たい、ではない。見せたくないのだ。こんな大勢の人の前で、朱音が恥ずかしい思いをするのは耐えられない。

「え……？」

　統吾が動いてしまったことで、朱音は戸と惑まどい魔法をキャンセルする。しかし、ビキニの紐ひもは解ほどけていく。統吾は駆けながら朱音を視し線せんから守るためにブレザーを脱いだ。

　そこで統吾は、朱音を助けたいと思っている人間がもう一人ひとりいたことに気づく。

　舞ぶ台たい袖そでから、瑞みず希きが飛び出してきていた。もう着替えて、制服姿だ。袖で朱音を見守っていた瑞希も、紐が緩んで大変なことになると察したと同時に体が動いていたのだろう。瑞希も同じことを考えているようで、ブレザーを脱いでいる。

　右から統吾、左から瑞希が迫ってきて、朱音の体をブレザーで隠そうとする。それに朱音は混乱したのか、その場に座り込んでしまった。

　このままだと統吾も瑞希も間に合わない。

「くそっ……」

　自分を慕したってくれる女の子に恥をかかせるわけにはいかない。

　それは勇者としてではなく、男として。

　がむしゃらに、踏み切った。

「見ていいのは俺おれだけだああっ！」

「それも違うでしょ！」

　統吾と瑞希。二人ふたりは朱音を押し倒すようにしてブレザーをかぶせた。三人は舞台の上に重なって倒れ込む。間かん一いつ髪ぱつ、朱音のビキニが落ちてしまう前に隠すことに成功した。

「統とう吾ごくん！　瑞みず希きちゃんまで！　どうしたの？」

　何が起きたか理解していない朱あか音ねは目を白黒させているが、これでよかったのだ。朱音のアピールは失敗に終わり、票は入らないだろう。でも、朱音に恥をかかせてまで勝とうとは思わない。まあ、瑞希にワイシャツを着させたのが恥でなかったのかと言われれば怪あやしいところではあるが。

　重なって倒れた三人の中で、一番上にいた統吾が体を起こす。観かん衆しゆうはきっと白けた目で舞台上の三人を見ているに違いない。と思ったら、何な故ぜか観衆は白けるようなことなく、舞台の一点に視線を集中させていた。視線の先は統吾でも朱音でもない。

「あー……」

「どうしたの？」

「穂ほ科しな……どんまい」

　ふと、そんな言葉をかけていた。

「は？」

　瑞希も体を起こす。そして観衆が自分を見ていることに気づいたようだ。さらに、自分の身に何が起こっているかということにも。

　倒れた時の体勢が悪かったのかもしれない。原因はわからない。どうして瑞希のスカートがめくれてしまっているのか、その中の布を一般無料公開してしまっているのか。それは神のみぞ知るといっても過言ではなかった。
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「きゃああぁぁっ！」

　こうして、美少女コンテストの優ゆう勝しよう者しやが決まった。







　コンテストに優勝し、宝の在あり処かを示す貴重なヒントを手に入れた統とう吾ごたちは、部室に戻って真剣な議ぎ論ろんをしていた。

「俺おれはな、これくらいだと思うんだよ」

　と、統吾は親指と人差し指で空間を作ってみせた。

　それに反はん論ろんしたのは明あき道みち。

「そうかな。僕はこれくらいがちょうどいいと思うよ」

　明道も、親指と人差し指で空間を作る。統吾のものより、若じやつ干かん幅の広いものだった。

「そりゃちょっと広すぎだろ。やっぱこんくらいが理想だって」

「わかった。それは僕が折れよう。でも、色合いについては意地を張らせてもらう。絶対に青と白だ」

「わかってねえ。わかってねえよ明道。白は間違いない。でもな、白と組めるのはピンクしかねえんだって」

「わかってないのは君だよ。僕の確たしかな勘かんが言ってるんだ。絶対に青……」

「あんたたち、一応訊きくけど何の話してんの？」

　統吾と明道の真剣な議論を遮さえぎって、瑞みず希きが口を開いた。顔が露ろ骨こつに不ふ機き嫌げんそうなのはきっと気のせいだ。

　統吾が指で作っていた空間、それは他ほかでもない。

「『縞しま模も様ようにおける幅の広さ、及び色合いが生み出す青少年への視覚効果について』だが」

　瑞希が拳こぶしを強く握るのがわかった。

「で、何で突然そんな話を始めたのかしら？」

「おいおい邪じや推すいするなって。別にお前のパンツの柄がらに起因してるわけじゃ……」

「死んねえええええっ！」

　繰くり出される渾こん身しんのソバット。まともに受ければ校庭に放り出された上にまたもあばら骨を骨折するところだったが、朱あか音ねが瑞希にしがみつき、瑞希の足は統吾に届かなかった。

「ダメだよ瑞希ちゃん！　今は統吾くんを蹴けってる場合じゃないよ」

「でもっ……。ああああぁぁぁ……」

　舞ぶ台たいでのアクシデントを思い出したのか、瑞希は頭を抱えて教室の隅すみの方でしゃがみ込んでしまった。

　コンテストは瑞希が大量の票を得て優ゆう勝しよう。二位は悠ゆう子こ、三位は朱音という結果に終わった。まあ、どれだけ男子の考えることがわかりやすいかということだ。今年ことしのコンテストは『しましまの奇跡』という伝説としてこの学校に残ることになるだろう。

　もちろん瑞みず希きは表彰式には出ず、舞ぶ台たい裏うらで賞品のヒントを受け取った。コンテストの実行委員も、少し同情しているようだった。魔ま法ほうで電子機き器きを使用できないようにしていたので、写真が流出することがないのが不幸中の幸いと言っていい。

「そんなに気にしちゃダメだよ」

　隅でハムスターのように背を丸めている瑞希に、明あき道みちが声をかけた。

「……もうお嫁よめにいけない……」

「僕が貰もらってあげるから」

「じゃあ死ぬ」

「はは。それは困るなあ」

　瑞希が立ち直るには時間がかかるかもしれない。明日あしたからしばらく、生徒たちが瑞希を見る目は変わる。きっとそれは瑞希にとって辛つらいことだ。できるだけフォローしてあげたい。こうなったのも、元はと言えば自分のせいだ。どれだけふざけても、取るべき責任は取るつもりだ。

「まあ、変なこと言ってくる奴やつがいたら言えよ。ボコボコにしてやるから」

　統とう吾ごは腕まくりをしてみせる。

「いい。自分で殺やるわ」

　今、声から漢字が見えた。

　瑞希に何か言うような奴がいたら、先に統吾が止めるべきだ。そうでないと、そいつは本当に死ぬ。

　そして話は本題に入る。瑞希の優勝で手に入れたヒント、それは『太陽』だった。最高難なん易い度どのコンテスト優勝の賞品なのだから、最初に言っていたとおり大ヒントなのだろう。つまり、『太陽』は宝の在あり処かを示す鍵かぎになっているはずだ。

　統吾たちが手に入れたヒントは三つ。『16』『石』『太陽』である。もう一つくらい欲しいところではあるが、コンテストが終わる頃ころには各クラスのゲームはほとんど終了しており、この三つのヒントで宝の場所を推測しなければいけなかった。

「やっぱり『太陽』を中心に考えるべきだよね。これが一番のヒントなわけなんだから」

　明道の意見には全員が同意した。思わず窓の外の空を見る。ここからは太陽は見えなかった。空は橙だいだい色いろに染まろうとしている。そろそろ文化祭も終わりの時間だ。

「太陽の下に十六個の石を並べて呪じゆ文もんを唱となえると、宝が出てきたりして」

　とりあえずヒントを詰め込んでみた。

「あんたちょっとは真剣に考えなさいよ。だいたい、呪文なんてあったら絶対にわからないじゃない」

　そこに入ってきたのは朱あか音ね。

「瑞みず希きちゃん、きっと呪じゆ文もんは『トーゴクンハツヨーイユーシャ』だよ」

　いたって真剣な顔で。

「おいおい。そんな褒ほめるなよ朱あか音ね。お兄にいさん、照れちゃうじゃないか。それに俺おれは『アカネチャンハチョーカワイイ』が呪文だと思うぞ」

「えへへっ。もう、統とう吾ごくんってばあ」

　そうだ。これは憧あこがれのアレをやるチャンス。日本中の男たちがかわいい女の子にやってみたいと思っている。と統吾は勝手に思っている、究極の技わざ。

　統吾は人差し指を立てて、朱音の額ひたいへ。

「こいつぅ」

　コツンと、朱音の額を小突く。やった。ついにやった。おそらくはカップルでもそう簡かん単たんにはできない。それを今、朱音という美少女にやってのけたのだ。さすがに明あき道みちもこれはやったことがないはず。

　歓かん喜きに震ふるえる統吾を、明道は感心したような目で見ていて、瑞希は完全なまでに呆あきれたような目で見ていた。

「何それー。私もやるー。こいつぅ」

　朱音の人差し指は、統吾の首のつけ根、鎖さ骨こつの間をきれいに突いた。

「ごふぉっ……！　朱音っ……そこは違っ……ゴホっ、ゴッフォ！」

　咳せきで呼吸困こん難なんになっている統吾を放置し、瑞希と明道は思考を続ける。

「『太陽』っていうくらいだから宝は外って考えていいわよね」

「そうだね。『石』も外にあるものだし、それは間違いないと思うよ」

　やっとのことで咳がやんだ統吾も議ぎ論ろんに戻る。しかし、石なんていくらでもあるし、この辺に特別な石があるなんて聞いたことがない。まさかとは思うが、ヒントとは別に何か仕込まれた石が十六個配置されていて、ヒントと一いつ緒しよにそれも見つけないと宝にたどり着けないとか。それはいくら何でも難むずかしすぎる。

　時間が過ぎる。誰だれかが宝を見つけたらアナウンスが流れるはずだから、宝はまだ見つかっていない。それだけ見つかりにくい場所に隠してあるのだ。数ある参加者の中で『太陽』というヒントを知っているのは統吾たちだけなのだから、確かく実じつにアドバンテージはこちらにあるはず。

「あれ？　屋台ってもう終わりなのー？」

　と、窓から外を見ていた朱音が言った。時計とけいを見れば午後三時五十分。

「文化祭は四時までだからな。もう撤てつ収しゆう作業に入ってるんだろ」

　できることなら屋台の食べ物をもっと堪たん能のうしたかった。今なら売れ残りを安く売っているかもしれないが、そんなことをしている暇ひまはない。

「……あ」

　思わず統吾はまた時計を見た。もちろん、さっき見た時より一分も進んでいない。

「統とう吾ご、どうしたんだい？」

「明あき道みち……。四時って、十六時だよな」

　呟つぶやくように言った言葉に、明道と瑞みず希きがはっとなる。

「時間なんて、普通すぎて考えなかったわ。でも、何かが十六個って考えるよりもあり得ることだわ」

「そうだね。今から十分後の四時に『石』と『太陽』が関係するところに宝が出現するのかもしれない」

　もうすぐその四時になる。『16』が本当に時刻を表しているものなら、そこで何かが起こるはずなのだ。しかし、起きてから動いても遅い。『16』のヒントを手に入れているのは統吾たちだけではない。時刻に気付いた参加者はどこかに当たりをつけて、そこで待たい機きしているのだろう。

「『太陽』は間違いなく空にある太陽でしょうから、『石』が何かを考える必要があるわ。宝石とかも石に入るから、何か魔ま力りよくの宿った魔法石が校内にあるのかも……」

　瑞希は愛用の電卓を叩たたき始めた。何かを計算しているわけではなく、考え事をする時の癖くせなのだろう。

　まだ宝が発見されたという放送はない。このままだと、午後四時が山場になりそうだ。

「……ああもう、わからんっ」

　統吾は頭を抱えた。もうすぐ四時になってしまう。

「校長先生も張り切って隠したんだねー」

　朱あか音ねがふっとそんなことを言った。そういえば宝を隠したのは校長なのだ。

「ホントだよまったく。……あ──っ！　まさかっ……」

　突然のひらめきに後ろに倒れそうになった。朱音、明道、瑞希が何事かと奇声をあげた統吾を見る。

「ちょっと、いきなりどうしたの？」

「みんな外出ろ！　校庭だ！」

　瑞希の問いには答えず、統吾は教室を飛び出す。もう時間がない。統吾の推測が正しければ、四時ちょうどでないといけない。

「あんた、少しは説明しなさいよ！」

「いや、穂ほ科しなさん、今は統吾についていこう。他ほかにアイディアもないし」

「待ってよ統吾くーん」

　三人より一足先に、統吾は階段を駆け下り、昇しよう降こう口ぐちから外に出た。

　校長。それが統吾の中で決め手となった。実際の校長は実はまだ見たことがない。しかし、どんな校長なのかは統吾も知っている。何な故ぜなら、校門のところで毎日見ていたからだ。

　校門前の校長の像。あれは石像だ。これは『石』という条件にあてはまる。それなら石像を壊こわせば中から出てくるのかというと違う。

　校庭に向かって走る。もう宝は目の前だ。

　校長の石像はただの直立ではない。何を思ったか知らないが、まるでダンスの決めポーズのような感じで、人差し指が天を突くように上を向いている。

　そんなポーズの石像に十六時の太陽の光が当たったらどうなるだろうか。低い位置からの日光に影は伸び、校庭に達する。そして校長の指は、地面のある一点を指すのではないか。

　そしてそれこそが……。

「ふん。お前らもか」

　低くてよく通る声。

「……っ！」

　どちらが先客ということもなく、同時だった。

　校長の石像の影が指さす先、きっとそこに宝が埋まっている。その地点を挟むように、統とう吾ごは対たい峙じした。

　生徒会ペア。

　会長の安あん藤どう和かず臣おみの隣となりに副会長の悠ゆう子こ。今回の優ゆう勝しよう候補と言われた二人ふたり組が、統吾と同時に宝の場所にたどりついていた。

「あら、ぴったり一いつ緒しよなんてすごいですね」

　悠子はゆったりとした口く調ちようでそんなことを言った。一つの宝を取り合うライバルではあるが、悠子から敵意のようなものは感じられない。

　やがて統吾を追ってきた三人が並ぶ。

「そう簡かん単たんにはいかないものだね」

　そう言う明あき道みちの声には緊きん張ちよう感かんが混じっている。

「よりによって一番厄やつ介かいなのが……」

　リュックサックを背負った瑞みず希きは、すでに身構えている。これから何が起こるかわかっているのだ。

「ねえねえ、こうなった場合ってどうするのー？」

　わかっていないのは朱あか音ねだけのようだ。

　この学校では、基本的に魔ま法ほうや特殊な能力を使ったケンカは禁止されている。ケンカをしようものなら、この目の前にいる生徒会長や腕利きの先生たちに制裁を受けることになる。しかし、今この瞬しゆん間かんだけは特別だ。一年に一度の文化祭の恒例行事、宝探しで参加者が同時に宝にたどりついた時、異能の力による戦いが許可されている。ジャンケン、くじ引きなど方法はいくらでもあるが、望めば大たい抵ていのことが叶かなえられる特権が賞品なのだから、お互い納得のいく方法で決めたい。となれば、異能の力を持っている者どうし、その力比べをするしかない。もちろん早い者勝ちという原則は変わらないので、隙すきをついて見つけ出してしまえばいいのだが、この相手に限ってそれは絶望的だ。

「朱あか音ね……戦せん闘とう経けい験けんはあるか？」

「私？　えっと、練習くらいしかしたことないよぉ」

　朱音の世界は平和だ。朱音の祖母が魔ま王おうを倒し平和をもたらしている。朱音も魔法は使えるが、敵も魔物もいない世界で、戦った経験があるわけもない。

「……わかった」

　統とう吾ごは腰に提げたトーゴカリバーの重みを確かく認にんする。折れてしまったトーゴカリバー。しかし、戦う時はこいつを使うと決めている。アーチバールを救ったこの剣で。

「おい待て。随ずい分ぶんと殺気立ってるな」

　すぐにでも戦いが始められるように構えている統吾たちに対して、生徒会は余裕の表情だ。

「だって会長、こうなったらもうやるしかないじゃないですか」

　和かず臣おみは見下すように笑う。

「わざわざ負ける勝負をすることもあるまい。辞退しろ。そうすればケガもせずに済む」

「それはできません。俺おれたちは部を作りたいんです」

「あのよくわからん部か。確たしかに、こうでもしないと申しん請せいは通らないだろうな」

　和臣の言う通り、思いつきのような部活を設立するにはこの方法しかないのだ。

「会長は、宝を手に入れたら何をしたいんですか？」

「生徒会室にパソコンを導どう入にゆうしようと思ってな。この世界の技術は高く評価している」

　そんなもの、学校に話をすれば一台くらいどうにかなるのではないだろうか。宝探しに勝ってまで叶えることではない。それに、生徒会の参加は今回は初めて。しかも、統吾が部の設立を申し出てから、参加を発表したという。

「会長、もしかして、俺らの部の設立を邪じや魔ましようとしてませんか？」

「まさか。そんなことは生徒会のするべきことじゃない。俺たちは本当にパソコンが欲しいのだよ」

「会長……すっごい悪い顔してますよ」

「気のせいだ」

　元魔王だけあって、悪い顔は最高レベルだ。言っちゃ悪いが、刑法の端から端までぶっちぎりましたという顔をしている。

「安あん藤どうくん、悪い顔ですって」

「悠ゆう子こ、何がおかしい」

　うふふ、と笑う悠子を和臣はたしなめた。和臣に睨にらまれてもまったく動じない悠子もさすがである。

　どちらも退ひく気はない。これから始まるのは戦いだ。しかも、圧倒的な力を持った和臣とである。統吾は、言わなければいけないことを言った。

「朱あか音ね、明あき道みち、穂ほ科しな、降りるなら降りてくれ。百パーセント危険だってわかってるものに、俺おれの勝手で巻き込むわけにはいかん」

　そもそもが思いつき。自分が高校生活を楽しみたいという理由だけで参加したものだ。何事もなく宝を見つけて勝つ、何事もなく他ほかの参加者が見つけてしまう。どちらかであったならもちろんこんなことは言わない。しかし、事態は予想していた中で最悪になってしまった。最強チームとの戦せん闘とう。先頭に立つ勇者として、仲間たちが傷つくとわかっているのに、そこに突っ込ませるわけにはいかない。

　辺あたりでは、屋台の撤てつ収しゆうが終わり、ひらけたグラウンドにギャラリーが集まってきている。宝探しが戦いによる決着になると知ってやってきたのだろう。

「何言ってんの、よっ！」

　瑞みず希きに殴られた。それにしても躊躇ためらいなく殴るなこの人は。初めて部に誘った時は静かに本を読む美少女だったのに。

「瑞希ちゃん、殴らなくても……」

「なんかこいつの顔見てると殴りたくなるのよ」

　ひどいこと言われた。

「はは。統とう吾ご、やっぱり顔っていうのは大事だね」

　イケメンがそんなことを平然と言った。明道の顔を殴ろうものなら、学校中の女子を敵に回すだろう。特にさっきの長おさ田だという先せん輩ぱいには呪のろいをかけられそうだ。

「巻き込んでおいて今さら降りろとか、そんなこと言うんじゃないわよ。いい？　私はね、部ができてもできなくてもどうでもいいの。毎日アイスを食べて暮らせればそれでいいの。でもね、商売でも何でも、何の因果か乗った船なんだから、最後までやるわ。これは私の商人としてのプライドよ」

　一息で言い切って、瑞希はリュックサックから電卓を取り出した。その表情は覚悟を決めたものであったが、いまだにどうして殴られたのかはわからない。できるだけ拳こぶしでなく言葉で伝えて欲しいと思う。

「統吾、確たしかにさっきの言葉はまずかったね。僕たちはもう巻き込まれてるんだから、降りることなんてないよ」

　明道はブレザーを脱いで放った。ネクタイを緩ゆるめ、肩を回す。

「お前もやってくれるのか？」

「もちろんさ。君の近くにいると楽しいことが起きるし、これからも起きるだろうね。穂科さんとも一いつ緒しよにいられるし」

　それはからかっているのか本気なのかわからない。瑞希は「黙だまりなさいよ」と明道を睨にらんだ。

　それに、と明道は続ける。

「僕は、君のことが好きだよ。もちろん、人間的な意味でね」

「わ、わかっとるわそんくらい！　っていうか他ほかの意味だったら色いろ々いろまずいだろ。ルームメイトとして！」

　相変わらずストレートにものを言う奴やつだ。そんな統とう吾ごと明あき道みちの会話を聞いて、悠ゆう子こは楽しそうに笑った。

「仲良しなのはいいことですよ。『どっち』が『どっち』なんでしょうね」

「どういう意味っすか悠子先せん輩ぱい！」

　一番想像したくないこと想像させてくれる人だ。明道のせいで『そっち』の人に思われたらどうしてくれる。

　ちょん、と、袖そでを引っ張られた。視し線せんを下げると、そこには朱あか音ねが頰ほおを赤くして上目づかいに統吾を見ていた。

「私も戦うよ！　わ、私も統吾くんのこと好きだからっ！　に、人間的な意味でっ！」

　やっぱり朱音は超かわいい。

「お、俺おれも朱音が好きだ！　その……着やせ的な意味で！」

「もう！　統吾くんのエッチ！」

　女の子に「好き」と言われたのは今まで生きてきて初めてだ。それがどんな意味であっても、統吾の単純な脳はテンションを一気に最高まで引き上げた。

「いよっしゃあ！　全員参加で生徒会をぶっ倒す！」

　四人が並ぶと、黙だまっていた和かず臣おみが徐々に魔ま力りよくを放出してくるのがわかった。もうすでに統吾の基準では高いと感じる魔力だ。

「準備はいいか？　コント集団」

　とうとうコント集団にされてしまった。統吾はちらっと瑞希を見る。

「コントだなんて言われてるぞ、リーダー」

「何で私をリーダーにすんのよ！　あんたでしょうが！」

　実はこれも統吾のひそかな作戦だったりする。真剣な雰囲気をチャカすことで、マジメそうな和臣の集中を乱そうと考えているのだ。しかし、和臣の表情に変化は見られない。この程度では揺らがないか。

「水み無な瀬せ、お前は援えん護ごに回れ。俺おれがやる」

「いえ、私は退場しますね。周りの方々に迷めい惑わくがかからないように障しよう壁へきだけ張ります」

「……何だと？」

　震ふるえあがってしまいそうな低い声で、和臣は呟つぶやく。統吾としては、戦力的に悠子が出てこないのは嬉うれしい限りだ。

「ええ。だって私、もうパソコン持ってますし」

「それはお前の個人的な所有物だろうが。俺は備品として置くと言ってるんだ」

「マインスイーパがやりたいだけでしたら、私のお古を譲ゆずりますけど」

「俺おれがいつそんなことを言った！」

　微妙に会話がズレている。どうやら悠ゆう子こにやる気はないらしい。それとも、ハンデとして参加しないことにしたのか。ただ一つ言えることは、マインスイーパはやり始めたら止まらないということだ。

　とにかく悠子が不参加となり、和かず臣おみ一人ひとりとなってしまった生徒会ペア。これで勝ち目が見えてきた。

「これなら……」

「袋ふくろ叩だたきにできるとでも思ったか。雪ゆき村むら統とう吾ご」

　オレンジの夕日が照らすグラウンドで、文化祭最後のイベントが始まった。

　まるで風船のように和臣の魔ま力りよくが膨ふくれ上がる。風船と違うのは、どれだけ膨れても針でつついても、この魔力はパンクしないということだ。

　統吾たちを囲むようにしていたギャラリーが沸わく。聞こえてくるのは統吾たちを応援する声だった。生徒会長が悪者にされているわけではないが、異常な強さを持った和臣が負けるところを見たいのかもしれない。

「やばっ……。みんな散れっ！　あれっ？」

　言った頃ころには、三人はすでに後方へ下がって散開していた。動いていなかったのは統吾だけだ。見捨てられた気分だ。

「お前ら早っ！」

「あんたが遅いのよ！」

　いつだって瑞みず希きは正しい。

　和臣は手のひらの上に黒い塊かたまりを作りだす。野球ボールほどのそれを、迷うことなくポツンと残された統吾に向けて投げた。

　剛速球。しかし、見切れないほどではない。「うおぅ！」。統吾は横よこっ跳とびで黒い塊を回かい避ひ。塊が落ちた地面から黒い爆ばく発はつが起きる。触れるだけで飲み込まれてしまいそうな、漆しつ黒こくの炎だった。和臣の世界で魔法の属性分けがされていたかはわからないが、この世界のゲームでは魔法は属性に分けられることが多い。それで言えば、和臣は完全に闇やみ属性だった。

　定石から言えば、闇に強いのは光と相場が決まっている。だが、そもそも統吾は魔法が使えない。

「ええいっ！」

　その時、朱あか音ねが振った黒い杖つえから赤い光こう線せんが放たれた。一筋の赤い光は、回かい避ひの動作を見せない和臣に直ちよく撃げきする。

「……何だ今のは。魔法か？」

　まったくの無傷。おいおい、今の朱音の魔法は、アーチバールの魔王を灰にするくらいの魔力だぞ。それをまともに受けて服すら焦こげないとはどういうことだ。

「うぅ……。魔ま法ほう壁へきが厚くて抜けないよぉ……」

　和かず臣おみが体に纏まとうように展開している魔法の壁かべ。それに朱あか音ねの魔法は阻はばまれたのだ。しかもそれは、和臣に虫がぶつかった程度の衝しよう撃げきしか与えていない。

　今のが朱音の持つ魔法の中でどれくらいのものだったのかはわからない。仮に全力のものだとしたら、朱音の魔法は通用しないということだ。

「こうなりゃ接近戦だ！　明あき道みち！」

「わかってる！」

　明道とタイミングを合わせ、左右に駆かけ出す。和臣の魔法がどれだけ強力なものなのかはわかっている。それなら格かく闘とうは苦にが手て。というわけではないだろう。世界を統すべていたカリスマ魔王が、まさか中・長ちよう距きよ離りの魔法だけということはあり得ない。

　だが、魔法での攻こう撃げきに期待が持てないとなると、接近戦に持ち込まなければいけないというのもまた事実である。

　走りながら、明道は拳こぶしに魔力を宿らせた。魔力によって身体強化を施ほどこし、徒と手しゆ空くう拳けんで格闘する。それが明道の戦闘スタイルだ。

　統吾は腰のトーゴカリバーを抜く。折れて半分しかない剣。間合いを調ちよう整せいし、斬きりかかる。短剣を持っていると思えばいい。

「どりゃあっ！」

　トーゴカリバーの刃は、魔力を纏った和臣の片手で防がれる。涼しい顔をした和臣は、折れた剣を一いち瞥べつ。

「何のつもりだ。来るなら万全で来い」

「この剣持ってりゃ、俺おれはいつでも万全なんだよ！」

　剣が弾はじかれる。しかし、同時に明道が挟むように拳を繰くり出していた。和臣の視線も注意も統吾に向けられている。明道の攻撃には無防備、のはずだった。

「くっ……」

　明道の拳は空あいている片手で防がれ、そのまま握り込まれてしまった。和臣は明道の方をまったく見ていない。明道の拳に宿る若じやつ干かんの魔力の流れを感じ取ったとでもいうのだろうか。

「ちくしょっ……」

　トーゴカリバーの刃やいばも摑つかまれ、二人ふたり揃そろって投げ飛ばされた。受け身をとって体勢を整えるが、またも和臣との距きよ離りが広げられる。これは和臣の魔法の射程圏内だ。

　和臣は親指を立て人差し指をこちらに向け、銃のような構え。その指先からさっき投げたものより小さい、黒い塊かたまりを連射した。またも狙ねらいは統とう吾ごだ。絶対に個人的な恨うらみだろうと思う。

「統吾くん！　私の後ろ！」

　朱音が前方に魔力の壁を作りだし、統吾は滑すべり込むように朱音の後ろに回った。薄うすい緑の色をした壁に、黒い塊が容よう赦しやなくぶつかってくる。外はずれた弾は後ろに流れ、悠ゆう子この張った障しよう壁へきに当たって消滅していく。

「朱あか音ね、大丈夫か!?」

「き、きつい……かも……」

　連射は止まらない。このまま壁かべが破られれば、朱音が弾たまを受けることになる。それだけはさせるわけにいかない。

　その時、統とう吾ごは別の魔ま力りよくを感じ取った。その方向に目をやれば、そこには電卓を持った瑞みず希き。その周囲に太い氷柱つららが次々と現れ、瑞希を囲んでいく。そして十本を超えた時、氷柱の先端が一斉に和臣を向いた。

「いけえええっ！」

　瑞希が叫び、氷柱が和臣に襲おそいかかる。和かず臣おみは弾の発射を中断し、防ぼう御ぎよのための壁を前面に作る。和臣の作る壁だ。瑞希の放った氷柱など、全部当たって砕くだけてしまう。と、おそらく統吾でなくても、放った瑞希本人でさえもそう思っていただろう。ただ、和臣の攻こう撃げきを止められればいいと。

「なっ！」

　予想外のことが起きた。ほとんどの氷柱は壁に当たって砕けたが、数本だが壁を抜ける氷柱があったのだ。すべて防御できると思い込んでいた和臣に回かい避ひは間に合わない。が、和臣は慌あわてることなく、襲いかかってきた氷柱を拳こぶしと蹴けりではたき落してしまった。

　結果的に和臣にダメージはない。だが、瑞希の魔法が和臣に届いたという事実。

「……どういうことなの？」

　魔法を使った本人でさえも、その理由がわからないようだ。氷柱の襲しゆう撃げきを受けた和臣も、驚きよう愕がくに目を見開いている。

　その答えは、意外なところからもたらされた。

『さて、今のはどういうことでしょう。解説の水み無な瀬せ副会長』

『あらあら、これは少しおもしろい展開ですね。安あん藤どうくんの魔法の形式と、瑞希さんの魔法の形式が違いすぎるせいで、壁の効果が薄うすれたんですね』

　いつの間にか放送席が設けられ、マイクによる実況が行われていた。おそらく放送部の部員らしい生徒の隣となりに、ちゃっかり悠子が腰かけている。

　出身の世界の違い。それはそのまま魔法の種類の違いだ。世界があれば、その数だけ魔法が存在する。和臣の魔法、朱音の魔法、瑞希の魔法。基本的に、世界が違うのだから三人の魔法はすべて違う魔法だ。それでも和臣が朱音の魔法を防いだのは、似た部分が多いからなのだろう。

　瑞希の魔法は数式を電卓に打ち込むという、瑞希の世界独特のもので、確たしかに魔法の種類としては大きく違う。そのせいで、魔力と魔力が完全に相そう殺さいしないのだ。

「水無瀬ぇっ！　貴様、どっちの味方だ！」

　和かず臣おみの怒ど号ごうが飛ぶ。敵ではあるが、ここは怒っていいところだ。生徒会チームである悠ゆう子こは一体何がしたいのか。

『すみません。ギャラリーの方々が首を傾かしげてらしたので、つい解説を』

　悠子はマイクを使って答える。どこにも慌あわてた様よう子すはない。

　これは、奇跡的ともいえる僥ぎよう倖こう。

「瑞みず希き！　お前を中心に攻めるぞ！」

「わかったから名前で呼ばないで！」

　作戦変更だ。魔ま法ほうが効く瑞希を軸じくに組み立てよう。どう考えてもそれが最善だ。

　和臣はもう何を言っても仕方ないと思ったのか、唾つばを吐き捨てた。

「ふん。魔法壁へきが使えなくても関係ないことだ。力でねじ伏せれば何の問題もない」

　戦いが再開される。和臣は標的を瑞希に変更。和臣が瑞希の魔法を防げないということは、その逆も然しかり。瑞希は和臣の魔法を防ぐことができない。

「ちゃんと守りなさいよね。私のは時間がかかるんだから！」

　電卓に数式を打ち込み始める瑞希。その前に立ったのは明あき道みちだった。それだけで、観かん客きやくから黄色い声援が飛び交う。悔くやしくなんてない。

「さて、穂ほ科しなさんの騎士ナイトは僕が……」

　言い終わらないうちに、和臣が懐ふところに潜もぐり込んでいた。数十メートル離はなれていたはずだ。統とう吾ごには瞬しゆん間かん移動したように見えた。

「はっ！」

　和臣の回まわし蹴げりは、一秒前まで騎士とか何とか言っていた奴やつを吹っ飛ばした。明道は何な故ぜかスローモーションで、キラキラと光の粒子をまき散らしながら、優ゆう雅がに錐きりもみ回転をしながら飛んでいく。一いち撃げきでやられたというのに不ふ思し議ぎと無ぶ様ざまに見えないという、これはもう明道の特殊能力といってもいい。

「きゃっ！」

　明道という壁かべがなくなったことで、瑞希は和臣と正面から向かい合う形になる。統吾が駆かけ出すが間に合わない。和臣は瑞希の手を払い、愛用の電卓を弾はじき飛ばしてしまった。そのまま瑞希の腕を摑つかみ、無む造ぞう作さに放り投げる。

「このっ……！」

　統吾が斬きりかかっても、和臣は表情を崩さない。ただ冷れい徹てつな目で統吾の剣をかわす。統吾の剣術はアーチバールを旅しながら練り上げてきたものだ。誰だれにも負けるつもりなんてなかった。たとえ他ほかの世界の人間であってもだ。

　でもそれがまったく歯が立たない。かすることもない。和臣は刃やいばをよけるだけで、反はん撃げきする様よう子すを見せない。

「こんなものか。お前のクラスの奴やつから聞いたぞ。どこぞの勇者らしいじゃないか」

「ああそうだよ！　俺おれはアーチバールの勇者だ」

　剣けん撃げきの合間を縫ぬうように、和かず臣おみの見下したような声が届く。

「そんな力で世界を救ったとは。その世界の程度が知れるな」

　腹に一発、拳こぶしがめり込む。「ぐぅ……」と声が漏れる。胃に何か入っていたら、間違いなく吐き出していた。

　間かん髪ぱつ入れず、和臣は統とう吾ごの頭を鷲わし摑づかみにした。そのまま乱らん暴ぼうに地面に叩たたきつけられる。

「がはっ！」

　背中を打ちつけ、呼吸が止まる。和臣は鷲摑みにした頭を離はなさない。統吾の体を地面に押しつけながら、口を開いた。

「ふん。一つ助言をしてやる。弱い奴やつはおとなしくしていろ。弱い者どうし集まって、友情ごっこでもしていればいい」

　どれを取っても生徒会長の言っていいものではない。これは生徒会長としてではなく、カリスマの魔ま王おう、安あん藤どう和臣の言葉だ。

「……へっ。『ごっこ』じゃないっす。俺ら超仲いいっすよ。一いつ緒しよにスタバとか行っちゃったりしてますもん」

「黙だまれ。いつか裏切られ、絶望を知ればいい」

「先のこと考えたら何もできないっすよ。今が楽しければそれでいいじゃないっすか」

「黙れ！」

　和臣の手に魔力が集まってくる。まさかこのままゼロ距きよ離りで魔法を放つつもりなのだろうか。それはまずい。

『おおーっと！　これは雪ゆき村むらくんピーンチ！　どうですか水み無な瀬せ副会長』

『このままだと頭が吹っ飛ぶかもしれませんねえ。私でも治せるかどうか』

「吞気のんきすぎません!?」

　ギブアップなんてしたくない。というより、今ギブアップと言っても、和臣は魔法を使う気がする。

　右手に握るトーゴカリバー。折れた刃では、和臣に届かない。

「終わりだ。死なない程度には手加減してやる」

「ダメぇっ！」

　魔法が和臣の手から放たれる瞬しゆん間かん、和臣に何かがぶつかった。統吾の頭を摑んでいた手は離れ、魔法は逸それて統吾の数センチ横の地じ面めんを抉えぐった。

「朱あか音ねっ！」

　和臣に朱音が体当たりしたのだ。朱音の魔法は和臣に効かない。だから、朱音は自分からぶつかっていったのだ。

「統吾くん！　離はなれて！」

　朱あか音ねは杖つえを和かず臣おみに向け、魔ま法ほうを放つ。しかし近きん距きよ離りで撃うたれた魔法も、和臣の障しよう壁へきを貫つらぬくことはなかった。

「貴様……」

「統とう吾ごくんは弱くないもん！　だって勇者なんだもん！　剣が折れてなかったら、会長だって簡かん単たんに倒しちゃうんだからっ！」

「たいした魔法も使えないくせにでしゃばるな」

　和臣が黒弾を指から放つ。壁かべを作る暇ひまを与えられなかった朱音の体に、黒い塊かたまりが直ちよく撃げきした。

「うぅっ」

　膝ひざをつく朱音。和臣は手のひらに今度は一回り大きい球体を作りだした。朱音に投げつけるつもりか。あんなのをまともに受けたら……。

「貴様も退場してろ」

「朱音っ！」

　和臣と朱音の間に入り、統吾は朱音を抱くようにして和臣の視界から隠す。容よう赦しやなく投げられた漆しつ黒こくの球体は、統吾の背中を外はずすことなく、黒一色の爆ばく炎えんをあげた。

　痛い。という言葉では表現できないほどの衝しよう撃げき。これは痛みを通り越し、統吾の本能に直接「死」という単語を叩き込んだ。

「……っ！」

　呻うめき声ごえもあげられない。呼吸がしたい。酸素が欲しい。

　くそっ。どれだけ本気なんだよ生徒会長。そんなにムカつくのかよ。

「統吾くんっ！　統吾くんってば！」

　朱音の体に寄りかかっていた。朱音が肩を揺らす。大丈夫、声は聞こえる。まだ意い識しきは飛んでいない。右手に残る感覚。剣もまだ手を離はなれてはいない。

　ゆっくりと、統吾は立ち上がった。観かん衆しゆうが静まり返っている。あまりに凄せい惨さんで見ていられないのだろうか。うつむいている女子もいた。

　振り返ると、そこには和臣がいた。相変わらず生徒会長らしくない冷たい瞳ひとみで、こちらを睨にらんでいた。

「まだ立つか。手加減が過ぎたな」

「俺おれは勇者なんです。強いとか弱いとか、どこの世界とかじゃなくて、勇者なんです。だから立つんです。勇者だから……あんたみたいな魔王から仲間を守んないといけねえんだよ！」

　両手で握り、折れた剣を向ける。だが、その腕に朱音がしがみつき、強引に剣を下げさせた。

「統吾くん……動いちゃダメだよ。もう……降さ……」

　朱音は優やさしい。きっと自分は、傍はた目めから見たら立っているのが不ふ思し議ぎなくらいにボロボロなのだろう。

　それでも、統吾は腕を摑つかむ朱音の手に触れ、そっと離させた。

「朱あか音ね、ありがとう。でも俺おれさ、勇者なもんだから、魔ま法ほう使つかいの前でカッコ悪い姿見せらんねえんだよ。いつだって勇者は、魔法使いの前に立ってなくちゃいけないじゃん？」

　剣を振りかぶり、和かず臣おみに飛びかかる。が、勢いのなくなった統とう吾ごの剣はもはや和臣には届かない。和臣は少し体を動かすだけで、あっさりと刃やいばをかわしていく。

　やがて、和臣に腕を摑つかまれた。

「……貴様の勇者としての覚悟はわかった。しかし、覚悟で補えない力の差があるということも理解しなくてはいかんな。そうだな……腕の一つも千ち切ぎれば降参するか。後で水み無な瀬せに修復してもらえ」

　和臣がその手に魔力を込める。

「くそ……」

「統吾くん……統吾くんっ！」

　腕が千切れても降参なんてしてやらない。そう統吾が覚悟した時、どこからか膨ぼう大だいな魔力が発生した。まるで火山が噴ふん火かするように、突然それはこの場に現れた。同時に和臣の足元から火柱が噴ふき出す。和臣は顔を歪ゆがめ、統吾の腕を離し跳とび退のいた。和臣の魔力ではない。誰だれかが、大量の魔力を放出している。

　統吾が振り向いた時、それが誰かを知る。

「朱音……」

「統吾くんが頑がん張ばってるのに、私だけ諦あきらめるなんでできない！　魔法使いは、勇者と一いつ緒しよに敵と戦うんだもん！」

　大量の魔力は朱音から放出されていた。今までの朱音の数倍、数十倍の魔力が流れ出て、朱音を中心に渦うず巻まいていた。

　朱音は自分のことを落ちこぼれだと言っていた。偉大な祖母と母を持ち、自分だけは魔法が上う手まくならないと。ただこの魔力を目の前にしたら、朱音は落ちこぼれなんかじゃない。大きな力を持っていても、それを引き出せないでいただけなのだと、そう思わざるを得ない。

「すげえ……。すげえよ朱音っ！」

「え？　これ……私の……？」

　朱音の表情で統吾は気づく。朱音の何に呼こ応おうしたのかわからないが、この魔力は突然放出されたものだ。朱音はまだ、何が起きたのかわかっていない。

「ほう……」

　和臣が統吾の腕を離した。その理由は明らか。朱音の方が危険だと判断したからだ。

　まだ朱音は魔力をコントロールできていない。自分の魔力に戸と惑まどい、隙すきだらけだ。

「待てこのっ……」

　朱音に向かっていく和臣の後ろから統吾はしがみついた。が、「邪じや魔まだ」の一言で振りほどかれる。もう統吾に動くだけの力は残されていなかった。

　すると和かず臣おみと朱あか音ねの間の地面が割れ、下から氷の壁かべがせり上がってくる。それは二人ふたりを分断し、和臣の歩みを止めた。

「朱音、そこから離れなさい！」

　瑞みず希きが叫ぶ。

「ダメ……動けないよ……」

　朱音は小さく首を振る。

　氷の壁かべが粉ふん砕さいされる。和臣相手では、数秒の時間稼かせぎにしかならない。このままでは、朱音が魔ま力りよくを掌しよう握あくする前に和臣に潰つぶされてしまう。

　どうにか、どうにか和臣の足を止めないと。

「…………」

　キラキラした顔が浮かぶ。

　っていうかあと一人ひとり、動ける奴やついなかったっけ。

「明あき道みちてめえっ！　サボってんじゃねえぞ！」

「サボってなんかいないよ。心外だなあ」

　明道はどこからか跳ちよう躍やくし、その勢いのままに和臣に飛とび蹴げりを浴びせた。腕で防ぼう御ぎよをした和臣にすぐさま連れん撃げきを仕掛ける。

「……しぶとい奴らだ」

「まあね。……統吾、朱音ちゃんは任せたよ」

「任されたあ！」

　無理やり足を動かし、朱音のもとへと駆かける。今にも座り込んでしまいそうな朱音を抱え、さらに走る。できるだけ和臣と距きよ離りを取るんだ。

「統吾くん……」

「やっぱお前はすげえよ。魔力がハンパじゃねえもん。落ちこぼれなんかじゃねえよ」

　朱音を降ろし、肩を叩たたく。それでも、朱音はうつむいて。

「でも私……何か怖いよ」

　突然の大きすぎる魔力に戸惑い、朱音は弱気になってしまっている。統吾は魔法が使えない。だから魔法に詳しくもない。でもこの大きな魔力をコントロールするには、朱音の自信さえあれば。そう思った。

「大丈夫。だって朱音は世界を救った魔法使いの孫だし、それにさ」

「それに？」

「勇者、雪ゆき村むら統吾の仲間の魔法使いがこれくらいの魔力を制御できないようじゃ、これから俺おれの隣となりを歩かせるわけにはいかないなあ」

　ふふん、と鼻を鳴らし、大げさに胸を張ってみせる。体のいたるところが痛いけど、精いっぱいやせ我が慢まんをして。

　ぱっと、花が咲くように、朱あか音ねが笑った。

「うん！　そうだよねっ！　統とう吾ごくんのパートナーなんだから、これくらい何とかしなくちゃだよねっ！」

「おう！　それでこそ魔ま法ほう使つかい、夏なつ森もり朱音だ！」

　すぐに自分も、朱音の隣となりを歩けるような勇者になるから。

　朱音は黒い魔法の杖つえから手を離はなす。杖は宙に浮き、朱音の胸のあたりでふわふわと浮いている。渦うず巻まいていた魔力が、その杖に吸い込まれるようにして集まっていく。黒い棒状の杖は一度強く発光し、次の瞬しゆん間かんにはその形を変えていた。

「……これ、おばあちゃんが使ってたのにそっくり……」

　棒状であることに変わりはない。しかしその色は白となり、先端にはひし形の緑色に輝かがやく宝石。刃やいばの部分が宝石になっただけで、それはまるで槍やりのようだった。これが、あの魔力を集しゆう束そくさせた姿なのだろうか。

「これ、マジでカッコいいな」

「うん！　カッコいいねっ」

　朱音はカッコよくなった杖を一度横に振り、空気を薙ないだ。先端の宝石に魔力が凝ぎよう縮しゆくされているのがわかる。朱音は杖の先を和かず臣おみに合わせた。そして大きく深呼吸。

「今なら、おばあちゃんの得意だったあの魔法が使える気がするよ」

　朱音のおばあちゃんは朱音の世界を救った偉大な魔法使いだ。その魔法使いの得意技わざといったら、それはもう世界を救うレベルで、対魔王用だろう。ちょうどいいではないか。

『解説の水み無な瀬せ副会長、夏森さんの魔力がヤバいくらい高いんですが、この障しよう壁へきは大丈夫でしょうか』

『一応二重にしておきますが、いざとなったら逃げてくださいね。最悪の場合、死にます』

　緊きん張ちよう感かんのないところが一か所だけあるな。しかし、悠ゆう子こが警けい戒かいするほどの魔力ということだ。

「ええい……やあああっ！」

　放たれる魔法。それは家一軒をすっぽりと覆おおい尽くすような巨大な真紅の光。血のように真まっ赤かな光の塊かたまりが、地面を抉えぐりながら津つ波なみのように和臣を襲おそった。統吾は、光に飲み込まれる寸前に、和臣が魔法壁を展開したのを見た。

　朱音は数秒、魔法を照射した。というより、止め方がわからなかったのかもしれない。

　和臣から後ろへ流れた赤い光は悠子の作った障壁に直ちよく撃げき。そして、二重にしたという障壁の一枚目を砕くだいてしまった。その近くにいた観かん衆しゆうから悲鳴が聞こえた。

　その悲鳴はどこか遠く感じ、統吾の耳には朱音が荒く呼吸をする音しか入ってこなかった。

「……これ……私がっ……」

　息の切れた朱音は、途と切ぎれ途と切ぎれに言葉を紡つむぐ。抉えぐられ色の変わったグラウンドを見て、目を丸くしていた。

「朱あか音ね、ここで耳寄りな情報だ」

「え、何？」

「さっき魔ま法ほうを撃うったところに、会長だけじゃなくて明あき道みちもいた」

　朱音はたっぷり三秒硬直。

「……ええーっ！　先に言ってよぉ！」

　明道は足止めのために会長と交戦していたのだから、いるのは当然といえば当然だ。

「いや、たまにはイケメンに制裁を加えないといけないと思ってたんだよ。……と、いうのは冗じよう談だんで、明道はあそこに転がってる」

　顎あごで指すと、そこにはポーズを決めた明道が倒れていた。その近くにはスイカほどの氷の球が落ちている。朱音の魔法が放たれた瞬しゆん間かん、瑞みず希きが氷を投げて明道を魔法の軌道上から弾はじき出したのだ。

「よかったあ。もう、びっくりさせないでよぉ。……統とう吾ごくん、会長は……」

　和かず臣おみがいた場所は土煙が舞まい上がっていてよく見えない。ただ、和臣の魔力だけはしっかりと感じることができる。さっきの魔法で失神したというわけではなさそうだ。

　土煙が薄うすくなってくる。すると、そこには呼吸を荒くした和臣が立っていた。制服の所々は焦こげて破れている。それは、朱音の魔法が和臣の壁かべを破ったことの証明だった。和臣はあの魔法を正面から受けている。相当な魔力を削られていると考えていい。

「貴様ら……よくも俺おれを……」

　朱音の一いち撃げきは、和臣のプライドを叩たたき壊こわしていた。取るに足らないと思っていた統吾たちのまさかの反撃に、和臣の心中が穏おだやかであるはずがない。

「朱音、次で決める。……俺を援えん護ごしてくれ」

　さっきの魔法をもう一発、そう頼むわけにはいかなかった。朱音を頼ることはできる。この場で一番強いのは朱音で、それを頼りにするのは普通なのかもしれない。それでも、統吾は自分が動かなければいけないと思った。言いだしっぺが、最後までやり通すべきだと思った。

　それに何より、朱音の前でいいところを見せないと悔くいが残る。だって、自分は勇者なのだから。

「うん。でも……どんな魔法を使えばいいのかわからないよ」

「今、朱音がどうしたいかをそのまま杖つえに込めてみればいいよ。きっとそれが、俺にとってすげー助かるやつになるさ」

「えと……『ニシン変身』っていうやつだねっ！」

「そうだ！　でも『以い心しん伝でん心しん』な、それ」

　一体、ニシンが変身すると何になるのか。サバか。

　朱音が杖つえを振りかざす。すると統吾の持つトーゴカリバーの鍔つばに埋め込まれた赤い宝石が発光し、朱あか音ねから魔ま力りよくが流れ込んでくる。朱音の魔力を、統とう吾ご自身も感じることができた。じわじわと、体の芯しんから熱ねつせられていくような感覚。

「おお……すご」

　ニシンの未来を心配しているうちに刃やいばが再生していく。いや、再生ではない。新たに作り出されていく。トーゴカリバーは初心者用だが魔法剣だ。魔力を宿して戦うのが本来の使い方なのだ。

　そして、統吾の両手には新しい剣が握られていた。アーチバールという世界を救った剣は、一度かわいいクラスメイトによって折られ、またそのクラスメイトによって復活を果たした。前よりも一段と強く、カッコよくなって。

　剣が軽い。あれだけダメージを受けたのに体が軽い。トーゴカリバーから魔力が流れ込んできて、体までも回復させている。

「統吾くん、部活ができたら、いっぱい遊ぼうね！」

「おう！　俺おれらだったら何やったって楽しくなるに決まってる！」

　一いつ直ちよく線せんに駆かけ出す。朱音の魔力が心地ここちいい。追い風が吹いているかのように加速していく。

「統吾くん！　勝って！」

　まだ会長に勝ったわけでもないのに、気分が高揚していく。全身の血が、いつもの百倍の速さで巡っているようだ。

「部活作って、強くなって、朱あか音ねと仲良くなって、高校生活満喫してやる！　文句あっか！」

「ふん。減らず口を……これで終わりにしてやる」
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　和かず臣おみの手には漆しつ黒こくの剣。いや、剣というよりも剣の形をした黒い物体。いつもは魔ま法ほうとして撃うちだしている黒い魔力を、剣の形に凝ぎよう縮しゆくさせたのだろう。距きよ離りを置いての魔法も、接近しての格かく闘とうも、どれをとっても完かん璧ぺきだ。それでも、和臣には足りないものがある。

　信じてくれる人が。

　バカやれる友達が。

　助け合える仲間が。

「どおおおぉぉぉりゃあああぁぁぁっ！」

　技術も何も関係ない。ただ剣を振り下ろす。

「おおおおおおっ！」

　トーゴカリバーと、漆黒の剣がぶつかる。

　魔力が衝しよう突とつし、火花が散るような音がする。息ができない。

　押せ。踏み込め。体中のすべての力を絞り出せ。

　和臣の魔力が凝縮された剣を受けて、また折れてしまうのではないか。そんなこと、微み塵じんも思わなかった。折れるわけがなかった。

「くっ……」

　瞬しゆん間かん、衝突する魔力の向こうに、和臣が顔を歪ゆがめるのが見えた。

　そこから先は、あまり覚えていない。

　ただわかったのは、トーゴカリバーが振り抜かれたということ。漆しつ黒こくの剣が霧む散さんしていったということ。

「…………」

　気がつけば、立っていたのは統とう吾ごだけだった。少し離はなれたところに、うつ伏せになる和かず臣おみが見えた。

　静せい寂じやくが校庭に降りてきていた。観かん客きやくも、言葉を失っているようだった。

　控え目な声が、スピーカーから響ひびいた。

『えー……あのー……。水み無な瀬せ副会長、これは決着とみてよろしいのでしょうか』

『ええ、構いませんよ。私も生徒会チームですが、安あん藤どう君が負けてしまった相手に、私が敵かなうはずがありませんから』

　悠ゆう子この声からは何の動揺も見えない。

　やがて統吾たちを歓かん声せいが包んだ。割れるような、空まで届くような、全校生徒の歓声が、校庭を揺るがした。

『ただいまをもって、宝探しゲームを終了します！　優ゆう勝しようはなんと！　予想を裏切り生徒会ペアを破った雪ゆき村むらチー……』

「待てっ！」

　興こう奮ふん気ぎ味みのマイクの声を遮さえぎったのは、他ほかでもない和かず臣おみだった。よろけながらも立ち上がり、肩で息をしながら、統とう吾ごを睨にらんでいた。

「ちくしょうっ……。まだ動けんのかよ」

　統吾の近くに朱あか音ねが駆かけよる。もう戦う力なんて残っていない。統吾も、今になって痛みが全身に走り始めた。さっきまでは気合と勢いで乗り切ってきたが、それも限界だ。

「俺おれを誰だれだと思ってる。……こんなところで見せたくはなかったが、仕方ない、見せてやる。俺の真の力をな！」

「……マジかよ」

『真の力』というベタなセリフにツッコむ余裕もない。敗北の二文字が頭をよぎる。統吾に真の力なんて残されていない。やはり魔王の力は桁けたが違ったのだ。

　和臣からまた魔ま力りよくが発せられようとしている。統吾は朱音の前に立つ。

　その時だった。

「宝はもらったわっ！」

　瑞みず希きの声だった。『宝』という単語で思い出す。そういえば、これは宝探しだった。和臣と戦っているうちに、世界の平和をかけた最終決戦みたいな感覚になっていた。

　統吾も朱音も和臣も、瑞希の声のした方を見る。そこには、掘り起こされた地面と、手を土で汚した明あき道みちと、手のひらに乗るほどの宝たから箱ばこを掲かかげた瑞希がいた。

　ぽかん。

　今自分は、そんな擬ぎ音おんの似合う顔をしていると思う。

　不自然に静まり返った校庭で、最初に口を開いたのは実況だった。

『おーっと！　宝を手にしたのは雪ゆき村むらチームの穂ほ科しなさん！　会長の体力は残っているようですが、ルールに則のつとり、これにて宝探しは決着です！』

　マイクの声が響ひびき、それから少し遅れて周囲から歓かん声せいが沸いた。

　朱あか音ねと目が合う。

「統吾くん、私たち、勝ったの？」

「……そうみたいだな。俺おれもよくわからんが」

　頭の中でルールを思い返してみる。基本的に早い者勝ち。もしぶつかってしまった場合には戦って決着をつけてもいい。もし決着がついていない状態でも、宝を手に入れれば、その時点で勝者は確かく定ていする。

　ふむ、ルール的には勝っているな。

　再び朱音と目が合う。

「私たち、勝ったん……だよね」

「おう。やっぱ俺らは勝っ……」

「ふざけるなっ！　そんなのは認めん！」

　遮さえぎって、和かず臣おみが叫ぶ。まあ、この場で一番納得していないのは和臣だろう。怒りのオーラを纏まとった和臣に、しかし瑞みず希きは堂どう々どうとしている。

「二人ふたりを囮おとりにして会長を引きつけ、その間に私たちが宝を手に入れる。最初からこういう作戦だったのよ！」

　瑞希、すごいこと言う。そんな作戦聞いていない。いつの間にか囮になっているし。

　でもこれは一人ひとりではできないこと。チームワークがなければできないこと。四人で力を合わせた末の勝利といってもいいのではないだろうか。

「うるさい！　俺おれは絶対に……うぐっ！」

　魔ま力りよくを放出し、和臣が黒い球体を作りだそうとしたその時、和臣を中心に円形の紋もん様ようが描かれ、地面から蛇へびのように太い鎖くさりが無数に飛び出てきた。それは和臣に巻きつき、あっという間に自由を奪うばう。

「安藤くん、ルールはルールです。生徒の見本の生徒会長なんですから、ちゃんと守りませんと。これで終わりにしましょう。ね？」

　和臣を抑おさえつけたのは悠ゆう子こだった。実況席の隣となりからいつの間にか校庭に移動していて、左手を和臣にかざしている。その手首に見える銀の腕うで輪わが淡あわく発光していた。あれが悠子の魔法の媒ばい体たいなのだろう。

「水み無な瀬せ、貴様ぁ……」

「そう簡かん単たんには抜け出せませんよ。自由を奪うばうと同時に、魔力を奪う結界ですから」

　ダメージを負っていたとはいえ、真の力を解放しようとしていた和かず臣おみをいとも簡かん単たんに抑おさえてしまった。悠ゆう子この力というのは、一体どれだけなのだろう。

「さ、どうぞ、穂ほ科しなさんのところに行ってください」

「あ、はい……」

　たいした距きよ離りでもないのに、膝ひざが笑ってしまって上う手まく歩けない。朱あか音ねに肩を借りて、ゆっくりと宝を持つ瑞みず希きのもとへ向かう。

「穂科、作戦通りだったな」

「ふふっ。そうね。……ほら、あんたが開けなさいよ。リーダー」

　差し出されたのは手のひらに乗るほどの小さな木き箱ばこ。開けると、この学校の校章が彫られた金色のコインが入っていた。これこそが、どんな希望も叶かなえてくれる宝。

「おおおおっしゃあああ！」

　統とう吾ごはコインを掲かかげ、それに呼こ応おうするように観かん衆しゆうが沸く。四人でハイタッチをしまくっていると、実況をしていた生徒がマイクを持って駆かけ寄ってきた。

『おめでとうございます！　では早さつ速そくですが、もう願ねがいは決まっているんですか？　それともこれからゆっくり考えるんですか？』

　統とう吾ごはマイクを奪うばい取る。

「もう決まってます。俺おれたち四人で新しい部活を……」

「待てえっ！」

　と言ったのはまたも和かず臣おみ。鎖くさりでぐるぐる巻きにされながら、必死に声を張り上げていた。「またあんたか」と思わず呟つぶやいてしまい、マイクが拾ってスピーカーから流れる。

「あの、何すか？」

「いいことを教えてやる。新部活の設立には、最低部員が五人必要なんだよ。いくら宝を使っても、必要条件を満たしていない以上は申しん請せいはできん！」

「何いぃぃ!?」

　統吾の声がマイクで拡張される。

　何ということだ。統吾たちが宝の力を使って叶かなえるのは、『部活設立の申請を通すこと』だ。それ以前に申請をすることができなければ、この願ねがいは使えない。仮に『新部活の最低人数を四人にする』という部分に使ってしまったら、今度は申請が通らない。

「統吾くん、どうしよう……」

「これは意外な盲点だったね」

「あーあ。じゃあ購こう買ばいのアイス一年分にしない？」

　せっかく頑がん張ばって勝ち取った宝なのに。これで部活を作らないと意味がないのだ。これからみんなで過ごすためにも、来年の文化祭に参加するためにも。

「それでしたら、私が入りますよ」

「……は？」

　四人の声が重なった。声の主ぬしは微笑ほほえむ悠ゆう子こ。

「よろしくお願いしますね」







　　　エピローグ







「さて、新部活の申しん請せいをするわけだが、ここで一つ提案がある」

　と、統とう吾ごは部員たちを前にして言った。文化祭が終わり、休みを挟んだ月げつ曜よう日びの放ほう課か後ごである。部室棟の三階の教室で、統吾は教きよう壇だんに立ち、四人の部員は前の席に座っていた。

　悠ゆう子こは上級生であるが、言いだしっぺの統吾が必然的に部長となった。ちなみに、この学校で兼けん部ぶは認められていないが、生徒会は部活動ではないので、悠子の入部に問題はない。疑問があるとすればどうして悠子が入部すると言ったかということであるが、問いただしたところ「楽しそうなので」という、あまりにもわかりやすい理由をもらうことになった。

「それで、提案って何？」

　瑞みず希きはシャーベットを木のスプーンでつついている。そろそろ涼しい季節だが、瑞希にとっては関係ないらしい。

「部の名前なんだが『ブレイ部』から『ぷれい部』に変更しようと思う」

　言いながら、統吾は黒板に『ぷれい部』と書いた。カタカナからひらがなになったことで、途端とたんに間が抜けた感じになった。

「かわいくなったねー」

　朱あか音ねは気に入ってくれたようだ。その隣となりの明あき道みちが口を開く。

「もともと『ブレイ部』っていうのも思いつきだったわけだけど、その『ぷれい部』には何か理由があるのかい？」

「私も気になりますね。統吾くんの思いつきには期待をしてます」

　さらに隣には悠子が座っている。まさかの入部ではあるが、悠子がいなかったら部は作れなかった。悠子は生徒会の仕事のあるため、時間がある時に顔を出すことになっている。

　統吾はよくぞ聞いてくれましたとばかりに、得意げな笑えみを浮かべる。

「みんな、よく考えて欲しい。『ブレイ部』って言う割には、この部に勇者は俺おれしかいないじゃないか。他ほかはみんな未み熟じゆく者ものだろ？　だから未完成って意味で、響ひびきと字じ面づらを丸っこくしてみたわけだ」

　まあこれも、昨日きのう寝る前に思いついただけのものではあるが。それでも我われながらいい名前だと思っている。なんとなく親しみやすいし、緩ゆるい感じもいい。

　はあ、とため息をついたのは瑞希だった。

「どの口が言うのよ。この中で一番あんたが弱……」

「あっ！　マンティコアが飛んでる！」

「何その露ろ骨こつなごまかし方！」

「俺おれが弱いわけないだろ！　あの会長にとどめ刺したの俺なんだぞ！」

「そうだよ！　統とう吾ごくんが弱いわけないよ。統吾くんは勇者だし、会長に勝ったんだから！」

　朱あか音ねが庇かばってくれるが、少し心に痛かったりする。会長になんとか勝てたのは、そのほとんどが増幅した朱音の魔ま力りよくによるものだ。統吾を含め、朱音以外の全員がそのことに気づいている。むしろ朱音はちょっと調ちよう子しに乗ってもいいくらいなのだ。

「いや朱音……。朱音の魔法がなかったら無理だったって」

　瑞みず希きは半ば呆あきれているように見える。

「ううん。私は魔法使いだから、勇者をちょっと援えん護ごしただけだよ。統吾くんは剣が折れてて力が出なかっただけで、剣さえあれば会長なんて初めから楽勝だったんだよ。ね、統吾くん」

「……おう！　もちろんだ！　なんたって俺は勇者だからな」

「だよねー」

　朱音と何な故ぜかハイタッチ。瑞希はそっぽを向いて何か呟つぶやいていた。唇の動きが「おめでたいわ」に見えたのはきっと気のせいだ。

「ところで、どうして朱音ちゃんはあの時魔力が大きくなったんだろう。今はなんでもないんだよね」

　明あき道みちの疑問は他ほかのメンバーの疑問でもあった。それは朱音を含めてである。

「うん。前より魔力は引き出せるようになったけど、あの時ほどは無理だよ。私もよくわからないんだ」

　杖つえの形は戻ることなく、緑の宝石がついた槍やりのような形状のままだ。それを小さくして朱音は携けい帯たいしている。やはり、今の形があの杖の本当の姿なのだろう。

「どうですか？　解説の悠ゆう子こ先せん輩ぱい」

　統吾が振ると、悠子は乗ってくれた。

「はい。私の推測ですが、朱音さんの魔力の増幅は、それが必要になったからだと思います。先ほど、このことについて朱音さんと少し話をしましたが、朱音さんの世界ではすでに魔王が倒されているそうですね」

「はい。勇者さんと私のおばあちゃんが倒して、今はすごく平和です」

「つまり、朱音さんは強い魔法を使う必要が今までなかったわけです。でも、安あん藤どうくんと戦って、強い魔法を使わなければいけなくなりました」

「えっと、みんなを守らなくちゃって……」

「魔王を倒した魔法使いの孫なわけですから、秘めている魔力は大きかったのではないでしょうか。それが、『守りたい』という感情をきっかけに外に出てきた。これはいい線せんいっていると思いません？」

　朱音も一いつ緒しよに、四人で「なるほど」と漏らす。ほとんど正解なのではないだろうか。

　前に話した、需要のことを思い出す。需要があればそれは進化していくが、なければ退化していく。魔ま王おうのいない平和な世界に魔法はいらない。朱あか音ねは、強い魔法使いである必要がなかったのだ。でも、朱音の前に和かず臣おみという魔王が現れた。それが需要となったのだ。

「さすがですね悠ゆう子こ先せん輩ぱい。僕は惚ほれ直しましたよ」

　こういうことを恥ずかしげもなく言えるのは明あき道みちの才能だ。そんな明道を見る瑞みず希きの目が怖いのは何な故ぜだろうか。

　悠子は「それとも」と言葉を継いだ。

「単純に統とう吾ごくんという信頼できるパートナーを得て、統吾くんを思う気持ちが魔力を増幅させたのかもしれませんね。朱音さんのおばあ様もそうだったように、朱音さんの魔法使いとしての魔力は、勇者と共ともにいることで強くなるのかもしれません。もしそうだとしたら……愛の力ですよねぇ」

　いたずらっぽく笑って。

　朱音の顔がぼっと赤くなる。

「そ、それはそのっ……。統吾くんのことは好きだけど……す、好きって言ってもその……リアクションがって意味で……もうっ！」

　ばしん、と、朱音は照れ隠しに統吾の肩を叩たたく。

「そそそそうですよ先輩。俺おれだって朱音のことはす……好きですけど、それは着やせ的な意味でして……」

　それにしてもすっごく痛い。当たり所が悪かったら肩が外はずれていた。しかしそこは得意のやせ我が慢まんだ。

「やっぱりお似合いだわ。あんたたち」

「羨うらやましいなあ」

　瑞希はため息。明道は相変わらず輝かがやくような笑顔えがお。

　統吾はわざと大きく咳せき払ばらい。

「おい、話を戻すぞ。もう『ぷれい部』でいいよな。っていうか、もう申しん請せい書しよを出してきちゃったんだよね」

　部員全員の視し線せんが「は？」と集まる。

「……事じ後ご承しよう諾だくか。統吾らしいね」

「私は賛成だよっ。かわいいもんねっ」

「部長の意見には従いますよ」

　ついに念ねん願がんの新部活設立、その時を迎えたのだ。これから、きっと楽しいことばかりだ。このメンバーなら何をやっても面おも白しろくなるに違いない。そんな確かく信しんが統吾にはあった。

　転校デビュー。大成功だ。

　文字通り死し闘とうをくぐり抜けてきた仲間がここにいる。

　統とう吾ごは教きよう壇だんの机を力強く叩たたいた。

「今日きようが『ぷれい部』の活動一日目だ！　はりきっていくぞーっ！」

「おーっ！」

　朱あか音ねと共ともに、拳こぶしを高く掲かかげる。あれ、朱音だけしか応こたえてくれていない。他ほかの三人はどうしたというのか。

「…………」

　明あき道みちは無言。

「…………」

　悠ゆう子こもいつものように微笑ほほえんでいるが無言。

　葬そう式しきのように静かになる部室。

　そして瑞みず希きは言った。

「……で、何すんの？」







　　　　　あとがき




　初めまして、お久しぶりです、生きてます。

　こんにちは、高たか遠とお豹ひよう介すけです。




　さて、最後に本を出してから一年半という時間が空あいてしまいましたが、新作を出すことができました。内容はひたすら突っ走るコメディとなりました。私は長い間執筆を趣しゆ味みにしていますが、一度も「学園ラブコメ」というジャンルを書いたことがありませんでした。なので、この作品は自分にとって新鮮で、楽しく書くことができました。主人公がちょっとアレなので、どんどん動いてくれます。それにつられるように周りのキャラクターたちも動いてくれて、時には考えていた以上のことをしたり、言ってくれたりします。作者としては嬉うれしい誤算ということで、そういうシーンやセリフは大切にしていこうと思っています。

　今回はたくさんギャグが入っていますが、私は昔からギャグ漫画が大好きでして、某『セクシーコマンドー』の漫画をバイブルとしております。小説と漫画という舞台の違いはありますが、私の書いているギャグ部分に少なからず影えい響きようが出ているかもしれません。自分ではわかりませんが、いかがでしょう。




　また、前作の『藤とう堂どう家けはカミガカリ』を読んでいただき、続刊かと思って買ってみたら違う話だったという方。私も続きが書けるように精しよう進じんいたしますので、今しばらくお待ちください。おやつ感覚でこの作品なんてどうでしょう。そして、この物語や登場人物たちも気に入っていただけたら幸いです。




　以下、謝しや辞じになります。

　とても可愛かわいらしいイラストを描いてくださったプリンプリンさん、最初にラフを見た時、真っ先に瑞みず希きに惚ほれました。そして担当様。実は、前作から今作までの間に、担当様の一人ひとりが代わりました。私のデビューを支えてくださった前の担当様に感謝すると共に、新しい担当様、これからよろしくお願ねがい致します。

　そして、この本を読んでくださった読者の皆様に最大の感謝を。

　機き会かいがあれば、またお会いしましょう。





高遠豹介　　
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高たか遠とお豹ひょう介すけ

東京生まれの千葉育ち。小さな頃から、鳥や魚の置物を集めるのが好きでした。好きな食べ物が七草粥、苦手な食べ物がコーヒーゼリーという人間に出会ったら、それが高遠です。
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プリンプリン

１９８×年１月12日生まれ・自称Ｂ型。

５羽のセキセイインコに囲まれて京都の片隅で細々と絵を描く日々を送っています。インコ臭くんかくんか！
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ぷれいぶっ！








高たか遠とお豹ひよう介すけ
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